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P hoto 伝統の踊り念仏
　国の重要無形民俗文化財に指定されている「跡部
の踊り念仏」が、４月６日、跡部の西方寺で行われま
した。踊り手は、本堂に設けられた道場の中を、太
鼓や鉦の音にあわせ念仏を唱えながら踊りました。
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第
１
回 

定
例
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

○
佐
久
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
改
正
条
例

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
船
員
の
失
業

保
険
に
関
す
る
部
分
の
改
正
規
定
の
施

行
日
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
市
議
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
し
、
３
月
26
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
が
提
案
し
た
議
案
は
、
招
集
日
に
提
案
し
た
条
例
案
26
件
、
事
件
案
14
件
、
予
算
案
37
件
と
、
３
月
17
日

に
追
加
提
案
し
た
人
事
案
３
件
、
諮
問
案
１
件
の
合
わ
せ
て
81
件
で
、
い
ず
れ
も
可
決･

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条　

例

○
佐
久
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
、

支
給
対
象
業
務
の
縮
減
、
危
険
な
業
務

の
限
定
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
再
度
の
育
児
休

業
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
特
別
の
事
情
の
追
加
、

育
児
の
た
め
の
部
分
休

業
の
承
認
要
件
の
緩
和

等
を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
職
員
の
自
己
啓

発
等
休
業
に
関
す
る
条

例

　

地
方
公
務
員
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
、
職

員
の
自
己
啓
発
等
休
業

制
度
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
積
立
基
金
条
例

の
一
部
改
正
条
例

　

国
民
健
康
保
険
浅
科

診
療
施
設
基
金
の
使
途

の
追
加
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営

事
業
の
た
め
の
基
金
の
設
置
お
よ
び
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
く
地
域
振
興
基
金
の
設
置

を
し
ま
し
た
。

○
佐
久
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び

に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
条
例

　

非
常
勤
特
別
職
と
な
る
隣
保
館
長
の

報
酬
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
複
合
型
公
共
施
設
サ
ン
グ
リ
モ

中
込
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

サ
ン
グ
リ
モ
中
込
駐
車
場
の
設
置
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

新
た
に
望
月
児
童
館
を
設
置
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
条
例

　

本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
星
の
里

う
す
だ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
望

月
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
牧
を
廃
止

し
ま
し
た
。

○
佐
久
市
高
齢
者
共
同
リ
ビ
ン
グ
条
例
の

一
部
改
正
条
例

　

佐
久
市
高
齢
者
共
同
リ
ビ
ン
グ
の
使

用
料
を
一
律
の
額
か
ら
入
居
者
の
収
入

に
応
じ
た
額
に
改
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
条

例

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
事
業
の

た
め
の
特
別
会
計
と
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
の
た
め
の
特
別
会
計
を
設
置
し
ま

し
た
。

○
佐
久
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

政
令
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
18
年
度

と
平
成
19
年
度
に
お
い
て
講
じ
た
税
制

改
正
に
伴
う
高
齢
者
の
保
険
料
に
係
る

激
変
緩
和
措
置
を
、
今
年
度
に
お
い
て

も
引
き
続
き
講
じ
る
た
め
、
必
要
な
事

項
を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
健
康
診
査
等
料
金
徴
収
条
例
の

廃
止
条
例

　

４
月
１
日
か
ら
医
療
保
険
者
に
よ
る

特
定
健
康
診
査
の
制
度
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

○
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
条
例

　

４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
被
保
険
者
に

対
す
る
給
付
の
充
実
を
図
る
た
め
、
葬

祭
費
の
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

○
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
条
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
納
付
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
額
等
に
つ
い
て
定
め

ま
し
た
。

○
佐
久
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
市
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
事

務
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の
一

部
改
正
条
例

　

県
の
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
補
助
制

度
の
見
直
し
に
伴
い
、
こ
れ
に
沿
っ
た

内
容
に
改
め
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
用
語
の

整
備
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
佐
久
市
防
災
行
政
同
報
無
線
通
信
施
設

条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

浅
科
防
災
行
政
同
報
無
線
局
の
構
成

施
設
の
設
置
場
所
の
変
更
に
伴
い
、
条

例
中
の
設
置
場
所
を
改
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
望
月
地
区
診
療
所
条
例

　

新
た
に
佐
久
市
布
施
出
張
診
療
所
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
と
と
も
に
、
望
月
地
区
の
他

の
診
療
所
に
係
る
条
例
を
統
合
し
ま
し

た
。

○
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総
合
病
院
駐
車
場

条
例

　

浅
間
総
合
病
院
の
新
棟
整
備
に
伴
い
、

駐
車
場
の
管
理
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総
合
病
院
料
金
条

例
等
の
一
部
改
正
条
例

　

老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
用
語

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
死
体
検
案

に
つ
い
て
、
文
書
料
と
し
て
の
死
体
検

案
書
の
料
金
と
は
別
に
死
体
検
案
料
を

設
け
ま
し
た
。
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事　

件

予　

算

○
佐
久
市
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お

い
て
議
決
を
得
て
策
定
し
た
辺
地
に
係

る
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
北
口
同
和
対
策
集
会
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

○
荒
田
同
和
対
策
集
会
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

○
中
込
共
同
作
業
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

○
臼
田
保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

○
浅
科
保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

○
プ
ラ
ザ
佐
久
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て　

○
平
尾
山
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

○
望
月
麦
・
大
豆
等
生
産
振
興
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
望
月
農
産
物
加
工
処
理
室
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

○
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
規
約
に
定
め
る
議
会
議
員
等
の
任
期

の
取
り
扱
い
等
を
変
更
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
市
道
の
路
線
認
定

　

新
た
に
２
路
線
を
認
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
市
道
の
路
線
変
更

　

３
路
線
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
市
道
の
路
線
廃
止

人　

事

○
教
育
委
員
会
委
員

　

宮
澤
則
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

○
公
平
委
員
会
委
員

　

竹
内
昭
太
郎
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

小
林
将
一
氏
、
油
井
勲
氏
お
よ
び
阿

部
守
夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

諮　

問

○
人
権
擁
護
委
員

　

土
屋
厚
子
氏
を
再
度
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
補
正
予
算

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
と
17
特
別
会
計
の
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）
は
、
５
億
４
，
６
７
１
万
６
千

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
を
４
１
０
億

２
，
３
９
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
万
円
未
満
は
切
捨
て
）。

▼
人
事
管
理
費
（
後
年
度
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
た
退
職
手
当
基
金
の
積
立
ほ

か
） 

７
億
６
３
２
万
円

▼
双
方
向
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
費
（
情
報
通
信
設
備
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
の
確
定
見
込
に
よ
る
減
ほ
か
）

 

△
１
億
４
，
７
７
９
万
円

▼
老
人
福
祉
施
設
事
業
費
（
後
年
度
の

財
政
負
担
を
考
慮
し
た
老
人
福
祉
拠
点

施
設
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
ほ
か
） 

 

９
，
１
４
０
万
円

▼
長
時
間
保
育
事
業
費
（
国
庫
補
助
対

象
保
育
園
の
増
に
よ
る
延
長
保
育
促
進

事
業
補
助
金
の
増
） 

４
９
０
万
円

▼
交
通
安
全
対
策
事
業
費
（
利
用
実
績

に
基
づ
く
過
疎
地
域
輸
送
業
務
委
託
料

お
よ
び
生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金

の
増
） 

３
２
５
万
円

▼
保
健
衛
生
事
務
費
（
広
域
連
合
隔
離

病
舎
に
係
る
起
債
繰
上
償
還
に
伴
う
負

担
金
の
増
） 

４
０
６
万
円

▼
道
路
維
持
修
繕
事
業
費
（
降
雪
状
況

に
基
づ
く
除
融
雪
作
業
料
お
よ
び
凍
結

防
止
剤
散
布
委
託
料
等
の
増
）

 

５
３
７
万
円

▼
相
生
町
南
土
地
区
画
整
理
事
業
費

（
代
替
地
取
得
に
よ
る
用
地
費
の
増
ほ

か
） 

８
，
８
３
０
万
円

▼
中
部
横
断
道
用
地
買
収
受
託
事
業
費

（
用
地
取
得
の
促
進
に
よ
る
受
託
費
の

増
） 

１
３
１
万
円

▼
教
育
委
員
会
運
営
事
務
費
（
後
年
度

の
財
政
負
担
を
考
慮
し
た
小
中
学
校
施

設
整
備
基
金
の
積
立
ほ
か
）

 

２
億
４
４
０
万
円

▼
総
合
文
化
会
館
調
査
事
業
費
（
指
定

寄
附
等
に
よ
る
基
金
積
立
に
よ
る
増
） 

 

２
０
４
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
浅
間
体
育
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費
（
社
会
体
育
館
駐
車

場
用
地
購
入
経
費
）

 

６
，
１
６
５
万
円

▼
現
年
農
業
土
木
単
独
災
害
復
旧
事
業

費
（
事
業
費
の
確
定
見
込
に
よ
る
減
） 

 

△
１
，
０
０
０
万
円

▼
現
年
林
業
施
設
単
独
災
害
復
旧
事
業

費
（
事
業
費
の
確
定
見
込
に
よ
る
減
お

よ
び
激
甚
災
害
指
定
に
伴
う
委
託
料
の

補
助
採
択
に
よ
る
減
）

 

△
２
，
８
０
０
万
円

▼
現
年
農
業
土
木
補
助
災
害
復
旧
事
業

費
（
事
業
費
の
確
定
見
込
お
よ
び
過
年

度
災
へ
の
組
み
替
え
に
よ
る
減
）

 

△
１
億
８
，
８
８
９
万
円

▼
現
年
林
業
施
設
補
助
災
害
復
旧
事
業

費
（
事
業
費
の
確
定
見
込
に
よ
る
減
ほ

か
） 

△
３
，
０
３
２
万
円

▼
現
年
土
木
単
独
災
害
復
旧
事
業
費

（
事
業
費
の
確
定
見
込
に
よ
る
減
）

 

△
１
，
７
２
４
万
円

▼
現
年
土
木
補
助
災
害
復
旧
事
業
費

（
災
害
査
定
お
よ
び
県
事
業
へ
の
組
み

替
え
に
よ
る
減
）

 

△
２
億
４
０
１
万
円

○
平
成
20
年
度
当
初
予
算

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
18
特
別

会
計
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、　

８
〜
11

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

２
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

○
佐
久
市
訪
問
看
護
事
業
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
規
定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

○
佐
久
市
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
条

例

　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
お
よ
び
望

月
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
規
定
の
整

備
を
し
ま
し
た
。

○
佐
久
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正
条
例

　

望
月
地
区
の
小
学
校
の
統
合
に
伴
い
、

学
校
給
食
望
月
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
給
食

の
対
象
と
な
る
学
校
の
名
称
を
改
め
ま

し
た
。

○
佐
久
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
条

例

　

望
月
地
区
の
小
学
校
の
統
合
に
伴
い
、

現
在
の
布
施
小
学
校
、
春
日
小
学
校
お

よ
び
本
牧
小
学
校
の
各
体
育
館
を
社
会

体
育
施
設
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料

を
定
め
ま
し
た
。

○
佐
久
市
立
学
校
体
育
施
設
開
放
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　

望
月
地
区
の
小
学
校
の
統
合
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
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佐
久
総
合
病
院
再
構
築
問
題
に
つ
い
て

市
は
こ
う
考
え
て
い
ま
す

市
は
再
構
築
に
賛
成
で
す
が
、
旧
ツ
ガ
ミ
工
場
用
地
へ
の
再
構
築
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

１ 
法
律
の
遵
守
が
大
前
提
で
す

　

旧
ツ
ガ
ミ
工
場
用
地
は
、
建
築
基
準
法

第
48
条
第
12
項
の
規
定
に
よ
り
病
院
の
建

築
が
で
き
な
い
工
業
専
用
地
域
で
す
。

　

佐
久
総
合
病
院
の
再
構
築
の
必
要
性
は

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
法
律
の
規
定
に
よ

り
病
院
建
築
が
で
き
な
い
旧
ツ
ガ
ミ
工
場

用
地
へ
の
病
院
移
転
は
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る
土
地
行
政
を
根
幹
か
ら

覆
す
も
の
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２ 

工
業
専
用
地
域
の
用
途
変
更

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

　

佐
久
市
へ
の
企
業
の
進
出
希
望
が
あ
る

な
か
で
、
市
内
唯
一
の
工
業
専
用
地
域
で

あ
る
旧
ツ
ガ
ミ
工
場
用
地
は
、
企
業
の
受

け
皿
と
し
て
最
も
重
要
な
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
周
辺
に
は
約
60
社
に
及
ぶ
各
種

工
場
が
操
業
し
て
お
り
、
工
業
専
用
地
域

の
変
更
は
周
辺
企
業
の
操
業
環
境
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
も
、
用
途
の

変
更
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

３ 

臼
田
地
域
へ
の
再
構
築
に
市

は
協
力
し
ま
す

　

佐
久
総
合
病
院
の
地
元
で
あ
る
臼
田
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
臼
田
地
域
で
の
再

構
築
を
願
う
陳
情
書
（
臼
田
地
区
区
長
会
・

臼
田
住
民
有
志
）
が
出
さ
れ
、
市
議
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、

同
様
の
趣
旨
の
要
望
書
（
臼
田
中
央
商
店

街
・
臼
田
地
区
区
長
会
）
も
市
長
と
市
議

会
議
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
ツ
ガ
ミ
工
場
用
地
の
地
元
で

あ
る
佐
久
市
工
場
団
地
事
業
協
同
組
合
か

ら
は
、「
旧
ツ
ガ
ミ
の
用
地
を
工
場
用
地
と

し
て
病
院
側
か
ら
譲
渡
し
て
も
ら
え
る
よ

う
市
に
配
慮
願
い
た
い
」
と
の
要
望
書
が

市
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
久
総
合
病
院
が
昭
和
19
年
に
旧
臼
田

町
で
誕
生
し
、
臼
田
地
域
中
心
部
の
核
と

し
て
地
元
商
店
街
の
振
興
や
活
性
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
歴
史

的
経
緯
や
、
医
療
の
適
正
配
置
の
観
点
か

ら
、
市
は
、
佐
久
総
合
病
院
は
臼
田
地
域

で
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
陳
情
書
や
要
望
書

に
込
め
ら
れ
た
臼
田
地
域
の
皆
さ
ん
の
願

い
で
あ
る
「
臼
田
地
域
内
で
の
再
構
築
」

に
向
け
て
道
路
等
の
整
備
に
協
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
６
月
に
県
知
事
よ
り

通
知
さ
れ
た
「
助
言
書
」
に
沿
っ
て
検
討

を
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
は

い
つ
で
も
協
議
に
応
じ
ま
す
。

三河田工業団地三河田工業団地
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平
成
17
年
４
月
28
日

　

佐
久
総
合
病
院
の
夏
川
院
長
さ
ん
が

来
庁
し
、
株
式
会
社
ツ
ガ
ミ
の
用
地
を

取
得
し
た
い
と
の
意
向
を
市
は
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
ツ
ガ
ミ
用
地
は
工
業
専
用

地
域
で
あ
り
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に

よ
り
病
院
は
建
築
で
き
な
い
こ
と
を
院

長
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

平
成
17
年
５
月
19
日

　

㈱
ツ
ガ
ミ
と
佐
久
総
合
病
院
の
母
体

で
あ
る
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
と
の
間
で
ツ

ガ
ミ
用
地
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。

こ
の
契
約
に
つ
い
て
も
市
に
何
の
説
明

も
な
く
新
聞
報
道
に
よ
り
知
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
５
月
26
日

　

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
か
ら
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
届
出
書
が
市
に
提
出
さ

れ
る
。「
病
院
を
建
築
し
た
い
」
と
す
る

届
出
内
容
に
対
し
、
市
は
「
建
築
基
準

法
第
48
条
第
12
項
の
規
定
に
よ
り
病
院

は
建
築
で
き
ず
、
土
地
利
用
目
的
は
適

当
で
な
い
」
と
の
意
見
書
を
県
に
提
出

し
ま
し
た
。

平
成
17
年
６
月
15
日

　

長
野
県
知
事
か
ら
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

に
対
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
書
に
対
す
る
審
査
結
果
が
助
言
書

と
し
て
通
知
さ
れ
る
。
こ
の
助
言
書
は
、

「
①
届
け
出
の
土
地
は
工
業
専
用
地
域

で
病
院
は
建
設
で
き
な
い
②
佐
久
医
療

圏
、
県
の
中
枢
医
療
機
関
で
あ
る
佐
久

総
合
病
院
の
移
転
は
、
幾
倍
も
の
影
響

を
も
た
ら
す
。
広
い
視
野
に
立
っ
た
地

域
医
療
の
将
来
計
画
が
な
い
ま
ま
の
移

転
は
認
め
ら
れ
な
い
③
広
域
的
視
点
か

ら
地
域
医
療
の
あ
り
方
を
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
示
し
、
佐
久
市
と
十
分
協
議
す
る

こ
と
」
と
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
現
在
ま
で
、
病
院
側
か
ら

地
域
医
療
の
将
来
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
６
月
15
日

　

地
元
の
臼
田
中
央
商
店
街
か
ら
、「
地

元
商
店
街
は
病
院
開
設
当
時
か
ら
お
互

い
に
協
力
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
、
臼

田
地
域
内
で
の
再
構
築
を
お
願
い
し
て

き
た
。
移
転
と
な
れ
ば
商
店
街
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
被
る
こ
と
か
ら
配
慮
願
い

た
い
」
と
の
要
望
書
が
、
市
長
と
市
議

会
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
12
月

　

臼
田
地
区
区
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
、

「
佐
久
総
合
病
院
の
再
構
築
移
転
先
を

臼
田
地
域
に
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
求
め
る
」
陳
情
が
、
市
議
会
に
お

い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
12
月

　

旧
ツ
ガ
ミ
用
地
に
工
場
立
地
の
希
望

が
あ
り
、
市
は
、
J
A
長
野
厚
生
連
お

よ
び
佐
久
総
合
病
院
に
臼
田
地
域
内
２

か
所
の
病
院
再
構
築
先
候
補
地
を
示
し
、

検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
６
月
14
日

　

臼
田
地
区
区
長
会
か
ら
、「
佐
久
総
合

病
院
の
再
構
築
移
転
先
を
臼
田
地
域
内

佐
久
総
合
病
院
再
構
築

問
題
に
関
す
る
主
な
経
過

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る
」
要

望
書
が
、
市
長
と
市
議
会
議
長
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
10
月
19
日

　

佐
久
市
工
場
団
地
事
業
協
同
組
合
か

ら
、「
旧
ツ
ガ
ミ
の
用
地
を
工
場
用
地

と
し
て
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
か
ら
譲
渡
し

て
も
ら
え
る
よ
う
市
に
配
慮
願
い
た
い
」

と
の
要
望
書
が
、
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
19
年
12
月

　

臼
田
住
民
有
志
ほ
か
か
ら
提
出
さ
れ

た
、「
佐
久
総
合
病
院
の
再
構
築
先
を
臼

田
地
区
に
求
め
る
」
陳
情
が
、
市
議
会

に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
20
年
２
月
29
日

「
佐
久
総
合
病
院
の
基
幹
・
地
域
両
セ

ン
タ
ー
建
設
を
臼
田
地
区
に
望
む
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
３
月

　

工
場
立
地
の
希
望
が
あ
り
、
市
は
、

佐
久
総
合
病
院
に
再
び
臼
田
地
域
内
の

再
構
築
先
候
補
地
を
示
し
、
検
討
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
土
地
調
整
係

　

☎
６
２
│
３
０
６
７
（
直
通
）

臼田地区区長会からの「佐久総合病院の再構築先を臼田地域臼田地区区長会からの「佐久総合病院の再構築先を臼田地域
に存続させていただくことを求める」陳情を全会一致で採択に存続させていただくことを求める」陳情を全会一致で採択

平成17年12月議会平成17年12月議会
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名
誉
市
民
の
木
内
速
吉
氏
（
92
歳
）
が
、
去
る
２
月
５
日
、
鎌
倉
市
の
病
院
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
久
市

名
誉
市
民

木
内
速
吉
氏
逝
去

　

鎌
倉
市
在
住
の
鎌
倉
彫
伝
統
工
芸

士
木
内
速
吉
氏
は
、
大
正
４
年
旧
臼

田
町
で
生
ま
れ
、
昭
和
10
年
に
三
橋

秋
峰
氏
に
弟
子
入
り
し
、
鎌
倉
彫
の

道
に
入
り
、
昭
和
13
年
に
佐
藤
宗
岳

氏
に
師
事
、
後
に
宗
岳
氏
よ
り
雅
号

「
翠
岳
」
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
17
年
に
独
立
、
昭
和
35
年
に
一
翠

堂
を
創
設
し
、
昭
和
54
年
に
は
沼
津

市
に
一
翠
堂
鎌
倉
彫
館
を
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
61
年
に
は
、
旧
臼

田
町
に
鎌
倉
彫
記
念
館
を
建
設
し
、

記
念
館
と
３
点
の
鎌
倉
彫
作
品
を
町

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
同
年
９
月

19
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

開
館
後
も
今
日
ま
で
、
10
回
に
わ

た
り
現
金
で
８
千
万
円
に
も
上
る
寄

附
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
平
成
18
年
６
月

に
は
、
こ
れ
ま
で
展
示
し
て
き
た
作

品
も
含
め
、
１
６
９
点
の
鎌
倉
彫
作

品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
作
品
が
展
示
で
き
る
よ

う
に
、
展
示
室
の
改
修
工
事
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
多
大
な
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

氏
は
、
鎌
倉
彫
伝
統
工
芸
士
と
し

て
鎌
倉
市
や
神
奈
川
県
知
事
か
ら
功

労
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
平
成
７
年
に

は
、
旧
臼
田
町
の
名
誉
町
民
の
称
号

を
受
け
ら
れ
、
平
成
17
年
の
合
併
に

よ
り
佐
久
市
の
名
誉
市
民
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
に
は
佐
久
市

長
表
彰
、
さ
ら
に
、
６
回
目
の
紺
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

気
象
庁
浅
間
山
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　

気
象
庁
は
、
４
月
１
日
か
ら
軽
井

沢
測
候
所
で
行
っ
て
き
た
浅
間
山
の

火
山
防
災
業
務
を
、
軽
井
沢
消
防
署

内
に
専
任
の
職
員
を
常
駐
さ
せ
、
気

象
庁
の
火
山
監
視
・
情
報
セ
ン
タ
ー

と
一
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
井
沢
消
防
署
内
に
設
置
さ
れ
た

「
気
象
庁
浅
間
山
火
山
防
災
連
絡
事

務
所
」
は
、
浅
間
山
周
辺
の
市
町
村

や
住
民
と
の
連
携
を
図
り
、
浅
間
山

の
火
山
防
災
を
一
層
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

浅
間
山
の
火
山
活
動
等
、
火
山
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
次
へ
お
願

い
し
ま
す
。

◆
火
山
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

〈
電　

話
〉

　

０
２
６
７
│
４
５
│
２
１
６
７

　
（
月
〜
金
曜
日
、
休
日
は
除
く
）

〈
時　

間
〉　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
休
日
、
時
間
外
の

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自

動
的
に
長
野
地
方
気
象
台
に
転
送
さ

れ
、
気
象
台
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

天
気
予
報
お
よ
び
気
温
、
風
向
・

風
速
等
の
気
象
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
や
過
去
の
資
料
閲
覧
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
軽
井
沢
測
候
所
で
対
応

し
ま
す
。

◆
気
象
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

〈
電　

話
〉

　

０
２
６
７
│
４
５
│
１
３
０
４

〈
時　

間
〉　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
時
間
外
の
電
話
に
よ
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
自
動
的
に
長
野
地
方
気
象

台
に
転
送
さ
れ
気
象
台
職
員
が
対
応

し
ま
す
。

◆
気
象
資
料
の
閲
覧

　

月
〜
金
曜
日
（
休
日
は
除
く
）

〈
時　

間
〉

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ　

庶
務
課
防
災
係　

☎
６
２
│
３
０
０
２
（
直
通
）

鎌倉彫記念館

記念館内の鎌倉彫作品
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望月支部方面隊長
副団長 千葉櫻政彦
副方面隊長

副団長 重田　泰雄

第20分団 本　牧 本田　　稔 中島　博一
第21分団 布　施 土屋　浩一 市川　　哲
第22分団 春　日 市川　重信 宮﨑　隆史
第23分団 協　和 上野　　裕 戸枝加志雄

平成20年度 佐久市消防団
新しい幹部のみなさんです

　平成20年度　佐久市消防団　新しい幹部のみなさんです
　佐久市消防団長の任期満了に伴い、第3代佐久市消防団長に小林長雄氏、
副団長には新しく上原巧氏、小平申一氏、重田泰雄氏が就任しました。
　なお、退任された前団長の金澤賢治氏、前副団長の岩井明男氏、小山悟
氏はじめ団員の皆さんには、長い間消防団活動にご尽力いただきご苦労さまでした。
　消防団員の皆さんには、それぞれの職業に従事されながら、地域住民の安心・安全の要として献身的な
努力をいただいています。

ラッパ隊 本部 ラッパ長 副ラッパ長
上原　雅信 碓氷　秀則

柳澤善太郎
清水　正城
小林　武二

音楽隊 本部 音楽隊長 副音楽隊長
小平　泰史 三浦　一浩

佐久支部方面隊長
副団長 上原　巧
副方面隊長

副団長 小平　申一

分団名 地区 分団長名 副分団長名
第1分 団 平　根 萩原　　弘 佐々木洋行
第2分 団 三　井 池田　祐二 佐藤　真一
第3分 団 志　賀 市川　二郎 宮沢　　淳
第4分 団 岩村田･長土呂・小田井 土屋　謙一 森角　幸重
第5分 団 中佐都 萩原　茂雄 中澤　　毅
第6分 団 高　瀬 矢野　英司 小林　行夫
第7分 団 野沢・原･跡部･桜井 臼田　朋之 小山　悦男
第8分 団 岸　野 原　　　靖 松本　浩治
第9分 団 前山・大沢 岩波　　靖 市川　浩一
第10分団 中　込 上原　洋治 石山　武彦
第11分団 平　賀 花岡　和夫 小林　　淳
第12分団 内　山 中山　　隆 駒村　　勇

臼田支部方面隊長
副団長 山崎　敦雄
副方面隊長

副団長 小林　修一

第13分団 臼　田 本多　瑞穂 春山也寸志
第14分団 切　原 沖浦　勇治 黒沢　利男
第15分団 田　口 田中　　博 金井　徳利
第16分団 青　沼 小林　真一 八巻　明彦

浅科支部方面隊長
副団長 橋本　逸雄
副方面隊長

第18分団長 金箱知広

第17分団 中　津 寺尾　賢一 山﨑　博文
第18分団 甲 金箱　知広 吉澤　　希
第19分団 御　牧 橋爪　　慶 寺尾　文彦

第3代佐久市
消防団長

小林  長雄氏

第２代佐久市
消防団長

金澤  賢治氏

団　長
小林　長雄

私たちの住む街の環境を守り、誇れる郷土にしていくために、６月１日㈰を市内一斉清掃日とし、
身近な生活環境の美化を推進します。ご家庭や地域で次の取り組みにご協力をお願いします。

〈一斉清掃日の取り組みのポイント〉
●道路、河川等のごみ拾いに努めましょう
●家の周囲、路地、排水路の清掃をしましょう
●身近にある広場、空き地等の清掃にご協力を

■お問い合わせ　各地区の衛生委員長または生活環境課　☎62－3094（直通）

6月1日（日） は市内一斉清掃日です
お願い

ともに育ち、ともに守る
清らかなせせらぎ

澄みわたる空気

●家庭ごみは収集しません
●効率的な搬入ができるよう、
　分別をきちんとしましょう
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佐久市の

予算
叡
智
と
情
熱
が
結
ぶ
、

21
世
紀
の
新
た
な
文
化
発
祥
都
市
を
目
指
し
て

市
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

施
策
づ
く
り
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す

　

先
ご
ろ
開
か
れ
た
平
成
20
年
佐
久
市
議
会
第
１
回
定
例
会

で
、
予
算
額
４
３
９
億
円
の
一
般
会
計
と
、
18
の
特
別
会
計

を
含
め
た
総
額
７
７
３
億
８
，
８
３
９
万
６
千
円
の
当
初
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
し
て
、
額
で
72
億
５
千
万
円
、
率
に
し
て

19
・
８
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

佐
久
市
土
地
開
発
公
社
へ
の
貸
付
金
と
し
て
、
50
億
円
を
新

規
で
予
算
計
上
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
前
年
度
比

較
で
は
、
額
で
22
億
５
千
万
円
の
増
、
率
に
し
て
６
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
額
全
体
で
は
、
前
年
度

当
初
予
算
額
と
比
較
し
て
、
額
で
２
億
１
，
８
７
８
万
６
千

円
、
率
に
し
て
０
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
予
算
編
成
お
よ
び
県
の
予
算
編
成
の
動
向
と
と
も
に
、

国
の
地
方
財
政
計
画
が
一
段
と
厳
し
い
状
況
の
中
で
、「
浅
間

中
学
校
建
設
事
業
、
望
月
小
学
校
建
設
事
業
、
中
部
横
断
自

動
車
道
関
連
道
路
建
設
事
業
、
情
報
通
信
設
備
整
備
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
」、
ま
た
、「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
お
よ
び
合
併
特
例
債
事
業
を
、
引
き
続
き
、

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
」、「
佐
久
市
土
地
開
発
公
社
か
ら

土
地
を
引
き
取
る
場
合
に
お
い
て
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
政
策
的
に
無
利
子
で
貸
付
を
行
う
こ
と
」、さ

ら
に
、「
今
後
の
地
域
振
興
施
策
の
推
進
に
要
す
る
経
費
の
財

　8,839万6千円

市　税
25.7%
11,298,000

分担金及び負担金ほか
使用料等
3.2%　1,402,970

繰入金・諸収入等
24.2%　10,577,743

自主財源
53.1%
23,278,713

依存財源
46.9%

20,621,287

普通交付税
19.9%
8,760,133

特別交付税1.4%　610,000

国庫支出金
7.1%　3,125,400

地方譲与税ほか交付金等
4.1%　1,849,000

県支出金
4.0%　1,732,454

市債
10.4%　4,544,300

人件費　16.5%　7,229,283

扶助費
9.8%　4,281,509

公債費
11.3%　4,982,975

普通建設事業費（単独）
7.6%　3,368,122災害復旧事業費　0.1%　64,013

普通建設事業費（補助）
8.6%　3,763,965

物件費
9.4%　4,149,306

繰出金
7.1%　3,127,837

予備費　0.1%　30,000
維持補修費　2.2%　948,013

補助費等
12.5%　5,469,537

貸付金
13.6%　5,954,000

積立金　1.2%　522,440 投資・出資金　0.0%　9,000

義務的経費
37.6%
16,493,767

投資的経費
16.3%
7,196,100

その他経費
46.1%
20,210,133

歳入合計　43,900,000 千円 （単位：千円）

一般会計当初予算

歳出合計　43,900,000 千円 （単位：千円）
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佐久市の予算

源
に
充
て
る
た
め
、
新
た
に
地
域
振
興
基
金
を
創
設
す
る
こ

と
」、「
旧
市
町
村
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
の
施
設
整
備
（
児

童
館
や
道
路
整
備
）
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
」
等
か
ら

一
般
会
計
当
初
予
算
規
模
は
、
前
年
度
よ
り
19
・
８
％
の
増

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

平成20年度予算総額773億 

●
主
な
財
政
用
語
を
解
説
し
ま
す

歳
入
の
用
語
説
明

市
税
…
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
。

地
方
交
付
税（
普
通
交
付
税
・
特
別
交
付
税
）…
国
が
国
税
と

し
て
徴
収
し
た
税
金
か
ら
、
法
で
定
め
た
一
定
割
合
を
、

市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
お
金
。
普
通
交
付
税

と
特
別
交
付
税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

国
・
県
支
出
金
…
国
や
県
が
、
特
定
の
事
業
に
お
い
て
公
益
性

が
あ
る
と
認
め
、
そ
の
事
業
の
実
施
に
資
す
る
た
め
交
付

す
る
お
金
。

繰
入
金
…
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
繰
り
入
れ
る
お

金
。

市
債
…
道
路
・
公
園
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る

た
め
に
、
国
や
県
・
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お

金
。

歳
出
の
用
語
説
明

扶
助
費
…
児
童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
、
生
活
保
護
法
な
ど

に
基
づ
い
て
、被
扶
助
者
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
経
費
。

公
債
費
…
借
り
入
れ
た
起
債（
借
金
）の
返
済
に
か
か
る
経
費
。

普
通
建
設
事
業
費（
補
助
）…
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

て
施
行
す
る
建
設
事
業
に
か
か
る
経
費
。

普
通
建
設
事
業
費（
単
独
）…
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

ず
に
、
市
単
独
の
事
業
と
し
て
施
行
す
る
建
設
事
業
に
か

か
る
経
費
。

繰
出
金
…
特
別
会
計
な
ど
に
繰
り
出
す
経
費
。

補
助
費
等
…
外
郭
団
体
の
運
営
費
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や

負
担
金
な
ど
。

一般会計 439億円
特別会計（18会計） 334億8,839万6 千円

一般会計および特別会計当初予算 （単位：千円）

会　　計　　名
20年度予算額 19年度予算額 比  較 伸率(％ )

A B  (A-B)=C C/B
一　般　会　計 43,900,000 36,650,000 7,250,000 19.8

特　

別　

会　

計

国民健康保険会計

事業勘定 8,707,817 8,890,209 △ 182,392 △ 2.1
へき地内山
診療所勘定 1,527 1,749 △ 222 △ 12.7

浅科診療所勘定 54,745 59,592 △ 4,847 △ 8.1
介護保険会計 7,484,975 6,913,538 571,437 8.3
臼田啓明園会計 164,404 165,680 △ 1,276 △ 0.8
臼田学園会計 108,548 109,690 △ 1,142 △ 1.0
特別養護老人ホーム会計 879,728 424,208 455,520 107.4
老人保健医療会計 1,016,808 9,420,743 △ 8,403,935 △ 89.2
後期高齢者医療会計 887,086 － 887,086 皆増
住宅新築資金等貸付事業会計 60,932 71,868 △ 10,936 △ 15.2
介護老人保健施設会計 239,909 236,645 3,264 1.4
特定環境保全公共下水道事業会計 681,032 736,266 △ 55,234 △ 7.5
農業集落排水事業会計 473,873 373,805 100,068 26.8
生活排水処理事業会計 92,081 97,910 △ 5,829 △ 6.0
奨学資金会計 27,790 29,530 △ 1,740 △ 5.9
情報通信設備事業会計 723,709 55,505 668,204 1,203.9
飲料水供給施設会計 13,164 8,500 4,664 54.9
茂田井財産区会計 1,692 1,687 5 0.3
△老人福祉拠点施設会計 － 1,138,184 △ 1,138,184 皆減
国保浅間総合病院
事業会計

収益的収支 5,853,831 5,718,732 135,099 2.4
資本的収支 385,661 1,222,692 △ 837,031 △ 68.5

公共下水道事業会計
収益的収支 1,971,022 2,064,264 △ 93,242 △ 4.5
資本的収支 3,658,062 3,216,185 441,877 13.7

小　　　計 33,488,396 40,957,182 △ 7,468,786 △ 18.2
合　　　計 77,388,396 77,607,182 △ 218,786 △ 0.3

※公営企業会計は、支出の額を予算規模としてあります。
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平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
中
か
ら
、

主
な
事
業
や
新
規
事
業
に
つ
い
て
、
次
に

紹
介
し
ま
す
。
☆
印
は
新
規
事
業
、
万
円
未

満
は
切
り
捨
て
て
あ
り
ま
す
。

教
育
対
策

た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
人
材
の
育

成
、
地
域
文
化
の
保
存
・
継
承
と

発
祥

●
望
月
小
学
校
建
設
事
業
（
特
別
教
室
、

屋
内
運
動
場
、
グ
ラ
ン
ド
造
成
等
）

 
 

４
億
９
，
７
５
１
万
円

●
浅
間
中
学
校
建
設
事
業
（
管
理
特
別
教

室
棟
、
普
通
教
室
棟
、
更
衣
室
棟
建
設

等
） 

12
億
２
，
６
７
６
万
円

●
臼
田
中
学
校
建
設
事
業
（
基
本
設
計
、

実
施
設
計
経
費
） 

４
，
５
７
８
万
円

●
泉
小
学
校
建
設
事
業
（
基
本
設
計
、
実

施
設
計
経
費
） 

３
，
６
４
８
万
円

●
四
年
制
大
学
設
置
事
業
補
助
金

 
 

２
億
１
，
８
９
０
万
円

●
特
別
支
援
教
育
支
援
経
費
（
教
育
上
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
経
費
） 

２
，
１
０
６
万
円

●
学
力
向
上
支
援
加
配
経
費
（
児
童
・
生

徒
の
学
力
向
上
等
の
た
め
の
市
単
独
教

育
職
員
配
置
経
費
） 

１
，
３
９
６
万
円

●
小
学
校
耐
震
改
修
事
業
（
耐
震
診
断
に

基
づ
い
て
耐
震
補
強
実
施
経
費
）

 
 

１
億
２
，
１
０
０
万
円

●
小
学
校
英
語
教
育
推
進
事
業
（
Ａ
Ｅ
Ｔ

に
よ
る
英
語
教
育
及
び
地
域
の
英
語
協

力
者
に
よ
る
給
食
時
間
を
利
用
し
た
地

域
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実

施
経
費
） 

１
，
１
８
５
万
円

●
30
人
規
模
学
級
任
意
協
力
金
（
30
人
規

模
学
級
に
係
る
任
意
協
力
金
）

 
 

１
，
１
４
５
万
円

●
子
ど
も
支
援
事
業
（
い
じ
め
・
不
登
校

等
対
策
実
施
経
費
）

 
 

１
，
８
９
１
万
円

●
人
材
育
成
研
修
事
業
（
海
外
研
修
等
）

 
 

６
６
４
万
円

☆
総
合
文
化
会
館
建
設
事
業
（
基
本
設
計

お
よ
び
地
質
調
査
経
費
等
）

 
 

６
，
４
８
０
万
円

☆
甲
冑
博
物
館
整
備
事
業
（
基
本
設
計
お

よ
び
実
施
設
計
等
経
費
）

 
 

１
，
９
１
０
万
円

●
川
村
吾
蔵
記
念
館
整
備
事
業
（
基
本
設

計
お
よ
び
実
施
設
計
等
経
費
）

 
 

１
，
１
４
６
万
円

☆
地
域
振
興
基
金
積
立
金
（
地
域
振
興
の

た
め
の
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金

の
積
立
） 

５
億
円

住
み
よ
い
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り 

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
・

健
康
づ
く
り
支
援
施
策
の
充
実

●
子
育
て
支
援
１
１
３
メ
ニ
ュ
ー

 
 

41
億
４
０
１
万
円

（
一
般
会
計
予
算
総
額
と
の
比
較
９
・
３

％　

☆
療
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
☆
切

原
児
童
館
建
設
事
業
ほ
か
）

子
育
て
支
援
・

高
齢
者
支
援
・

健
康
づ
く
り
支
援
施
策
の
充
実

●
高
齢
者
支
援
95
メ
ニ
ュ
ー

 
 

20
億
２
，
８
４
３
万
円

（
94
↓
95
メ
ニ
ュ
ー
に
、
一
般
会
計
予
算

総
額
と
の
比
較
４
・
６
％　

☆
シ
ル
バ
ー

ラ
ン
ド
き
し
の
運
営
事
業
、
☆
高
齢
者
大

学
大
学
院
、
ほ
か
）

☆
休
日
救
急
歯
科
診
療
所
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
２
万
円

☆
周
産
期
・
小
児
医
療
調
査
事
業 

 
 

50
万
円

中
小
企
業
対
策
・

産
業
振
興
対
策

産
業
基
盤
の
強
化
と
新
た
な
産
業

の
創
出

●
滞
在
型
市
民
農
園
整
備
事
業
（
望
月
観

音
峯
地
区
に
お
け
る
滞
在
型
市
民
農
園

(

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン)

整
備
経
費
）

 
 

２
億
４
，
０
６
１
万
円

●
太
陽
光
発
電
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
補
助

金
（
有
限
責
任
事
業
組
合
「
佐
久
咲
く

ひ
ま
わ
り
」
が
行
う
太
陽
光
発
電
事
業

に
対
す
る
補
助
） 

１
，
４
９
６
万
円

●
佐
久
発
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事

業
補
助
金
（
佐
久
も
の
づ
く
り
研
究
会

の
審
査
を
終
え
商
品
化
を
進
め
た
事
業

に
対
す
る
補
助
） 

40
万
円

●
工
場
等
用
地
取
得
・
設
置
事
業
補
助
金

（
工
場
等
建
設
の
た
め
の
用
地
取
得
・
工

場
等
の
設
置
に
対
し
て
の
補
助
）

 
 

１
億
２
，
７
７
０
万
円

●
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
預
託
金
（
中

小
企
業
が
金
融
機
関
か
ら
借
り
受
け
る

市
制
度
資
金
預
託
金
） 

９
億
円

●
融
資
保
証
料
（
中
小
企
業
が
金
融
機
関

か
ら
借
り
受
け
た
市
制
度
資
金
の
融
資

保
証
料
） 

８
，
８
８
０
万
円

☆
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
調
査
経
費

 
 

10
万
円

観
光
振
興
・

自
然
公
園
整
備

●
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
委
託

料 

１
，
２
９
５
万
円

●
小
満
祭
・
榊
祭
り
・
ど
ん
ど
ん
祭
り
・

駒
の
里
草
競
馬
大
会
ほ
か
開
催
負
担
金

（
各
種
催
し
物
開
催
経
費
）

 
 

１
，
９
０
３
万
円

●
佐
久
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
催
負
担
金
（
開

催
経
費
支
援
） 

７
０
０
万
円

●
道
整
備
交
付
金
林
道
事
業
（
林
道
大
河

原
線
の
舗
装
改
良
経
費
）

 
 

４
，
０
８
０
万
円

☆
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
観
光
開
発
事
業

（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
提

案
型
ソ
フ
ト
事
業
実
施
経
費
）

 
 

２
８
１
万
円

☆
過
年
農
業
土
木
施
設
補
助
災
害
復
旧
事

業 

６
，
４
０
１
万
円

地
域
の
個
性
・
特
色
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

●
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
（
湯

川
橋
整
備
経
費
ほ
か
） 

都
市
基
盤
整
備
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佐久市の予算

自
然
と
共
に
生
き
る
快
適
環
境
の

創
出

●
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
（
森
林
療
法
を
中

心
と
す
る
森
林
型
健
康
づ
く
り
推
進
経

費
） 

１
，
１
１
７
万
円

☆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
（
公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
経
費
等
）

 
 

２
，
６
９
５
万
円

☆
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
原
公
園
整
備
事
業

 
 

１
億
２
，
４
４
８
万
円

●
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
（
後
家
山
・

宮
田
地
区
に
お
け
る
総
合
運
動
公
園
整

備
経
費
） 
１
億
１
，
０
３
７
万
円

☆
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
五
稜
郭
公
園
整
備

事
業 

８
，
０
９
３
万
円

●
全
戸
水
洗
化
の
促
進
（
下
水
道
事
業
繰

出
金
等
） 

17
億
３
８
７
万
円

生
活
・
環
境
整
備

市
民
生
活
の
安
全
確
保
と
市
民
満

足
度
の
向
上

●
防
災
告
知
放
送
整
備
事
業
（
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
防
災
告
知
放
送
シ
ス

市
民
生
活
の
安
定
確
保

 

18
億
７
，
０
６
４
万
円

●
地
域
生
活
基
盤
施
設
整
備
事
業
（
岩
村

田
・
田
口
・
☆
望
月
宿
回
遊
ル
ー
ト
サ
イ

ン
）、
親
水
公
園
整
備
事
業
（
湯
川
）、
☆

原
公
園
整
備
事
業
、
原
東
１
号
線
街
路
整

備
事
業
、
塩
名
田
排
水
路
整
備
事
業
、
五

稜
郭
公
園
整
備
事
業
、
高
質
空
間
形
成
施

設
整
備
事
業
（
望
月
宿
沿
道
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
）
ほ
か

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
他
の
財
源
含
む
）（
一
部
再
掲
）

 

37
億
９
，
７
９
６
万
円

防
災
告
知
放
送
整
備
事
業
、
☆
切
原
児
童

館
建
設
事
業
、
原
東
１
号
線
街
路
整
備
事

業
、
☆
地
域
振
興
基
金
積
立
金
ほ
か

合
併
特
例
債
事
業

（
他
の
財
源
含
む
）（
一
部
再
掲
）

東
西
幹
線
道
路
整
備
事
業
、
☆
切
原
児
童

館
建
設
事
業
、
遠
隔
医
療
推
進
事
業
、
双

方
向
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
の

拡
大
、大
沢
新
田
線
改
良
事
業
（
南
幹
線
）、

☆
都
市
再
生
整
備
計
画
策
定
（
臼
田
地
区
・

春
日
地
区
）、塩
名
田
排
水
路
整
備
事
業
費

ほ
か 合

併
地
域
の
一
体
感
醸
成
事
業

（
一
部
再
掲
）

☆
モ
ン
ゴ
ル
国
公
式
視
察
訪
問
、
☆
わ
が

家
の
エ
コ
課
長
委
嘱
事
業
、
各
種
計
画
の

策
定
（
☆
障
害
者
プ
ラ
ン
、
☆
佐
久
平
駅

周
辺
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
検

討
調
査
、
☆
都
市
再
生
整
備
計
画
、
☆
街

路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
か
）

そ
の
他
の
主
な
事
業

（
一
部
再
掲
）

●
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

☆
望
月
小
学
校
校
歌
作
成
、
☆
近
代
美
術

館
開
館
25
周
年
記
念
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１

０
０
０
（
選
）
展
」

 
 

２
億
９
，
６
４
６
万
円

●
道
整
備
交
付
金
道
路
改
良
事
業
（
東

西
幹
線
整
備
経
費
）

 
 

１
億
９
，
１
１
５
万
円

●
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
街
路
整
備
事
業

（
原
東
１
号
線
整
備
経
費
）

 
 

４
億
１
，
２
４
０
万
円

●
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
道
路
整
備
事
業

（
Ａ
２-
６
号
線
整
備
経
費
）

 
 

１
億
１
，
２
５
０
万
円

☆
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
事
後
評
価

調
査
委
託
料
（
望
月
宿
地
区
）

 
 

１
９
０
万
円

☆
都
市
再
生
整
備
計
画
作
成
委
託
料
（
春

日
地
区
・
臼
田
地
区
） 

３
６
０
万
円

☆
街
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
委
託
料

 
 

１
７
０
万
円

テ
ム
整
備
経
費
）

 
 

２
億
５
，
６
８
８
万
円

●
と
う
か
い
防
止
（
個
人
住
宅
）
対
策
事

業
（
個
人
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
の

実
施
と
耐
震
補
強
工
事
費
等
の
補
助
）

 
 

９
７
７
万
円

☆
火
葬
場
建
設
事
業 

３
３
９
万
円

●
双
方
向
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

（
情
報
通
信
設
備
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
お
よ
び
佐
久
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴

エ
リ
ア
内
の
公
共
施
設
通
信
料
等
）

 
 

５
億
９
２
９
万
円

☆
佐
久
市
土
地
開
発
公
社
貸
付
金
（
先
行

買
収
公
共
用
地
の
引
取
時
に
お
け
る
市

負
担
軽
減
の
た
め
の
貸
付
金
）

 
 

50
億
円

☆
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
補
助

 
 

５
０
０
万
円

●
中
部
横
断
自
動
車
道
関
連
事
業
（
関
連

道
水
路
改
良
等
経
費
）

 
 

４
億
６
，
２
２
０
万
円

●
相
生
町
南
土
地
区
画
整
理
事
業
（
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
原
東
１
号
線
・

千
歳
線
交
差
部
の
整
備
促
進
経
費
）

 
 

１
億
１
，
４
５
４
万
円

望月児童館
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サングリモ中込
～しゅん工オープン～

　平成19年２月から整備を進めていました、市内で初めての複合型公共施設「サングリモ中込」がこの
ほど完成し、４月６日、しゅん工記念式典が現地で行われました。開館後は、大勢の市民の皆さんが利用
に訪れています（各施設の概要と利用方法は、広報４月号をご覧ください）。

障害者と地域とのふれあいの場となる
ふれあいストア

大勢の人たちで賑う交流センターでの
リサイクル市

シルバーサロンでのボールを使った
介護予防体操

多くの親子が交流するつどいの広場 幼児本で親子が楽しむ図書館 休日救急歯科診療所の診察室

青空に映える近代的な外観 主催者と来賓によるテープカット

複合型公共施設
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待望の天神バイパスが開通
　３月29日、県道湯沢望月線「天神バイパス」の開通式が行われました。春日温泉へ向かう天神地籍は、
道路幅が狭く両側に住宅が密集して、道路拡幅が難しい状況でした。地域から強い要望を受け、昭和62年
から計画がされ、一部工事に着手しましたが工事が進まず、平成16年度から国の補助を受け天神トンネル
（171ｍ）を含む道路延長730ｍ、幅員10ｍのバイパスとして完成しました。この開通により、通勤通学の
ほか、観光で訪れる皆さんにも安心して通行いただけるようになりました。

都市計画道路取出中央線が完成
　都市計画道路取出中央線の野沢本町交差点から野沢十二町交差点まで
の間約297ｍの整備が完了し、３月29日、しゅん工式が行われました。
　当日は、事業関係者のほか聖愛保育園とカトリック幼稚園の園児の皆
さんも参加し、三浦市長、佐藤佐久建設事務所長とともに、にぎやかに
「くす玉割り」も行われました。
　この事業の完成により、人も車も安全で安心して、生活できる環境が
整いました。

布施温泉

至春日温泉

望月警察署

望月中学校望月中学校望月中学校

望月小学校

望月支所

新望月ト
ンネル

●
●

●●

天
神
バ
イ
パ
ス

天
神
バ
イ
パ
ス

天
神
バ
イ
パ
ス

142

合同庁舎

至臼田

至岩村田

野沢北高等学校
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込
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●

●

●

●

竣工箇所
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至
浅
科

千
曲
川

J
R
小
海
線
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5月

佐久平ハイウェイオアシス
第２駐車場が広がりました
　３月28日、佐久平ＰＡ第２駐車場拡

張・供用記念式典が行われました。スマ

ートＩＣ設置で減少した駐車場の機能回

復を図るとともに、拡張により第１と第２

駐車場の見通しが改善され、さらに利便

性が向上しました。

佐久地域に
初の４年制大学が開学

　本年度から新設された、佐久地域初

の４年制大学、佐久大学看護学部で、４

月５日、第１期生の入学式が行われまし

た。93人の新入生の皆さんは、これから

専門知識や技術を習得し、看護師を目

指します。

望月小学校がスタート
　３月に長い校史の幕を閉じた本牧・布

施・春日・協和小学校を統合した望月

小学校が開校し、４月11日、開校式が行

われました。また、同日、初めての入学式

も行われています。
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階段昇降機を設置しました
　天来記念館では、お年寄りや身体に障害を持つ人など

に安心して作品を鑑賞していただけるよう、階段昇降機を

設置しました。なお、平成18年度末で解散した「ふるさと

望月応援団」の皆さんから寄贈された残余金を、工事費の

一部として使わせていただきました。

元気いっぱい！新１年生
　市内16小学校では、４月３日・４日・11日に入

学式が行われました。真新しいランドセルを背負っ

た新１年生の皆さんが、小さな胸をはずませなが

ら、小学校生活をスタートさせました。
（写真は、岩村田小学校）

災害時応急対策等の協力に関する
協定を調印

　４月８日、市は、佐久市建設業協会・佐久市北建設業協

会・(社)長野県建築士会佐久支部・(社)長野県測量設計業

協会東信支部の４団体と、災害時における応急対策等の協

力に関する協定調印を取り交わしました。

布施地区に出張診療所を開所
　昨年９月末から、無医地区になっていた布施地区

に出張診療所が設置され、４月８日、開所式が行わ

れました。今後は、毎週火曜日（祝日は休診）の午後

１時から４時まで、浅間総合病院の医師が出張診療

を行います。

ソフトテニスで全国大会へ
　３月26日、ミズノカップ全国ジュニア選抜ソフトテニス大会

に出場する小林宇
う

海
み

さん、新海穂
ほ

志
し

也
や

さん（東中学校）が

三浦市長に出場報告をしました。「全力プレーで、上位をねら

います」と大会での健闘を誓いました。
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家庭相談員の
皆さんです

■お問い合わせは　児童課☎62－3149（直通）または各児童館

 お子さんの養育問題で
 お困りの方 お気軽にご相談ください
　お子さんの性格、生活習慣、非行、家族環境など家庭での養育問題で悩んでいることはありませんか。これらの問題
にお答えするため、市では、児童課内に専属の「子ども特別対策推進委員」を配置し常時相談に応じるほか、市内16児
童館の館長が家庭相談員として家庭・地域での相談に応じます。秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

相談日時

相談方法

●児童課家庭児童相談室（市役所２階）　月～金曜日の午前９時～午後４時（祝日を除く）
●市内16児童館　月～金曜日の午後１時～午後４時
●電話、来庁・来館により相談に応じます。

小
こ

林
ばやし

一
いち

夫
お

 相談員
 子ども特別対策（ 推進委員         ）
●児童課
☎62－3149（直通）

長
おさ

田
だ

義
よし

之
ゆき

相談員
（東児童館長）
●東児童館
☎65－8238

渡
わた

邉
なべ

良
よし

子
こ

相談員
（中込児童館長）
●中込児童館
☎62－7234

平
ひら

澤
さわ

誠
せい

一
いち

相談員
（野沢児童館長）
●野沢児童館
☎63－6662

木
き

内
うち

保
やす

敬
よし

相談員
（岸野児童館長）
●岸野児童館
☎63－0511

桃
もも

井
い

和
かず

子
こ

相談員
（中佐都児童館長）
●中佐都児童館
☎65－8565

志
し

摩
ま

康
やす

男
お

相談員
（泉児童館長）
●泉児童館
☎62－3508

古
ふる

越
こし

勝
かつ

代
よ

相談員
（高瀬児童館長）
●高瀬児童館
☎68－8113

小
こばやし

林志
し

げ子
こ

相談員
（平根児童館長）
●平根児童館
☎67－2030

土
つち

屋
や

和
かず

雄
お

相談員
（臼田児童館長）
●臼田児童館
☎82－1180

半
はん

田
だ

好
よし

美
み

相談員
（小田井児童館長）
●小田井児童館
☎65－7151

辻
つじ

　茂
しげ

代
よ

相談員
（岩村田児童館長）
●岩村田児童館
☎67－8633

関
せき

本
もと

美
み

津
つ

子
こ

相談員
（青沼児童館長）
●青沼児童館
☎82－1151

桜
さくらい

井春
はる

美
み

相談員
（あさしな児童館長）
●あさしな児童館
☎58－1150

新
しん

海
かい

美
み

恵
え

子
こ

相談員
（田口児童館長）
●田口児童館
☎82－7800

桜
さくらい

井美
み

千
ち

代
よ

相談員
（佐久城山児童館長）
●佐久城山児童館
☎63－9500

山
やま

浦
うら

幸
さち

子
こ

相談員
（望月児童館長）
●望月児童館
☎53－1155
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金
かな

森
もり

輝
てる

雄
お

相談員
　長年の生徒指導の経験を生か
し、子どもたち、保護者、先生
方の悩みが少しでも軽減でき、
元気になれるようなアドバイスが
できればと願っています。

　お子さんの不登校・いじめ・非行・しつけ・学業・進路・家庭教育などの教育問題で悩んでいる
ことはありませんか。
　教育委員会では、これらの問題に応えるためスクールメンタルアドバイザー（教育相談員）の皆
さんが相談に応じています。
　相談場所は、各小中学校、市役所および各支所で、６人体制で相談に応じています。電話による
相談も受け付けていますし、地区育成会・PTAなどの講話や懇談などにも応じますので、お気軽
にご相談ください。

教
育
問
題
で
お
困
り
の
方  

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

相談日時…毎週月～金曜日　午前９時～午後４時（状況により時間外にも応じます）
相談方法…電話、来庁（市役所・各支所）、来校により相談に応じます。
　　　　　連絡先等、詳細は42ページをご覧ください。

相談窓口

佐
さ

藤
とう

和
かず

夫
お

相談員
　｢総ての子どもは光り輝く｣ を
モットーに相談者の気持ちに寄り
添い、大切にして、心に響く相
談、元気のわく相談をねばり強く
求めていきたいと願っています。

中
なか

島
じま

祖
もと

生
たか

相談員
　｢温かい人間関係づくり｣ を目
指し、自分なりの体験や研修した
ことに基づき、相談される悩み
や課題の内容に寄り添い、誠意
を持って対応していきたいと考え
ています。

小
こ

平
だいら

吉
よし

利
とし

相談員
　子どもたちが、日々自分らしく
生きるための心のオアシスとな
れるよう、悩み・苦しみ等を分か
ち合い、ていねいな相談活動を
したいと考えています。

堀
ほっ

田
た

高
たか

昭
あき

相談員
　子どもたちや保護者の方など
が抱えている悩みごとは、でき
るだけ早く解決して、より充実し
た生活ができること、そのため
のお手伝いができればと願って
います。

浅間中学校屋外プール完成
　昨年９月から建設してきました、浅間中学校の屋外プー
ルが完成しました。
　完成した屋外プールは、強化プラスチック繊維製（FRP
製）、縦横25ｍ、12コース、水面面積625㎡のプールで、
今シーズンから使用します。
　あわせて、浅間中学校敷地に隣接している市道S2－
262号線もプール建設により付け替えとなりました。

山
やま

下
した

俊
とし

幸
ゆき

相談員
「人のどんな歩みにも無駄とい
うものはない」心の中の悩みや
思いに寄り添い、生き生きとし
た実感がもてるような相談がで
きればと思っています。
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　大きな声を出して歌い、音楽を聴くことにより、こころや身体の疲れをいやし、心に余裕を持って、はつらつ
とすごしていただくことを目的に『はつらつ音楽サロン』を開催します。ご好評につき、本年度は、できるだけ
多くの皆さんに参加していただくため、新たにシルバーサロン（サングリモ中込内）を加えて、４会場で実施す
ることになりました。専門的な合唱や合奏ではありませんので、音楽を楽しみながらいつまでも若々しくすごす
ため、お気軽にお申し込みください。

対象者  65歳以上で、介護認定を受けていない方
 （ご自分で会場まで来られる方）

時　間  午後１時30分～３時
内　容  唱歌や童謡などの合唱や合奏
定　員  各会場100人
 （シルバーサロンは60人）
参加費  無料
会場・日程 （いずれか１か所のお申し込み）

参加者
募集

はつらつ音楽
サロン

会　 場 野沢会館 あいとぴあ臼田 交流文化館浅科 シルバーサロン
（サングリモ中込内）

講　 師
森山千加江先生 森山千加江先生 武井宣子先生 土屋のぞみ先生

山崎照美先生 山崎照美先生 臼田隆子先生 小須田美喜先生

第 １ 回 ６月23日㈪ ６月16日㈪ ６月25日㈬ ６月19日㈭

第 ２ 回 ７月30日㈬ ７月16日㈬ ７月23日㈬ ７月17日㈭

第 ３ 回 ８月25日㈪ ８月18日㈪ ８月20日㈬ ８月28日㈭

第 ４ 回 ９月30日㈫ ９月16日㈫ ９月10日㈬ ９月18日㈭

第 ５ 回 10月27日㈪ 10月20日㈪ 10月22日㈬ 10月９日㈭

第 ６ 回 11月19日㈬ 11月17日㈪ 11月26日㈬ 11月20日㈭

第 ７ 回 12月22日㈪ 12月15日㈪ 12月10日㈬ 12月４日㈭

お申し込み  ５月21日㈬の8時30分～
※電話で希望会場の担当窓口までお申し込みください。定員になり次第締め切らせていただきます。
※参加の決定された方には、後日詳細をお知らせします。

●野沢会館会場・シルバーサロン会場：高齢者福祉課　☎62－3157
●あいとぴあ臼田会場：臼田支所高齢者福祉係　☎82－3124
●交流文化館浅科会場：浅科支所高齢者福祉係　☎58－2001
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資 　 　 格 ミュージカルに興味のある方ならどなたでも参加できます。年齢、性別は問いません（ただし、
総合練習日、10月３日の公演前練習に必ず出席できる方）

募 集 対 象 ◆出演者：100人程度　◆スタッフ（企画・運営）：40人程度
募 集 期 間 ５月１日㈭～31日㈯
お申し込み 佐久青年会議所・市役所観光課の窓口にある所定の申込用紙または佐久市観光協会ＨＰから所

定の申込用紙をプリントアウトし、必要事項を記入の上、
 〒385-8799　佐久郵便局私書箱17号佐久ミュージカル「夢さく物語」係 へ郵送

■お問い合わせ　佐久ミュージカル実行委員会（佐久青年会議所内　☎62－2656）または、
　　　　　　　　観光課（☎62－3285）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児童扶養手当
　父母の離婚・父の失踪などにより父親と生計を同じくしていない18歳未満の（心身に一定の障
害がある場合は、20歳未満）の児童を養育している母親または、母に代わってその児童を養育し
ている人に対して生活の安定と自立を助け児童の福祉の増進を図ることを目的に支給されます（所
得制限があります）。
手当の額（月額） ●児童１人の場合…（全部支給）41,720円／（一部支給）9,850円～41,710円
 ●児童２人目の加算額…5,000円
 ●児童３人目以降の加算額（１人につき）…3,000円
※離婚によらないで懐胎した児童で、父が認知した方についても支給対象児童に該当しますので、
手続きをしてください。
※４月分の手当より、支給開始月から５年または支給要件に該当する月から７年を経過した（請
求時に３歳未満を監護していた場合は異なります）受給資格者（母に限る）は、「一部支給停止
措置」が適用されます。「一部支給停止適用除外事由届出書」と自立を図るための活動（就業・
求職活動・身体上、精神上の障害がある等）の証明書を添えて提出していただきます。手続き
を行わなかった場合は、手当額の２分の１が支給停止となる可能性があります。

第８回 第８回 佐久ミュージカル出演者・スタッフ募集佐久ミュージカル出演者・スタッフ募集
プロと市民でつくる佐久ミュージカルの出演者とスタッフを募集します。プロと市民でつくる佐久ミュージカルの出演者とスタッフを募集します。

特別児童扶養手当
　精神または身体に障害のある満20歳未満の児童を扶養している親または、親に代わってその児
童を養育している人に対して、児童の福祉の増進を図ることを目的に支給されます（所得制限が
あります）。
手当の額（月額） ●障害程度が１級の場合…50,750円　●障害程度が２級の場合…33,800円
◎「現況届」の提出が必要になります
　　児童扶養手当・特別児童扶養手当とも、毎年８月に「現況届」を提出し、支給要件の審査を
受けます。届け出をしないと、８月以降の手当が受けられません。なお、２年間届け出をしな
いと資格がなくなります。また、扶養義務者と同居を開始したとき、婚姻等により受給資格が
なくなったとき、住所・氏名・金融機関の変更や佐久市からの転出等、届出内容が変わった場
合も必ず届け出をしてください。

■お問い合わせ　児童課児童係☎62－3149（直通）または各支所保健福祉課福祉児童係

 5月 1日 ㈭～31日㈯ 出演者・スタッフ一般公募開始
 ６月 8日 ㈰ オーディション
 ６月 22日 ㈰ オリエンテーション
 ６月 28日㈯ 練習開始
 10月 3日 ㈮ ゲネプロ（全体練習）
 10月 4日 ㈯・５日㈰ 公演
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術
部
長
事
務
取
扱

▼
浅
間
総
合
病
院
診
療
部
長（
兼
）整
形
外
科

医
長（
兼
）医
療
安
全
管
理
室
長
事
務
取
扱
村

島
隆
太
郎
浅
間
総
合
病
院
診
療
部
整
形
外
科

医
長

▼
浅
間
総
合
病
院
診
療
部
参
事
内
科
医
長
中

島
一
夫
浅
間
総
合
病
院
診
療
部
長（
兼
）内
科

医
長

▼
浅
間
総
合
病
院
技
術
部
長（
兼
）臨
床
検
査

科
長
事
務
取
扱
小
栗
孝
志
浅
間
総
合
病
院
技

術
部
部
長
補
佐
臨
床
検
査
科
長

▼
浅
間
総
合
病
院
事
務
長（
兼
）介
護
老
人
保

副
院
長
・
部
長
級

平
成
20
年
４
月
１
日
付

市
職
員
人
事
異
動

氏
名
の
下
は
異
動
前
職

（
新
規
採
用
職
員
は
現
所
属
）

次
長
級

▼
保
健
福
祉
部
次
長
町
田
公
男
望
月
支
所
総

務
課
長

▼
経
済
部
次
長
依
田
永
一
臼
田
支
所
経
済
建

設
課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事
務
局
事
務
職
員

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
次
長
柳

沢
本
樹
建
設
部
高
速
交
通
課
長

参　

事

▼
総
務
部
参
事
財
政
課
長
佐
々
木
幸
男
総
務

部
財
政
課
長

▼
生
活
排
水
部
参
事
排
水
計
画
課
長
石
川
寛

生
活
排
水
部
排
水
計
画
課
長

▼
生
活
排
水
部
参
事
管
理
課
長
竹
内
高
明
生

活
排
水
部
管
理
課
長

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
参
事
中

央
図
書
館
長（
兼
）中
央
図
書
館
事
務
長（
兼
）

臼
田
図
書
館
長（
兼
）浅
科
図
書
館
長（
兼
）望

月
図
書
館
長
碓
氷
弘
教
育
委
員
会
事
務
局
社

会
教
育
部
中
央
図
書
館
事
務
長（
兼
）臼
田
図

書
館
長（
兼
）浅
科
図
書
館
長（
兼
）望
月
図
書

館
長

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
事
務
局
長
田
中

登
企
画
部
契
約
課
長

▼
企
画
部
参
事
企
画
課
付
佐
久
広
域
連
合
派

遣（
事
務
局
次
長（
兼
）庶
務
課
長
）高
橋
道
夫

企
画
部
企
画
課
付
佐
久
広
域
連
合
派
遣（
事

務
局
次
長（
兼
）庶
務
課
長
）

課
長
級

▼
総
務
部
秘
書
課
長
矢
野
光
宏
企
画
部
企
画

課
課
長
補
佐
庶
務
係
長（
兼
）企
画
調
整
係
長

▼
総
務
部
税
務
課
長
依
田
秀
一
経
済
部
観
光
課

長
▼
総
務
部
収
税
課
長
藤
牧
浩
経
済
部
農
政

課
付
佐
久
平
土
地
改
良
区
派
遣（
事
務
局
長
）

▼
総
務
部
消
防
団
管
理
室
長（
佐
久
広
域
連

合
派
遣
）荒
井
誠
佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
警

防
課
長
▼
企
画
部
広
報
広
聴
課
長（
兼
）協
働

推
進
係
長
事
務
取
扱
安
藤
俊
之
教
育
委
員
会

事
務
局
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

庶
務
係
長
▼
企
画
部
契
約
課
長
木
内
千
義
臼

田
支
所
住
民
課
長
▼
企
画
部
企
画
課
付（
兼
）

佐
久
市
土
地
開
発
公
社
派
遣（
総
務
課
長
）桜

井
昭
一
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
部
学
校

給
食
浅
科
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）学
校
給
食
望
月

セ
ン
タ
ー
所
長
▼
民
生
部
人
権
同
和
課
長
三
浦

長
文
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
近
代

美
術
館
事
務
長
▼
民
生
部
生
活
環
境
課
付
佐

久
平
環
境
衛
生
組
合
派
遣（
総
務
課
長
）市
川

昭
治
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐
庶
務
係
長

▼
民
生
部
生
活
環
境
課
付
佐
久
市
・
軽
井
沢

町
清
掃
施
設
組
合
派
遣（
事
務
局
長
）高
橋
源

氏
郎
浅
間
総
合
病
院
事
務
部
総
務
課
課
長
補

佐
庶
務
係
長
▼
保
健
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

長（
兼
）福
祉
事
務
所
高
齢
者
福
祉
課
長
坂
戸

千
代
子
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
付
佐
久
広

域
連
合
派
遣（
事
務
局
福
祉
課
長
）▼
保
健
福

祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
長
上
原
健
吾
会
計

局
会
計
課
長
▼
保
健
福
祉
部
障
害
者
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）障
害
者
援
護
係
長

事
務
取
扱
土
屋
一
郎
浅
科
支
所
保
健
福
祉
課
長

（
兼
）福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課
長（
兼
）国
民

健
康
保
険
浅
科
診
療
所
係
長
事
務
取
扱
▼
保

健
福
祉
部
口
腔
歯
科
保
健
室
長（
兼
）口
腔
歯

科
保
健
係
長
事
務
取
扱
小
林
郁
子
保
健
福
祉

部
健
康
づ
く
り
推
進
課
長
▼
保
健
福
祉
部
福

祉
課
付（
兼
）佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

（
福
祉
課
長
）池
田
鐘
三
浅
間
総
合
病
院
地
域

医
療
部
地
域
医
療
室
長
▼
保
健
福
祉
部
高
齢

者
福
祉
課
付
佐
久
広
域
連
合
派
遣（
事
務
局

福
祉
課
長
）工
藤
正
子
浅
間
総
合
病
院
地
域
医

療
部
在
宅
支
援
室
長
▼
保
健
福
祉
部
高
齢
者

福
祉
課
付（
兼
）佐
久
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

派
遣（
事
務
局
長
）小
平
實
保
健
福
祉
部
高
齢

者
支
援
課
長（
兼
）福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援

課
長
▼
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
付

（
兼
）日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
派
遣（
川

西
赤
十
字
病
院
事
務
部
長
）竹
花
英
夫
臼
田
支

所
保
健
福
祉
課
長（
兼
）福
祉
事
務
所
保
健
福

祉
課
長
▼
経
済
部
商
工
課
長
桜
井
和
則
企
画

部
広
報
広
聴
課
課
長
補
佐
広
報
広
聴
係
長

▼
経
済
部
産
業
立
地
推
進
室
長（
兼
）産
業
立

地
推
進
係
長
事
務
取
扱
吉
澤
勇
雄
経
済
部
産

業
立
地
推
進
室
長
▼
経
済
部
観
光
課
長
山
浦

俊
彦
企
画
部
企
画
課
付
佐
久
広
域
連
合
派
遣

（
事
務
局
庶
務
課
課
長
補
佐
庶
務
係
長
）▼
経

済
部
農
政
課
付（
兼
）佐
久
市
土
地
改
良
区
派

遣（
事
務
局
長
）並
木
壮
文
教
育
委
員
会
事
務

局
学
校
教
育
部
学
校
給
食
臼
田
セ
ン
タ
ー
所
長

▼
経
済
部
農
政
課
付（
兼
）佐
久
平
土
地
改
良

区
派
遣（
事
務
局
長
）工
藤
文
生
民
生
部
生
活

環
境
課
付
佐
久
市
・
軽
井
沢
町
清
掃
施
設
組

合
派
遣（
事
務
局
長
）▼
建
設
部
公
園
緑
地
課

長（
兼
）駒
場
公
園
管
理
事
務
所
管
理
課
長
寺

嶋
実
建
設
部
道
路
建
設
課
課
長
補
佐
建
設
第

２
係
長
▼
建
設
部
高
速
交
通
課
長
堀
籠
秀
幸

建
設
部
公
園
緑
地
課
長（
兼
）駒
場
公
園
管
理

事
務
所
管
理
課
長
▼
生
活
排
水
部
業
務
課
長

井
出
勉
浅
科
支
所
経
済
建
設
課
長（
兼
）農
業

委
員
会
事
務
局
事
務
職
員
▼
臼
田
支
所
住
民

課
長
中
條
清
一
総
務
部
収
税
課
長
▼
臼
田
支
所

保
健
福
祉
課
長（
兼
）福
祉
事
務
所
保
健
福
祉

課
長
森
沢
義
則
保
健
福
祉
部
福
祉
課
付（
兼
）

佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣（
福
祉
課
長
）

▼
臼
田
支
所
経
済
建
設
課
長（
兼
）農
業
委
員

会
事
務
局
事
務
職
員
木
下
広
道
民
生
部
生
活

環
境
課
付
佐
久
平
環
境
衛
生
組
合
派
遣（
総

務
課
長
）▼
浅
科
支
所
住
民
課
長
小
金
沢
正
一

郎
民
生
部
中
央
隣
保
館
長（
兼
）臼
田
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
係
長
事
務
取
扱
▼
浅
科
支
所
保
健

福
祉
課
長（
兼
）福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課
長

上
野
充
企
画
部
広
報
広
聴
課
長
▼
浅
科
支
所

経
済
建
設
課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事
務
局
事

務
職
員
金
井
千
穗
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
部
教
育
施
設
建
築
室
長
▼
望
月
支
所
総

務
課
長
滝
沢
均
議
会
事
務
局
次
長
▼
浅
間
総

合
病
院
技
術
部
栄
養
科
長（
兼
）栄
養
係
長
事

務
取
扱
志
摩
千
恵
子
浅
間
総
合
病
院
技
術
部

栄
養
科
栄
養
係
長
▼
浅
間
総
合
病
院
技
術
部

歯
科
口
腔
衛
生
技
工
科
長
中
島
富
美
子
浅
間

総
合
病
院
技
術
部
歯
科
口
腔
衛
生
技
工
科
長

（
兼
）歯
科
口
腔
衛
生
技
工
係
長
事
務
取
扱

▼
浅
間
総
合
病
院
事
務
部
総
務
課
長（
兼
）施

設
営
繕
係
長
事
務
取
扱
伊
藤
明
弘
経
済
部
商

工
課
長
▼
浅
間
総
合
病
院
地
域
医
療
部
地
域

医
療
室
長（
兼
）健
康
管
理
係
長
事
務
取
扱
東

城
公
人
総
務
部
職
員
課
付
社
会
福
祉
法
人
望

月
悠
玄
福
祉
会
派
遣（
結
い
の
家
施
設
長
）

▼
浅
間
総
合
病
院
地
域
医
療
部
在
宅
支
援
室

長
栁
澤
美
智
子
保
健
福
祉
部
障
害
者
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）障
害
者
援
護
係
長

事
務
取
扱
▼
会
計
局
会
計
課
長
春
日
幸
彦
民

生
部
生
活
環
境
課
付
川
西
保
健
衛
生
施
設
組

合
派
遣（
事
務
局
長
）▼
会
計
局
検
査
課
長
小

林
覚
保
健
福
祉
部
老
人
福
祉
拠
点
整
備
推
進

室
長
▼
議
会
事
務
局
次
長
花
里
英
一
総
務
部
職

員
課
課
長
補
佐
人
事
係
長
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
部
教
育
施
設
課
長
飯
森
孝
男

経
済
部
産
業
立
地
推
進
室
室
長
補
佐
産
業
立

地
推
進
係
長
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
部
学
校
給
食
課
長
大
塚
達
夫
総
務
部
税
務

課
長
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
生

涯
学
習
課
長
磯
貝
修
総
務
部
庶
務
課
課
長
補

佐
庶
務
係
長
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
部
総
合
文
化
会
館
整
備
推
進
室
長
金
澤
英

人
浅
間
総
合
病
院
事
務
部
病
院
建
築
室
長

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
文
化
財

課
長
森
角
吉
晴
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
部
文
化
財
課
長（
兼
）文
化
財
保
護
係
長
事

務
取
扱
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
近
代
美
術
館

長（
兼
）社
会
教
育
部
近
代
美
術
館
事
務
長
依

田
元
子
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
生

涯
学
習
課
長
▼
総
務
部
庶
務
課
専
門
幹（
兼
）

文
書
法
規
係
長
事
務
取
扱
大
塚
芳
暢
総
務
部

庶
務
課
課
長
補
佐
文
書
法
規
係
長
▼
企
画
部

企
画
課
企
画
幹（
兼
）土
地
調
整
係
長
事
務
取

扱
比
田
井
正
弘
企
画
部
企
画
課
課
長
補
佐
土

地
調
整
係
長（
兼
）大
学
誘
致
係
長
▼
企
画
部

広
報
広
聴
課
企
画
幹（
兼
）広
報
広
聴
係
長
事

務
取
扱
山
浦
清
志
企
画
部
広
報
広
聴
課
課
長

補
佐
協
働
推
進
係
長
▼
企
画
部
契
約
課
専
門

幹（
兼
）契
約
係
長
事
務
取
扱
臼
田
純
武
企
画

部
契
約
課
課
長
補
佐
契
約
係
長
▼
民
生
部
生

活
環
境
課
企
画
幹（
兼
）施
設
整
備
係
長
事
務

取
扱
佐
藤
治
民
生
部
生
活
環
境
課
課
長
補
佐

施
設
整
備
係
長
▼
経
済
部
農
政
課
企
画
幹

健
施
設
み
す
ず
苑
事
務
長
佐
々
木
茂
夫
浅
間

総
合
病
院
事
務
長（
兼
）事
務
部
医
療
安
全
管

理
室
長
事
務
取
扱（
兼
）介
護
老
人
保
健
施
設

み
す
ず
苑
事
務
長

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
部
長
阿
部

信
幸
総
務
部
秘
書
課
長

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
長
内
藤

孝
徳
経
済
部
長（
兼
）長
野
県
佐
久
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
館
長
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新
規
採
用
職
員

●
井
出
陽
揮
総
務
部（
庶
務
課
文
書
法
規
係
）

●
畠
山
武
尚
総
務
部（
税
務
課
資
産
税
係
）

●
池
田
早
絵
民
生
部（
市
民
課
市
民
戸
籍
係
）

●
小
池
良
敬
保
健
福
祉
部（
児
童
課
岩
村
田
保

育
園
）●
濱
田
悠
里
保
健
福
祉
部（
児
童
課
中

込
第
一
保
育
園
）●
岩
下
晴
奈
保
健
福
祉
部（
児

童
課
中
込
第
二
保
育
園
）●
小
畑
知
之
保
健
福

祉
部（
児
童
課
泉
保
育
園
）●
小
林
香
織
保
健

福
祉
部（
児
童
課
中
佐
都
保
育
園
）●
髙
栁
ま

ゆ
美
保
健
福
祉
部（
児
童
課
高
瀬
保
育
園
）

●
小
池
結
花
保
健
福
祉
部（
児
童
課
東
保
育

園
）●
菊
池
郁
紗
保
健
福
祉
部（
児
童
課
田
口

保
育
園
）●
桃
井
美
沙
子
保
健
福
祉
部（
児
童

課
あ
さ
し
な
保
育
園
）●
井
出
加
奈
子
保
健
福

祉
部（
口
腔
歯
科
保
健
室
口
腔
歯
科
保
健
係
）

●
須
江
正
樹
経
済
部（
農
政
課
農
政
係
）●
箕

輪
陽
司
建
設
部（
土
木
課
維
持
第
１
係
）●
冨

田
健
太
郎
建
設
部（
建
築
住
宅
課
施
設
整
備

係
）●
花
里
大
貴
生
活
排
水
部（
建
設
課
公
共

下
水
道
係
）●
茂
原
健
志
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
部（
公
民
館
公
民
館
係
）●
倉
澤
弘

樹
浅
間
総
合
病
院
技
術
部（
薬
剤
科
）●
小
林

朱
浅
間
総
合
病
院
技
術
部（
薬
剤
科
）●
井
出

景
子
浅
間
総
合
病
院
技
術
部（
臨
床
検
査
科
）

●
友
野
め
ぐ
み
浅
間
総
合
病
院
技
術
部（
栄
養

科
）●
武
田
沙
織
浅
間
総
合
病
院
看
護
部
●
遠

藤
智
恵
美
浅
間
総
合
病
院
看
護
部
●
竹
川
歩

惟
浅
間
総
合
病
院
看
護
部
●
田
中
由
佳
浅
間

平
成
20
年
３
月
31
日
付

退

職

職

員

●
黒
沢
俊
彦
会
計
管
理
者
会
計
局
長（
兼
）検

査
課
長
事
務
取
扱
●
片
岡
修
保
健
福
祉
部
長

（
兼
）福
祉
事
務
所
長
●
清
水
吉
國
保
健
福
祉

部
付
佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣（
事
務

局
長
）●
栁
澤
健
一
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
部
長
●
森
泉
伸
吉
保
健
福
祉
部
参
事
高

齢
者
支
援
課
付
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組

合
派
遣(

佐
久
良
荘
所
長
）●
桜
井
功
一
浅
間
総

合
病
院
事
務
部
参
事
総
務
課
長
●
竹
内
博
男

（
兼
）庶
務
係
長（
兼
）農
政
係
長
事
務
取
扱
細

谷
渡
経
済
部
農
政
課
課
長
補
佐
庶
務
係
長

（
兼
）農
政
係
長
▼
建
設
部
土
木
課
企
画
幹

（
兼
）管
理
係
長
事
務
取
扱
佐
藤
章
一
建
設
部
土

木
課
課
長
補
佐
管
理
係
長
▼
生
活
排
水
部
管

理
課
専
門
幹（
兼
）排
水
管
理
係
長
事
務
取
扱

上
野
雅
和
生
活
排
水
部
管
理
課
課
長
補
佐
排

水
管
理
係
長
▼
会
計
局
検
査
課
専
門
幹（
兼
）

検
査
係
長
事
務
取
扱
土
屋
俊
重
会
計
局
検
査

課
課
長
補
佐
検
査
係
長
▼
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
部
近
代
美
術
館
専
門
幹（
兼
）庶

務
係
長
事
務
取
扱
小
山
雅
比
古
教
育
委
員
会

事
務
局
社
会
教
育
部
近
代
美
術
館
事
務
長
補

佐
庶
務
係
長

総
合
病
院
看
護
部
●
澤
田
由
貴
浅
間
総
合
病

院
事
務
部（
医
事
課
外
来
係
）●
竹
内
久
美
子

浅
間
総
合
病
院（
診
療
情
報
管
理
室
）

企
画
部
企
画
課
付
佐
久
市
土
地
開
発
公
社
派

遣（
総
務
課
長
）●
上
原
正
寿
企
画
部
企
画
課

付
佐
久
市
土
地
開
発
公
社
派
遣(

業
務
課
長
）

●
小
林
健
一
民
生
部
人
権
同
和
対
策
課
長
●
高

柳
則
一
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
長
●
須
江
幸

男
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
付（
兼
）佐
久

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣(

事
務
局
長
）●
今

井
昭
彦
保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
付

（
兼
）日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
派
遣（
川

西
赤
十
字
病
院
事
務
部
長
）●
関
本
功
経
済
部

農
政
課
付（
兼
）佐
久
市
土
地
改
良
区
派
遣

（
事
務
局
長
）●
依
田
修
生
活
排
水
部
業
務
課

長
●
工
藤
恒
男
浅
科
支
所
住
民
課
長（
兼
）生

活
環
境
係
長
事
務
取
扱
●
佐
藤
智
英
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
部
学
校
給
食
南
部
セ

ン
タ
ー
所
長
●
諸
沢
正
雄
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
部
学
校
給
食
北
部
セ
ン
タ
ー
所
長

●
荻
原
一
彦
農
業
委
員
会
事
務
局
事
務
局
長

●
山
口
き
く
子
浅
間
総
合
病
院
技
術
部
栄
養

科
長
●
金
井
志

子
浅
科
支
所
保
健
福
祉
課

（
兼
）福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
高

齢
者
福
祉
係
長
●
小
林
孝
行
浅
間
総
合
病
院

事
務
部
総
務
課
課
長
補
佐
施
設
営
繕
係
長

●
桃
井
和
子
保
健
福
祉
部
児
童
課
岩
村
田
保

育
園
長
●
土
屋
敏
子
保
健
福
祉
部
児
童
課
中

込
第
二
保
育
園
長
●
清
水
文
子
保
健
福
祉
部

児
童
課
切
原
保
育
園
長
●
山
浦
幸
子
保
健
福

祉
部
児
童
課
春
日
保
育
園
長（
兼
）布
施
保
育

園
長
●
小
山
三
保
子
望
月
支
所
住
民
課
春
日

出
張
所
長
●
阿
部
順
子
浅
間
総
合
病
院
事
務

部
総
務
課
付
佐
久
広
域
連
合
派
遣(

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
豊
昇
苑
主
査
）●
橋
詰
京
子
保
健

福
祉
部
児
童
課
田
口
保
育
園
保
育
主
任
●
荻

原
恵
美
子
浅
間
総
合
病
院
看
護
部
外
来
看
護

主
任
●
木
内
美
智
子
保
健
福
祉
部
児
童
課
泉

保
育
園
主
査
●
橋
詰
隆
子
教
育
委
員
会
事
務

局
学
校
教
育
部
学
校
給
食
浅
科
セ
ン
タ
ー
主
査

●
白
石
賢
次
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

部
公
民
館
公
民
館
係
主
査
●
柳
沢
昌
子
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
部
公
民
館
浅
間
地

区
館
主
査
●
土
屋
エ
ツ
子
浅
間
総
合
病
院
看

護
部
外
来
主
査
●
工
藤
美
智
子
浅
間
総
合
病

院
地
域
医
療
部
在
宅
支
援
室
佐
久
中
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
●
佐
藤
暢
彦
望
月
支

所
経
済
建
設
課
主
任
●
小
林
す
み
子
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
部
学
校
給
食
望
月
セ

ン
タ
ー
主
任

　民生児童委員は、厚生労働大臣から委嘱された委員です。
市には、238人の民生児童委員が委嘱されています。その
うち、児童福祉に関する事項を専門的に担当する主任児童
委員が15人います。

● 悩みや不安などの聴き役となって、問題解決の糸口を見
いだすお手伝いをします。

● 一人ひとりの人権とプライバシーを尊重し、秘密保持を
原則とする活動を展開します。

● 自らの価値観や経験にとらわれず、一人ひとりの違いを
認め、相手を理解します。

● 本人の求めるところをよく聞き、受け止め、本人の意思
や感情を大切にします。

● 本人の意思や希望に沿った支援の方法を考えます。
● 本人が気づかない、認識していない課題を明らかにした
り、そのための支援を行います。

● 本人が自らの課題を解決できるよう、側面からの支援に
努めます。

● 児童虐待防止に向け、関係機関・団体と連携し、子ども
や子育て家庭の課題把握に努めます。

● 地域の子どもたちの健やかな育ちを支援するため、子ど
もの立場に立ち、子ども自身の声を聴くことに努め、子
どもが求める支援活動を進めます。

● 地域の子育て環境を豊かに
し、親が子育てを喜び、か
つ地域全体で子育てができ
る環境づくりを目指します。

● 市の福祉事務所や教育委員
会、社会福祉協議会などと
連携し、福祉行政の協力者
として活動しています

あ
な
た
の
相
談
相
手

民
生
児
童
委
員
は
い
つ
も
そ
ば
に
い
ま
す
■自分の地区の民生児童委員がわからない場合、福祉課
庶務係（☎62－3147）または各支所保健福祉課福祉
児童係までお問い合わせください。

5月12日は民生委員・児童委員の日です
5月12日～18日は活動強化月間です

悩みや不安などお気軽にご相談ください
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Information佐久市立近代美術館  展 覧 会 の お 知 ら せ

青春青春夢トークトーク
ぼくの夢 わたしの夢

青春夢トークDream 11100010111111111111111111111111111111110001000001000000000000010011000000000010 万人万人 広場広場万人万人 広場広場万人 広場の

リレーインタビュー

●６月29日㈰まで
コレクション1000－１

あたらしい作品との出会い～新収蔵品展～
　平成20年度、佐久市立近代美術館は、開館25周年を迎えました。これま
での皆さんのご支援に感謝します。
　美術館の活動の根幹である所蔵作品（コレクション）は、25年の間に
2,600点を超えるまでに成長しました。平成20年度はコレクションから
1,000点を選び、１年間かけて大公開します。
　第１弾は、昨年度新しくコレクションに加わった作品をご紹介します。

■休 館 日　毎週月曜日（祝日は開館）・祝日の翌日
■開館時間　午前９時30分～午後５時　　■観 覧 料　一般500円／高校･大学生400円／小･中学生250円

江守若菜「飼われたる豹」

■お問い合わせ　佐久市立近代美術館　☎67－1055（駒場公園内）

DDDDDD

DDDDDD

DDDDDD

❶自己紹介をお願いします。
　小学校の養護教諭をしています。４月から子供たち
の新しい生活がスタートしました。この時期は、特に
不安定になりがちな心や体をサポートしていきたいで
す。健康づくりのために始めたマラソンが趣味になり、
ハーフマラソンに出場したりしています。今後は、フ
ルマラソンへ挑戦してみたいです。
❷これからの街づくりに望むことは？
　子供達への安全がよく問われます。安全に学校へ通
える、外で元気に遊べる、安全な食事が出来る等、子
供達が安心・安全に暮らせる街づくりを望みます。私
も、食農教育等を通じて、家庭や地域の皆さんと連携
し、一助になる取り組みが出来ればと思います。

小山陽市さんから紹介された
 やま うら  ち ふみ 

山 浦  千 文さん
（教諭・八幡）

　今、一番楽しいことは「学校生活です」と話す中澤
公哲くん。北佐久農業高校に通う17歳です。
　｢専門的なことをたくさん学ぶ事ができ、とても良い
学校生活が送れています。中でも一番楽しいのは、農
業機械の授業です。車やバイクが好きなので、エンジ
ンの分解や整備、運転等機械を扱う授業はすごく充実
しています｣ とのこと。
　そんな公哲くんの将来の夢は自動車関係の学校に進
学し、車に関連する職場で働くこと。「小学生の時に、
父の友人にスポーツカーに載せてもらってから、車に
憧れるようになり、将来は、自動車の整備等の仕事に
就きたいと｣ と話してくれました。

 なか ざわ とも あき

中 澤  公 哲 くん
北佐久農業高校３年

趣味…バイク、釣り、魚の鑑賞

住所…岩村田

江守若菜「飼われたる豹」

松
本　

榮
「
青
森
駅
前
」 

佐藤忠彦コレクション寄附受納記念特別展

「甲冑の美と宝」開催中第５展示室
にて
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本館 〒385ー0051
 佐久市中込2947
 ☎64ー0551
 J64ー0553
浅間地区館
 ☎67ー2110
野沢地区館
 ☎62ー0116
中込地区館
 ☎62ー0504
東 地 区 館
 ☎67ー2545
臼田地区館
 ☎82ー2106
浅科地区館
 ☎58ー3957
望月地区館
 ☎53ー2548

公
民
館
報

さ
く
し

第
38
号

5月（皐さ 月つき）

公民館報 さくし

瀬音
　

勤
務
生
活
を
終
え
て

早
く
も
七
年
が
過
ぎ
、

毎
日
が
時
間
が
あ
る
よ

う
で
な
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

こ
の
頃
住
い
周
辺
の
地

図
を
よ
く
見
る
こ
と
が
あ
る
。
目
に

映
る
も
の
は
、
意
外
に
神
社
、
仏
閣
、

旧
所
名
跡
が
多
い
こ
と
だ
。

「
安
原
地
区
」
大
塚
古
墳
、
英
多
神

社
、
安
養
寺
「
新
子
田
地
区
」
八
幡

神
社
、
熊
野
社
、
根
通
寺
「
香
坂
地

区
」
諏
訪
神
社
、
明
泉
寺
、
閼
伽

流
山
な
ど
、
ま
た
「
志
賀
地
区
」
熊

野
神
社
、
八
幡
神
社
、
法
禅
寺
、
大

閼
伽
流
山
小
倉
観
音
堂
な
ど
、
ま
た

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
風
林
火
山
で

ご
存
知
の
志
賀
城
跡
、
笠
原
新
三
郎

首
塚
、
雲
興
寺
、
霊
台
寺
な
ど
、
ま

た
あ
ち
こ
ち
に
石
仏
も
あ
る
。
こ
れ

か
ら
意
識
的
に
散
策
し
昔
の
人
々
の

生
活
を
想
い
出
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
名
の
謂い

わ
れ
、
例
え
ば

「
東
村
」
は
昭
和
三
十
年
、
三
井
村
、

志
賀
村
が
合
併
し
た
と
き
、
佐
久
の

東
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ

た
と
言
う
。
香
坂
、
志
賀
、
新
子
田
、

安
原
、
伊
勢
林
、
駒
込
、
五
十
貫
と

は
な
ど
調
べ
な
が
ら
、
ま
た
カ
メ
ラ

に
収
め
な
が
ら
昔
を
偲
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

 

（
編
集
委
員   

神
津　

潔
）

成果をたたえあい一体となった文化祭
　第31回臼田地区公民館のつどい「ふるさと春の文化祭」が４月５・６日の２日間にわ
たり「あいとぴあ臼田」で開催されました。
　丹精こめられた作品展示は23グループ229点とステージ発表の35グループが一堂に
会して１年間の学習の歩みを発表し、共感しながら成果をたたえあいました。就学前
の子どもから高齢者まで幅広い年代層が参加し、約1,600人が訪れステージと客席が
一体となり、温かい心を通わせあうことができました。
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  つどい体験コーナー
～白玉三色だんご作りと工作教室～

  
～繭玉で工作教室～

浅間地区

　鮮やかな赤、紫など色々な色に染めた繭玉を材料に
使い、講師の先生のユーモアを交えたわかりやすい説
明を聞きながら、思い思いの色を組み合わせて、小さ
な鯉のぼり、可愛いねずみを作りました。出来上がっ
た作品をお隣同士で見せ合いながら「部屋のどこに飾
ろうかな」｢孫が喜んでくれるかな｣ と楽しそうにし
ていました。繭を染めたり、蛹をだしたりと事前の準
備をしていただいた、ともがきの会の皆さんの苦労が
あっての教室でした。

  ご一緒にいかが！
～太極拳の仲間です～

臼田地区

東 地 区

　公民館のつどい体験コーナーで40名が参加され“白
玉三色だんご作り

”
と“工作教室

”
が開催されまし

た。白玉粉の中にはかぼちゃも混ぜトッピングには、
黒ゴマ・きな粉・あんこを色取り良く三色付けて出来
上がり。手軽にでき、かぼちゃの色がとても食を誘い
「健康食品なので、おやつに最適です」とお母さん方
に好評でした。工作教室では、ブーメランと風車を作
り、子ども達はたくさんの夢を乗せて飛ばしました。

浅科地区

　講座での学習を“もう少しじっくりと継続的に学び、
身につけたい

”
こんな願いで、１年程活動し続け、こ

の４月から「東地区館学習グループ」の仲間入りした
太極拳・パンダの教室風景です。太極拳のゆったりし
た動きは、目まぐるしく日々変化する世の中、忙しさ
でつい不安や不満が溜まりがちな現代だからこそ、と
っても意義深く価値ある健康法です。誰でも身につけ
ることのでき、心も鍛えられる“健康体操

”
“護身術

”
である太極拳を、一緒にやってみませんか。

　香りやトリートメントで日頃の疲れを癒し、リラク
ゼーションを体感しようと、６月と２月にアロマセラ
ピー体験学習がおこなわれました。
　精油（食物の有効成分）の種類や効能についての話
から、リンパの流れにそったトリートメントの方法や
実践指導があり、ハーブの香りに包まれて心身ともに
あたたかくなったひとときでした。
　参加者は「短い時間でしたが、とてもリラックスで
きました」と話していました。

 ハーブの香りに包まれて
～アロマセラピー体験学習～
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～前山公民館のつどい～

野沢地区  市民ふれあい学級
～楽しくクッキング～

　菜の花やふきのとうなどの食材を使って、春を感
じるメニューで「楽しくクッキング」が開催されました。
　今回は男性の方の参加も多く、講師の中村美登里
先生のご指導のもと、皆さん熱心に受講されました。
「お父さ～ん夕飯作って～」「よ～し、旨いもの作っ
てやるぞ。待ってろよ」ご家庭でのこんな会話が聞
こえてきそうです。

　前山地区会館において、第26回区民のつどいが２
月末雪の降るなか、盛大に開催されました。今年も小
学生の書初めを始め、区民の皆様には多数の作品を展
示して頂きました。
　悪天候の中、鑑賞にこられた皆様は、日々精進の上
出来上がったのびのびとした力強い作品を前にしてお
互いに、感想を語り合いながら交流をされました。
　また別室には茶室も設けられ、鑑賞後に美味しいお
茶を頂き、楽しいひと時を過ごされました。

中込地区

  おいしくなりますように
～みそ作り体験～

望月地区

　望月地区館では今年度はじめてみそ作り（仕込み）
体験講座を開催しました。
　昔はどこの家庭でも行っていたみその仕込みです
が、最近はすっかり忘れられてしまっています。　　
　煮上がった地元産の大豆と麹に天然塩をよく混ぜ合
わせます。牛の形に固めるのは、よく寝て味がよくな
るためのおまじないとのことです。
　半年後の味を楽しみに皆さん笑顔でお持ち帰りにな
っていました。

平
成
20
年
度

佐
久
市
公
民
館
報
編
集
委
員
・
公
民
館
職
員
の
紹
介

【
館
報
編
集
委
員
】 

【
公
民
館
職
員
】

　

原　
　

芳
雄（
編
集
委
員
長
） 

○
佐
久
市
公
民
館
（
本
館
） 

○
中
込
地
区
館
長 

中
澤　

文
男

　

内
藤　
　

敏（
編
集
指
導
委
員
） 　
公
民
館
長　

 

神
津
良
一
郎 

　

主　
　
　

事　

 

荻
原
恵
美
子

　

柳
澤　

喜
子（
浅
間
地
区
） 

　

公
民
館
事
務
長 

上
野　

展
浩 

○
東
地
区
館
長 

栁
澤　

健
一

　

依
田　

文
昭（
浅
間
地
区
） 

　

公
民
館
係
長　

 

徳
野　
　

力 

　

主　

事
（
臨
） 

國
分
由
加
里

　

森　

喜
美
子（
野
沢
地
区
） 

　

主　
　
　

事　

 

小
林
る
り
子 

○
臼
田
地
区
館
長 

中
條　

英
雄

　

臼
田　

昌
子（
野
沢
地
区
） 

　

主　
　
　

事　

 

茂
原　

健
志 

　

主　
　
　

事　

 

小
澤　

酉
代

　

神
津　
　

潔（
東
地
区
） 

　

主　

事
（
臨
） 

大
池
由
美
子 

○
浅
科
地
区
館
長 

松
川　
　

優

　

高
橋　

博
美（
臼
田
地
区
） 

○
浅
間
地
区
館
長 

山
口
三
男
雄 

　

主　
　
　

事　

 

木
次
い
ず
美

　

油
井
佐
智
枝（
臼
田
地
区
） 

　

主　
　
　

事　

 

土
屋　

英
子 

○
望
月
地
区
館
長 

安
川　

叡
春

　

井
出
も
と
子（
浅
科
地
区
） 

○
野
沢
地
区
館
長 

細
井　

清
人 

　

主　
　
　

事　

 

重
田　

克
博

　

平
賀
は
ま
子（
望
月
地
区
） 
　

主　

事
（
臨
） 

伴
野　

洋
子 
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佐
久
市
短
詩
型
文
学
祭
特
選
作
品
紹
介

 

※
紙
面
の
都
合
上
選
評
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

※
学
校
名
・
学
年
は
出
品
当
時
の
も
の
で
す
。

第
３
回

短
歌

〈
一
般
の
部
〉

　

加
藤
悦
郎　

先
生
選

川
蜷
の
住
む
せ
せ
ら
ぎ
を
手
入
れ
し
て
闇
深
き
夜
の
蛍
火
を
待
つ

 

大　

沢　
　

高　

梨　

本　

代

旅
に
逢
ひ
し
滋
味
の
滲
め
る
老
夫
婦
を
夫
在
ま
せ
ば
と
羨
し
く
思
ふ

 

野　

沢　
　

大　

草　

芳　

子

そ
の
ロ
マ
ン
い
か
に
写
す
か
探
査
機
は
鋼
鉄
の
角つ

の

出
し
月
を
め
ぐ
れ
る

 

岩
村
田　
　

井　

出　

京　

子

　

草
間
八
千
代　

先
生
選

オ
リ
オ
ン
の
消
え
ゆ
く
空
に
日
が
昇
り
予
約
の
レ
タ
ス
つ
い
に
出
し
切
る

 
南
牧
村　
　

松　

村　
　
　

守

戦
乱
の
異
国
に
逝
し
幼
な
ご
は
六
十
年
す
ぐ
今
も
そ
の
ま
ま
に

 

平　

賀　
　

内　

藤　

く　

ら

古
希
過
ぎ
て
又
五
反
歩
の
水
田
を
耕
作
せ
ん
と
春
肥
予
約
す

 

鳴　

瀬　
　

市　

村　
　
　

雅

　

佐
藤
い
く　

先
生
選

佐
久
鯉
の
ご
と
き
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
て
郷
土
ラ
ン
ナ
ー
欅
を
繋
ぐ

 

中　

込　
　

北　

沢　

由
美
子

大
気
な
き
星
な
る
月
の
無
の
世
界
「
か
ぐ
や
」
は
写
す
青
め
る
わ
が
星

 

八　

幡　
　

井　

出　

八
重
子

若
く
し
て
特
攻
隊
に
逝
き
し
叔
父
写
真
の
ま
な
こ
永と

久は

に
輝
き

 

北　

川　
　

柳　

沢　

栄　

子

　

中
島
雅
子　

先
生
選

白
神
山
地
の
深
き
み
ど
り
に
た
だ
ふ
た
り
涙
の
ご
と
く
〈
川
〉
は
生あ

れ
を
り

 

岩
村
田　
　

中　

澤　

富
士
子

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
我
も
と
農
を
終
え
野
辺
山
が
原
に
来
る
冬
の
音

 

南
牧
村　
　

松　

村　
　
　

守

干
物
や
白
壁
ガ
ラ
ス
に
尿

い
ば
りす

る
蜜
蜂
た
ち
と
共
に
春
待
つ

 

南
牧
村　
　

高
見
沢　

ミ　

ヨ

〈
児
童
・
生
徒
の
部
〉

　

加
藤
悦
郎　

先
生
選

な
に
も
せ
ず
た
だ
ぼ
け
ー
っ
と
し
て
い
る
と
そ
の
ま
ま
夢
の
世
界
へ
旅
立
つ

 

臼
田
小
学
校
６
年　
　

大
久
保　

絢　

香

　

中
島
雅
子　

先
生
選

紅
葉
が
落
ち
て
ひ
ら
ひ
ら
風
に
ま
い
初
雪
フ
ワ
ッ
と
紅
葉
に
乗
る

 

臼
田
小
学
校
６
年　
　

浅　

川　

恵
里
佳

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
っ
と
ぼ
け
ぎ
ん
な
ん
ひ
ろ
い
く
り
ひ
ろ
い

臼
田
小
学
校
６
年　
　

竹　

内　

雄　

登

な
に
も
せ
ず
た
だ
ぼ
け
ー
っ
と
し
て
い
る
と
そ
の
ま
ま
夢
の
世
界
へ
旅
立
つ

 

臼
田
小
学
校
６
年　
　

大
久
保　

絢　

香
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川
柳

　

井
出
秀
夫　

先
生
選

人
情
の
厚
さ
が
決
め
る
人
の
価
値 

岩
村
田　
　

栁　

澤　

秀　

一

売
り
言
葉
買
わ
ず
に
呑
み
込
む
術
を
知
り 

香　

坂　
　

中　

嶋　

久
美
子

平
凡
な
わ
た
し
に
似
合
う
低
い
鼻 

上
平
尾　
　

中　

澤　

喜
代
子

　

西
來
み
わ　

先
生
選

百
歳
が
語
れ
ば
そ
う
か
な
と
思
う 

上
平
尾　
　

中　

澤　

喜
代
子

こ
の
空
気
宅
急
便
に
そ
っ
と
入
れ 

取
出
町　
　

黒　

澤　

渓　

声

来
客
の
も
て
な
し
秋
を
て
ん
こ
も
り 

小
諸
市　
　

中　

山　

紀　

子

現
代
詩

　

小
島
き
み
子　

先
生
選

　
　
「
旅
立
ち
の
四
月
の
庭
」

猿
久
保　
　

秋　

山　

冨
美
江

大
き
く
膨
ん
だ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
は

赤
黄
、
赤
黄
、
と
一
文
字
に
並
び

シ
グ
ナ
ル
は
い
つ
に
な
っ
て
も

〈
危
険
・
注
意
〉
…
〈
危
険
・
注
意
〉

一
球
づ
つ
丹
念
に
埋
め
た
水
仙
は

行
儀
よ
く
〈
ま
え
に
習
え
〉
を
し
て

一
年
生
の
よ
う
に
無
邪
気
に

風
の
囁
き
に
、
頭
を
振
り
乍
ら
お
話
を
す
る

恥
ず
か
し
そ
う
に
俯
い
て
咲
く
花
に

私
は
屈
ん
で
目
線
を
合
せ

「
と
て
も
綺
麗
よ
」
と
声
を
か
け
る

明
日
も
、
同
じ
言
葉
を
か
け
て
み
よ
う

ラ
ッ
パ
水
仙
は
唇
を
大
き
く
突
き
出
し
て

行
進
曲
を
奏
で
は
じ
め
た

”元
気
で
行
こ
う
よ
、
ど
こ
ま
で
も“

”明
る
く
行
こ
う
よ
、
ど
こ
ま
で
も“

延
び
初
め
た
ル
ピ
ナ
ス
の
葉
は

お
か
あ
さ
ん
の
、
て
の
ひ
ら

幾
度
も

く
手
を
振
っ
て

「
は
や
く
、
お
行
き
、
気
を
つ
け
て
。」

〈
一
般
の
部
〉

　

小
島
き
み
子　

先
生
選

　
　
「
ハ
ク
」

 

協
和
小
学
校
４
年

菊　

池　

海　

渡

ハ
ク
は
馬
、
白
く
て
メ
ス
の
馬
。

七
月
か
ら
来
た
ぼ
く
た
ち
の
宝
物
。

ぼ
く
は
、
ハ
ク
の
目
が
す
き
だ
。

ハ
ク
の
す
ん
だ
き
れ
い
な
目
は
み
ん
な

を
み
て
る
。

い
つ
で
も
見
守
っ
て
く
れ
る
。

「
パ
カ
ラ
、
パ
カ
ラ
。」

今
日
も
元
気
に
ひ
づ
め
の
音
が
す
る
。

「
ト
ボ
、
ト
ボ
。」

今
日
は
元
気
が
な
い
の
か
な
。

ぼ
く
は
草
を
た
く
さ
ん
取
る
。

ハ
ク
の
「
パ
カ
ラ
、
パ
カ
ラ
。」
が
い
つ

で
も
聞
き
た
い
か
ら
、
草
を
た
く
さ
ん

取
る
。

ハ
ク
は
、
ぼ
く
た
ち
の
宝
物
。

〈
児
童
・
生
徒
の
部
〉

〈
一
般
の
部
〉

　

井
出
秀
夫　

先
生
選

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
ぬ
く
も
り
感
じ
る
母
の
味 

臼
田
小
学
校
６
年　
　

井　

出　

明
日
香

　

西
來
み
わ　

先
生
選

う
ち
の
カ
メ
絶
対
ぼ
く
に
は
な
つ
か
な
い 

臼
田
小
学
校
６
年　
　

黒　

岩　

輝　

生

〈
児
童
・
生
徒
の
部
〉
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公 民 館  お さ そ い カ レ ン ダ ー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。

■浅間地区館☎67-2110  ■野沢地区館☎62-0116  ■中込地区館☎62-0504  ■東地区館☎67-2545

東
地
区
館

市民ふれあい学級
５月 ８日㈭14:00 ～ 15:30 東会館 原田岸子先生 〈参加費〉無料

体操の出来る仕度◎百まで生きるぞ－健康体操
～佐久市健康長寿体操，他～

◎家族の健康を考えて…父の日に向けて
～スタミナ料理をバランス良く～
「ローストポーク・パエリア・デザート」

５月22日㈭ ９:30 ～ 12:30 東会館 内田すみ江先生
〈材料費〉500円程度
料理の出来る仕度
定員15名

◎「ふるさと学習」3回講座①
～東地区の歴史と文化財を知る～

①６月21日㈯13:30 ～ 16:00 東会館
東地区各所 文化財課職員 〈参加費〉無料

世代間交流学級
①５月17日㈯ ９:30 ～ 12:30
②５月31日㈯　　　〃　　　 東会館 工藤勝彦先生

〈材料費〉各回500円程度
料理の出来る仕度
定員　各回15名

◎「男性の家庭料理」４回講座①②
～丼物を作る～
①市販の惣菜にひと手間加えた丼
②安価なバラ肉を使った丼

◎写経をしましょう
～お寺さんで心静かに祈りを込めて～

７月 ３日㈭ ９:30 ～ 11:30 法禅寺（志賀） 坂部深章住職
〈材料費〉500円　
細筆等お持ちの方はご持参くだ
さい。

学級及び学習内容 日時 場所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

市民ふれあい学級
５月14日㈬10:00～12:00
６月11日㈬　　　〃 　　 浅間会館 グリーン

アドバイザー

〈材料費〉１回1,800円程度
〈持物〉鉢のある方はお持ち下さ
い

◎ガーデニング教室
植物の育て方、肥料の与え方を勉強し
寄せ植えをします

◎さわやか健康づくり教室
　（ストレッチ他）

６月12日㈭13:30～15:30
６月23日㈪　　　〃　 　
６月30日㈪　　　〃　 　    

浅間会館 木内正明先生

〈参加費〉無料
〈持物〉飲み物（水分補給用）、手
ぬぐい
運動のできる支度で

親子ふれあい学級
６月14日㈯13:00～16:00 浅間会館 ともがきの会の

皆さん 〈参加費〉200円◎お手玉を作って遊ぼう
親子で楽しく作り一緒に遊びましょう

世代間交流学級
６月24日㈫９:00 ～13:00 浅間会館 平山　貞先生 〈参加費〉500円◎郷土料理教室

青梅のカリカリ漬・水ぎょうざ・焼ぎょうざ

◎童謡・唱歌を歌う会
こころにしみる懐かしい童謡唱歌を一緒に
歌いましょう

７月 ６日㈰13:30～15:30 浅間会館 武井宣子先生
相沢美名子先生〈参加費〉無料

野
沢
地
区
館

市民ふれあい学級 ５月13日㈫13:30～15:30
５月20日㈫　　　〃
５月27日㈫　　　〃
６月 ２日㈪　　　〃
６月10日㈫　　　〃
６月17日㈫　　　〃

野沢会館
ホール 茂木佐代子先生 運動のできる服装で、靴は底の

薄い物を持参してください◎初心者太極拳教室　６回
無理のない運動と呼吸法を習いましょう

◎信州の鎌倉を訪ねて
塩田平付近の見学（無言館・信濃デッサン
館・前山寺等）

６月27日㈮ ８:00～ 17:30 上田市 臼田辰雄先生 〈参加費〉3,000円（昼食込）
定員30名

中
込
地
区
館

市民ふれあい学級
５月21日㈬ 9:30 ～ 15:30 中込会館集合 田中良則先生 〈参加費〉500円

〈持物〉水彩画の道具　お弁当◎スケッチ水彩画教室
野外でスケッチをします

◎やさしいミニ盆栽（３回講座）
小さな盆栽を仕立てます

５月17日㈯ ９:30～ 11:30
６月21日㈯ 　　　〃
７月19日㈯ 　　　〃

中込会館 三浦文美先生
〈材料費〉1,500円程度
〈持物〉ハサミ、ペンチ
作業のできる服装

◎楽しくクッキング
おいしい季節の献立男性の方、大歓迎です

５月22日㈭ ９:30 ～ 13:00 中込会館 中村美登里先生〈参加費〉500円程度〈持物〉エプロン等

◎美術館と市内めぐり
佐久市立近代美術館「あたらしい作品との出
会い」と前山城址探訪

５月29日㈭ ９:30 ～ 15:30 中込会館集合 学芸員 〈参加費〉400円
〈持物〉昼食

◎初心者きり絵教室
和紙をカッターで切り抜いて白と黒の世界
を楽しみます

６月 ６日㈮ ９:30～ 11:30
６月18日㈬ 　　　〃
６月24日㈫ 　　　〃

中込会館 淀川　学先生 〈材料費〉3,000円程度
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公 民 館  お さ そ い カ レ ン ダ ー
原則として申込みが必要です。詳しくは各地区館までお問い合わせください。
■臼田地区館☎82-2106  ■浅科地区館☎58-3957  ■望月地区館☎53-2548

浅
科
地
区
館

親子ふれあい学級（子ども活動）
６月14日㈯ ９:30 ～ 11:30 浅科会館 森泉恒男先生 〈参加費〉無料

〈持物〉工作用具◎工作教室
お父さん方も一緒に参加してください

市民ふれあい学級
５月27日㈫ ９:30 ～ 12:00 浅科会館 石橋　廣先生 〈材料費〉1,000円程度

申込必要５月22日㈭まで
◎にぎり寿司講習会
五郎兵衛米のシャリと、こだわりの素材を
使って、お寿司屋さんから学びましょう

◎信濃毎日新聞社と水野美術館見学
国内外の話題から、県内の話題の各種を毎朝
一番に届けてくださる新聞社の本社と工場の
社会見学……

６月19日㈭ ８:30 ～ 17:00 長野市内と
宿坊での昼食 生駒悦雄先生

〈参加費〉5,000円（昼食含む）
申込必要６月９日㈪まで
先着25名まで

◎書道初級講座　10回コース
温かみのある手書きの魅力を一緒に感じて
みませんか（名前から練習します）

①６月13日㈮13:30 ～ 16:00
②６月27日㈮　　　〃　　　 浅科会館 佐藤葦舟先生

丸山秋枝先生 教材費のみ

◎草木染講習会　２回コース
オリジナルの素敵な作品をつくりませんか

６月23日㈪13:30 ～ 15:30 浅科会館 望月多恵子先生 〈材料費〉2,000円程度申込締切６月10日㈫まで

望
月
地
区
館

世代間交流学級 ５月21日㈬13:30 ～ 15:00
（毎月第３水曜日開催）
５月～ 10月開催

駒の里ふれあ
いセンター 小林美智子先生〈参加費〉無料定員60名◎愛唱歌合唱講座「うたごえホール」

大勢の皆さんのご参加をお待ちしています

市民ふれあい学級
５月24日㈯ ９:00 ～ 12:00 駒の里ふれあいセンター 柳澤正巖先生

〈参加費〉無料
普段お使いのカメラをお持ち下
さい　デジカメもOKです
申込４月10日㈭～５月15日㈭
定員15名

◎基本写真撮影入門講習会
普段使っているカメラ　もっと上手に写真が
取れたら良いなと思いませんか？　上手な写
真のコツを御指導いただけます

◎気軽に楽しむフレンチ（中級編）
ちょっとしたコツで、普段の料理がずいぶ
ん変わります

５月17日㈯ ９:00～13:00 駒の里ふれあいセンター 真山裕行先生
〈参加費〉2,000円
〈持物〉エプロン　定員10名
申込４月10日㈭～５月13日

親子ふれあい学級
６月21日㈯ ８:00～11:00
雨天の場合　日㈰同時刻

集合
駒の里ふれあ
いセンター
望月高原牧場

高橋光治先生

雨天の場合は翌６月22日の同
時刻になります
〈参加費〉無料
〈持物〉双眼鏡　定員　10名

◎自然に親しもう（バードウォッチング）
望月の高原に住む鳥たちの姿を観察しませんか

臼
田
地
区
館

市民ふれあい学級
①６月６日㈮13:30 ～ 15:30 あいとぴあ臼田 賀沢マリア先生〈参加費〉500円程度◎異文化を学ぶ（５回コースの１回目）

いろんな国の人とふれあいながら、楽しく
おしゃべりをしてみませんか！

◎山野草入門セミナー（４回コースの２回目）
夏の管理について

②６月28日㈯13:30 ～ 16:00 あいとぴあ臼田 中島三幸先生 〈参加費〉500円程度

世代間交流学級
６月18日㈬13:30 ～ 16:00 あいとぴあ臼田 携帯

アドバイザー

定員20名
手持ちの携帯電話をお持ちくだ
さい。

◎生活役立て講座
※携帯電話使い方あれこれ（携帯は持ってる
けど通話だけ、メールもやってみたい、とい
う方はぜひどうぞ）

小満祭作品展
と　き　　５月17日㈯～18日㈰　午前９時～午後５時　　　　ところ　　あいとぴあ臼田（ホール）
内　容　　盆栽を中心に、地区館や地域の学習グループによる作品展示
※小満祭へお出かけの際には、ご近所，お友だち誘い合って作品展にもお立ち寄りください

学級及び学習内容 日時 場所 講師・指導者 費用・持物等

東
地
区
館

世代間交流学級
②７月 ５日㈯ ９:30 ～ 11:30 東会館 花里暢悦先生

〈材料費〉若干
手持ちのミニ盆栽をお持ちくだ
さい。（１回だけでも可）

◎「ミニ盆栽に親しむ」3回講座②
～植替えから整姿まで・夏の管理～

◎七宝焼を楽しもう
～アクセサリーを作る～

６月28日㈯ ９:30 ～ 11:30 東会館 横尾　旭先生 〈材料費〉実費（700円位～）

親子ふれあい学級
①６月14日㈯ ９:30 ～ 11:30
②７月26日㈯ 　 　 〃 　　　 東会館 城田　領先生 〈材料費〉500円程度

汚れても良い服装◎「陶芸を楽しむ」2回講座①②
～お皿、カップを作る～①作品作り②色つけ
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補
導
日
誌
よ
り

―

優
し
い
小
学
生―

　
　

二
月
八
日
（
金
）
晴
れ

　

社
会
体
育
館
裏
に
カ
バ
ン
を
放
り

出
し
た
ま
ま
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
い

た
中
学
生
数
名
が
戻
っ
て
き
た
と
こ

ろ
へ
声
を
か
け
た
。
２
年
生
で
、
友

達
と
帰
り
の
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

た
よ
う
だ
。

　

つ
た
や
書
店
前
の
交
差
点
で
、
自

転
車
に
乗
っ
た
女
性
が
転
ん
で
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
、
下
校
中
の
小
学
生

数
名
が
「
大
丈
夫
で
す
か
ぁ
ー
？
」

と
か
け
寄
る
場
面
に
出
逢
っ
た
。
小

学
生
の
時
の
『
困
っ
て
い
る
人
へ
の

関
心
・
親
切
心
』
を
ず
っ
と
持
ち
続

第三日曜日は
「家庭の日」

　

入
学
・
進
級
か
ら
一
ヵ
月
が
過
ぎ
、

新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
き
た
の
で
し

ょ
う
か
、
目
を
輝
か
せ
て
気
持
ち
良

く
挨
拶
を
す
る
子
、
会
釈
で
ほ
ほ
笑

む
子
等
々
、
街
角
で
出
逢
う
子
ど
も

達
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
が
頼
も
し

く
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
、
い
つ

け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
ま

た
、
そ
う
い
う
子
ど
も
の
親
切
心
を

利
用
し
た
犯
罪
が
な
く
な
る
こ
と
を

切
に
願
う
。

（
中
込
地
区　

Ｅ
・
Ｉ　

記
）

「
あ
な
た
の
家
庭
に
も
っ
と
望
む

こ
と
が
あ
る
か
」
と
子
ど
も
達

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ど
の
年
代
の

子
ど
も
も
一
番
多
か
っ
た
答
え
は

「
家
族
の
皆
が
楽
し
く
過

ご
す
」
で
し
た
。
必
要
な
モ
ノ

さ
え
与
え
て
い
れ
ば
子
ど
も
は

育
つ
、
と
思
え
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
や
楽
し
い
家
庭

は
家
族
が
意
識
的
に
協
力
し
あ

わ
な
け
れ
ば
な
か
な
か
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
と
っ
て
心

安
ら
ぐ
居
場
所
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
家
庭
を
見
つ
め
直

し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
が
家
で
身
に
つ
け
た

こ
と
は
、
生
涯
、
ず
っ
と
生

き
続
け
る

●
前
向
き
な
親
の
姿
は
、
き
っ
と

子
ど
も
に
届
い
て
る

●
あ
な
た
の
生
き
方
が
、
子
ど

も
へ
の
最
高
の
教
育
に
な
る

（
イ
キ
イ
キ
子
育
て
長
野
県
版
よ
り
）

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
若
い

芽
が
す
く
す
く
伸
び
る
よ
う
、
そ
し

て
、
ど
の
子
も
健
康
で
安
全
な
日
々

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

若
葉
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
…

―

公
共
施
設
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う―

　
　

三
月
七
日
（
金
）
晴
れ

　

昨
年
四
月
か
ら
の
補
導
活
動
も
一

年
が
経
過
す
る
。
野
沢
体
育
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
ス
プ
レ
ー
や
チ
ョ
ー

ク
に
よ
る
落
書
き
と
東
側
の
掃
き
出

し
窓
が
壊
さ
れ
て
外
さ
れ
て
い
た
。

修
理
が
必
要
と
判
断
し
担
当
課
に
修

理
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
裏
に
男
子
高
校
生

四
名
が
来
た
が
補
導
委
員
の
姿
を
見

る
と
走
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
喫

煙
が
目
的
の
よ
う
だ
っ
た
。
移
動
途

中
の
薬
局
店
横
歩
道
や
植
え
込
み
に

ゴ
ミ
が
散

乱
し
て
お
り
店
に
清
掃
依
頼
し
た
。

　

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
で
担
当
者
に

話
を
聞
く
。「
十
八
歳
未
満
へ
の
販
売

は
し
な
い
事
と
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
る
事
」
等
で
防
止
を
し
て
い

る
と
の
事
だ
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
子
高
校
生
十
名
程
が
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
た
。
い
つ
も
よ
り
多
い
人

数
だ
。
卒
業
式
後
の
気
持
ち
の
ゆ
る

み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
野
沢
地
区　

Ｎ
・
Ｏ　

記
）

―

気
の
ゆ
る
み
？
…―

　
　

三
月
四
日
（
火
）
晴
れ

　

高
校
の
卒
業
式
も
市
内
半
数
の
高

校
の
卒
業
式
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　

今
日
は
先
輩
を
送
り
出
し
た
高
校

二
年
生
の
非
常
識
行
為
が
目
に
余
っ

た
巡
回
だ
っ
た
。
浅
間
会
館
か
ら
下

校
中
の
小
学
生
に
声
を
か
け
な
が
ら

書
店
か
ら
枇
杷
坂
公
園
、
岩
村
田
駅

へ
と
向
か
っ
た
。
駅
前
で
自
転
車
の

二
人
乗
り
に
注
意
の
声
が
け
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
渡
し
た
。（
こ
の
時
の
二
人

乗
り
禁
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
破
っ
て

捨
て
ら
れ
て
い
た
）
待
合
室
で
は
、

目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
男
女
高

校
生
の
行
為
が
あ
り
、
公
共
の
場
で

あ
る
事
を
伝
え
、
注
意
を
し
た
。　

　

駅
の
ト
イ
レ
で
は
、
女
子
ト
イ
レ

内
に
男
女
三
人
の
高
校
生
が
お
り
、

超
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
女
子
高
校
生
が

洗
面
台
に
土
足
の
ま
ま
上
が
っ
て
腰

掛
け
喫
煙
し
、
男
子
高
校
生
が
前
に

立
っ
て
い
た
。
こ
の
光
景
に
は
、
び

っ
く
り
し
た
。「
公
共
の
場
で
あ
り
、

一
般
の
お
客
さ
ん
も
利
用
す
る
」
こ

と
を
話
し
、
床
に
散
ら
ば
っ
た
吸
殻

を
拾
っ
て
い
る
と
、
三
人
は
無
言
で

出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
心
が
通
じ

な
い
悲
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
も
私
達

の
注
意
で
、
い
つ
の
日
か
心
を
改
め

て
く
れ
る
事
を
願
っ
た
。

（
浅
間
地
区　

Ｙ
・
Ｋ　

記
）

家
庭
と
は
？

く
ち
ご
た
え

わ
た
し
が
な
ん
か
い
う
と

お
か
あ
さ
ん
は

「
く
ち
ご
た
え
し
た
ら
い
け
ま
せ
ん
」

と
お
こ
り
ま
す

せ
ん
せ
い

く
ち
ご
た
え
っ
て
な
ん
で
す
か

わ
た
し
は

い
け
ん
を
い
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す

《
一
年
生
の
あ
の
ね
の
ね
〞よ
り
》

高
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し
、

声
が
け
を
す
る
補
導
委
員

ほ
ほ
笑
ま
し
い
姿
見
つ
け
た
!
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さ
く
だ
い
ら

　

街
頭
で
逢
う
子
ど
も
達
へ
、『
春
風

の
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
く
温
か
い
声

が
け
を
し
て
い
き
た
い
』
と
い
う
思

い
を
こ
め
て
青
少
年
補
導
委
員
が
週

四
日
巡
回
し
て
い
ま
す
。
巡
回
時
に

は
手
作
り
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
渡

し
声
が
け
や
励
ま
し
を
し
て
い
ま
す
。

軽
井
沢
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
電
話

が
あ
り
「
息
子
が
佐
久
市
内
の
高
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。
『
21
世
紀
を
生

き
る
君
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と
言

う
も
の
を
も
ら
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

と
て
も
嬉
し
く
て
…
と
お
礼
の
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
は
お
役
に
た

て
た
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

21
世
紀
を
生
き
る
君
達
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
も「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を

計
画
し
て
お
り
ま
す

　

昨
年
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
に
参
加
し
た
リ
ー
ダ
ー
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子
ど
も
達
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
毎
回
の
お
弁
当
作
り
等
、
陰
で
支
え
て
下
さ
っ
た
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

＊
新
し
い
環
境
が
苦
手
な
子
で
し
た

が
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参

加
し
て
、
新
し
い
友
達
を
作
っ
て
皆

で
協
力
し
な
が
ら
色
々
体
験
し
、
自

分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
前
に
出
て
発

言
し
た
り
、
上
級
生
と
し
て
下
級
生

の
面
倒
を
み
た
り
言
葉
で
は
言
い
表

せ
な
い
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

＊
学
校
外
の
お
友
達
が
で
き
、
外
出

先
で
も
お
友
達
に
会
っ
た
時
は
す
ご

く
嬉
し
そ
う
に
会
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
行
動
し
た
り
、

助
け
合
っ
た
り
、
ま
た
一
つ
世
界
が

広
が
っ
た
よ
う
で
す
。

＊
毎
回
、
友
達
や
先
生
に
会
え
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
体
験
さ
せ
て
頂
き
、
知
識
が
広

が
り
友
達
の
輪
も
広
が
り
ま
し
た
。

＊
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
落
書
き
消
し
の
大

変
さ
を
身
を
持
っ
て
感
じ
、
友
達
や

妹
な
ど
に
落
書
き
は
い
け
な
い
事
な

ん
だ
と
、
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

＊
物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

＊
キ
ャ
ン
プ
で
の
調
理
体
験
な
ど
で
、

料
理
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
く
れ

て
、
朝
な
ど
は
、
玉
子
焼
き
な
ど
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。

＊
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
日
は
自
分

か
ら
起
き
、
早
め
に
支
度
も
済
ま
せ

ま
す
。
と

て
も
楽
し

い
様
子
で
、

毎
回
楽
し

み
に
し
て

い
ま
し
た
。

少
し
で
す

が
、
自
分

か
ら
や
れ

る
事
が
増

え
ま
し
た
。

＊
活
動
を
共
に
す
る
事
で
、
日
常
の

つ
な
が
り
が
な
い
友
達
と
も
親
し
く

な
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も

同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
め
る
の

で
、
の
び
の
び
と
楽
し
ん
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

＊
人
前
で
の
発
表
な
ど
学
校
に
お
い

て
も
進
ん
で
出
来
る
様
に
な
り
、
全

校
の
前
に
出
て
の
発
表
も
、
頼
ま
れ

る
事
も
い
や
が
ら
ず
に
や
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

佐
久
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
地
域
イ
ベ

ン
ト
（
育
成
活
動
）
や
、
学
校
で
の

体
験
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
指

導
者
の
紹
介
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
、

子
ど
も
達
や
、
親
子
の
体
験
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
で
、
子
ど
も
達
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

十
九
年
度
、
市
内
小
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
（
年
間
活
動
）
な
ど
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を
紹
介
し
ま
し
た
。

切
り
絵
、
ダ
ン
ス
、
料
理
、
茶
道
、

手
芸
の
各
ク
ラ
ブ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
さ
れ
て
い
る
指
導
者
の
み
な
さ

ん
が
、
学
校
の
子
ど
も
達
を
熱
心
に

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
普
段
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い

こ
と
を
専
門
の
指
導
者
が
教
え
て
く

れ
る
の
で
、
子
ど
も
達
は
い
つ
も
と

違
う
表
情
で
真
剣
に
、
そ
し
て
楽
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

学
校
以
外
に
も
地
区
の
育
成
会
や

子
ど
も
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
の
場
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
ど
も
達
の
体
験
活
動
を
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
学
校
・

地
域
で
子
ど
も
達
と
一
緒
に
活

動
し
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
伝
え

た
い
知
識
や
特
技
を
お
持
ち
の

方
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
２
│
０
６
６
４
）
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

市内見学をする研修生（新海三社神社）

学校での体験活動（泉小学校）

催し物での体験活動（子どもまつり）
相
田
み
つ
を
著
「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」
文

化
出
版
局
刊
よ
り 

©
相
田
み
つ
を
美
術
館
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お
い
し
い
パ
ン
が
た
べ
た
い
な 

 

や
ま
だ
う
た
こ

お
お
も
り
こ
も
り
て
ん
こ
も
り

 

藤
真
知
子

パ
ー
ク
チ
ル
ド
レ
ン

 

石
野
文
香

NO

17

５
月
の
図
書
館

行

事

予

定

図書館休館の
お知らせ

お
っ
た
ま
げ
た
と
ご
さ
く
ど
ん 

 

サ
ト
シ
ン

信
長
と
ま
ぼ
ろ
し
の
安
土
城

 

国
松
俊
英

ま
た
あ
え
る
よ
ね

 

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き

天
ま
で
の
ぼ
れ
！ 
伊
藤
敏

ふ
た
り
の
し
る
し 

山
口
正
善

浅
科
図
書
館

中
央
図
書
館

絵　

本

児
童
書

臼
田
図
書
館

絵　

本

児
童
書

一
般
書

く
ま
と
り
す
の
お
や
つ

 

き
し
だ
え
り
こ

か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
ラ
イ
オ
ン 

 

斉
藤
洋

ア
ラ
ブ
の
大
富
豪 

前
田
高
行

望
月
図
書
館

絵　

本

児
童
書

中
央
図
書
館

■
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
お
は
な
し
の

会対
象　

園
児
・
小
学
生
向
け

日
時　

５
月
５
日
㈪
午
後
２
時
〜

会
場　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

■
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
手
品
・
作
っ

て
遊
ぼ
う

対
象　

園
児
・
小
学
生
向
け

日
時　

５
月
６
日
㈫
午
後
２
時
〜

会
場　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

■
お
は
な
し
の
会

対
象　

乳
幼
児
向
け

日
時　

５
月
15
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜

対
象　

園
児
・
小
学
生
向
け

日
時　

５
月
17
日
㈯
午
後
３
時
〜

会
場　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

■
語
り
の
お
も
て
な
し

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

５
月
24
日
㈯
午
後
３
時
〜

会
場　

中
央
図
書
館
内

問
合
せ　

中
央
図
書
館

　
　
　
　

☎
６
７
ー
２
１
１
１

臼
田
図
書
館

■
ブ
ッ
ク
☆
ブ
ッ
ク
お
話
の
会

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

５月の休館日o
７日㈬・12日㈪・
19日㈪・26日㈪・
27日㈫
６月の休館日x
２日㈪・９日㈪・
16日㈪・23日㈪・
24日㈫・30日㈪

絵　

本

児
童
書

一
般
書

日
時　

５
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
・

17
日
㈯
・
24
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
場　

臼
田
図
書
館
内

問
合
せ　

臼
田
図
書
館

　
　
　
　

☎
８
２
ー
３
９
３
２

浅
科
図
書
館

■
お
は
な
し
会

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

５
月
17
日
㈯
午
後
２
時
30

分
〜
午
後
３
時

会
場　

浅
科
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

■
歌
う
と
し
ょ
か
ん

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

５
月
10
日
㈯
午
後
７
時
30

分
〜
午
後
９
時
30
分

会
場　

浅
科
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

問
合
せ　

浅
科
図
書
館

　
　
　
　

☎
５
８
ー
４
３
２
１

望
月
図
書
館

■
も
の
が
た
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

日
時　

５
月
17
日
㈯
午
前
11
時
〜

会
場　

望
月
図
書
館　

視
聴
覚
室

問
合
せ　

望
月
図
書
館

　
　
　
　

☎
５
３
ー
０
２
３
０

木
内　
　

一
様　
　

大
塚　

拓
司
様

楯　
　

英
雄
様　
　

大
久
保
義
朗
様

神
津　
　

実
様　
　

手
塚　

健
治
様

浅
沼　
　

亘
様　
　

長
澤　
　

保
様

小
池　

敦
子
様　
　

木
内　

賢
隆
様

臼
田　

和
一
様　
　

宮
本　

憲
一
様

鈴
木
昭
三
郎
様　
　

手
塚
よ
し
子
様

上
原　

久
三
様　
　

原
野　

宣
喜
様

書
籍
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
）

土
屋　

浩
子
様　
　

鷹
野　

與
一
様

岩
崎　

和
子
様　
　

星
野　

末
義
様

山
口　

好
古
様　
　

上
原　

九
三
様

池
田　

和
明
様　
　

小
島　

篤
子
様

玉
井　

公
則
様　
　

土
屋　
　

競
様

井
出　

喜
金
様　
　

小
林
由
美
子
様

雫
田　

伸
江
様　
　

池
田
ひ
の
き
様

渡
辺
と
み
子
様　
　

金
箱　

幸
敏
様

秋
元　

広
美
様　
　

山
口
千
恵
子
様

寺
田　

紀
夫
様　
　

原　

八
重
子
様

中
沢　
　

裕
様　
　

山
崎　

彩
子
様

相
澤
亜
津
砂
様　
　

荻
原　

興
造
様

藤
井
す
み
江
様　
　

篠
原　

三
郎
様

真
山　
　

尹
様　
　

矢
田　

精
一
様

本
田　

慶
二
様　
　

簾
田　
　

泉
様

佐
藤　

い
く
様　
　

岡
村　

一
巳
様

山
崎
め
ぐ
み
様　
　

平
林　

正
夫
様

川
井
正
久
・
節
子
様

山
下
新
聞
店
様　
　
　

里
俳
句
会
様

岩
村
田
短
歌
会
様

一
般
書

平成
19年度

 

子
ど
も
た
ち
は
象
を
ど
う
量
っ
た

の
か
?
寺
子
屋
の
楽
し
い
勉
強
法

 

西
田
知
己

一
般
書

お
す
す
め
の
本

ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館

か
ら
の

㈱
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
様

長
野
県
俳
人
協
会
東
信
支
部
様

小
諸
コ
ー
ラ
ス
白
樺
様
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J

図
書
館
の

庭
か
ら
16

清
純
な
感
じ
の
花

ス
ズ
ラ
ン（
鈴
蘭
）

 

「
ス
ズ
ラ
ン
」
は
、
初
夏
の
こ
ろ
、

鮮
や
か
な
緑
の
葉
の
間
に
、
純
白
色
、

釣
鐘
型
の
可
愛
ら
し
い
花
を
、
鈴
な

り
に
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
清
々
し

い
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
は
、
ユ
リ
科
の
植
物

　

和
名
に
、
ラ
ン
（
蘭
）
が
つ
き
ま

す
が
、
ラ
ン
科
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、
山
地
や
高

原
に
、
自
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
草
が
有
毒
な
た
め
に
、

牧
場
で
は
動
物
が
食
べ
ず
に
残
り
、

群
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

栽
培
種
は
、
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン

　

庭
に
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
ス
ズ
ラ
ン
の
多
く
は
、「
ド
イ
ツ
ス

ズ
ラ
ン
」と
呼
ば
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

原
産
種
で
す
。

　

英
名
で
、「
谷
間
の
ユ
リ
」
と
呼
ば

れ
、
別
名
は
、「
君
影
草
」
で
す
。

　

日
本
の
在
来
種
に
較
べ
て
、
葉
の

緑
が
濃
く
大
柄
で
す
。
花
も
大
き
く

数
多
く
咲
き
、
香
り
も
強
い
で
す
。

　

そ
の
上
、
丈
夫
で
耐
寒
性
も
あ
り
、

育
て
や
す
い
と
、
言
わ
れ
ま
す
。

　

変
種
に
、
斑
入
り
葉
種
や
八
重
咲

き
種
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
の
花
言
葉

　
「
幸
福
の
訪
れ
」、「
純
愛
」、「
壮
快
」

な
ど
多
彩
で
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
初
夏
を
飾
る

花
と
し
て
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
（
五
月

の
花
）、
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
に
、
ス
ズ
ラ
ン
の
花
束

を
贈
る
と
、
そ
の
人
に
幸
福
が
訪
れ

る
と
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
鈴
蘭
」、
初
夏
の
季
語

鈴
蘭
に
憩
ふ
を
と
め
等
の

肩
見
ゆ
る
（
水
原
秋
櫻
子
）

　

初
夏
の
高
原
に
出
か
け
て
、
じ
っ

く
り
観
賞
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

（
岩
村
田　

依
田
豊
）

　

今
年
の
冬
は
雪
も
多
く
、
灯
油
の

値
上
り
で
寒
く
、
こ
た
つ
で
じ
っ
と

テ
レ
ビ
ば
っ
か
り
じ
ゃ
メ
タ
ボ
に
な

る
っ
て
知
っ
て
い
て
も
ネ
ェ
…
。

「
図
書
館
へ
行
こ
う
よ
」
っ
て
言
わ

れ
て
も
、
新
聞
だ
っ
て
斜
め
に
し
か

見
な
い
の
に
、
ま
し
て
本
借
り
て
読

も
う
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
活
字
を
見

て
る
と
眠
く
な
る
し
、
こ
れ
か
ら
夏

に
な
り
ゃ
忙
し
く
っ
て
ね
。
と
い
う

の
は
わ
か
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
聞
い

て
よ
!

　

図
書
館
っ
て
何
と
な
く
行
き
に
く

い
っ
て
思
っ
て
い
な
い
？
図
書
館
は

私
の
書
斎
だ
っ
て
利
用
し
て
い
る
人

が
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
冷
暖
房
完

備
で
、
朝
十
時
か
ら
開
い
て
い
て
新

聞
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
ゆ
っ
た
り
く

つ
ろ
げ
る
椅
子
も
あ
り
、
地
方
新
聞

に
子
ど
も
新
聞
、
英
字
の
も
そ
ろ
っ

て
い
て
、
雑
誌
は
な
ん
と
五
十
種
類

位
。
季
節
ご
と
に
特
集
が
組
ま
れ
て

い
て
、
衣
、
食
、
住
は
も
ち
ろ
ん
病

気
や
生
き
方
、
休
日
の
す
ご
し
方
ま

で
。
年
賀
状
の
図
案
集
、
手
紙
の
書

き
方
、
ス
ピ
ー
チ
…
実
用
書
は
と
っ

て
も
写
真
が
美
し
く
、
本
当
に
役
に

立
っ
て
あ
り
が
た
よ
。

　

目
が
疲
れ
た
ら
、
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で

C
D
を
借
り
て
、
童
謡
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
ま
で
音
楽
を
聴
く
っ
て
い
う
の
。

マ
ン
ガ
だ
っ
て
あ
る
の
。
若
い
人
が

子
供
の
名
前
の
姓
名
判
断
の
本
や
、

う
ら
な
い
、
風
水
の
本
を
借
り
て
た

し
、
佐
久
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

記
念
に
お
祝
い
と
し
て
（
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
）
二
十
冊
の
絵
本
の
中
か
ら

好
き
な
一
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
る

の
知
っ
て
い
た
？
自
分
の
本
が
も
ら

え
る
っ
て
、
素
敵
ね
！

　

児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
充
実
し
て

い
て
、
有
名
な
本
は
、
ほ
と
ん
ど
そ

ろ
っ
て
い
る
し
、
折
り
紙
や
工
作
の

本
は
、
大
人
が
見
て
も
楽
し
い
よ
。

　

子
ど
も
た
ち
に
好
評
な
の
が
「
紙

し
ば
い
」
土
曜
日
の
午
後
の
お
話
や

読
み
き
か
せ
の
会
。
明
る
い
館
内
で

幼
い
子
供
達
に
ま
じ
っ
て
、
昔
ば
な

し
を
聞
く
の
も
い
い
じ
ゃ
な
い
！
受

験
生
は
お
友
達
と
家
庭
よ
り
も
集
中

し
て
勉
強
で
き
る
と
利
用
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
…
。

　

私
も
ね
、
風
邪
ひ
い
て
、
本
を
読

む
気
力
が
な
か
っ
た
時
、
図
書
館
か

ら
、
田
辺
聖
子
の
語
る
源
氏
物
語
を

借
り
て
聞
い
て
た
よ
。
今
年
は
紫
式

部
が
源
氏
物
語
を
書
い
て
か
ら
千
年

目
だ
っ
て
。
光
源
氏
の
王
朝
文
学
が

C
D
に
な
っ
て
い
る
の
初
め
て
知
っ

た
け
ど
、
図
書
館
の
職
員
に
、
今
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
は
ど
ん
な
本
か
、
こ
ん

な
こ
と
調
べ
た
い
け
ど
と
か
、
大
活

字
の
本
、
カ
セ
ッ
ト
等
、
な
ん
で
も

聞
い
て
読
み
た
い
本
は
希
望
図
書
と

し
て
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て

も
ら
え
る
の
よ
。

　

自
分
で
買
っ
た
本
は
、
い
つ
で
も

読
め
る
か
ら
っ
て
「
積
ん
ど
く
」
に

な
る
け
れ
ど
、
一
人
五
冊
ま
で
、
二

週
間
と
な
る
と
、
せ
っ
せ
と
読
む
か

ら
不
思
議
よ
ね
。

　

返
却
は
市
内
の
四
つ
の
図
書
館
の

ど
こ
へ
返
し
て
も
い
い
し
、
も
し
、

月
曜
日
お
休
み
を
忘
れ
て
行
っ
た
時

は
、
返
却
ポ
ス
ト
が
あ
る
の
。

　

ど
う
？
今
度
図
書
館
へ
行
こ
う
よ
。

皆
の
書
斎
、
私
の
本
棚
と
し
て
私
の

一
番
好
き
な
居
場
所
に
な
る
と
思
う

わ
。

　

書
棚
の
本
を
一
つ
一
つ
見
て
い
る

と
、
き
っ
と
す
ぐ
読
み
た
く
な
る
本

が
見
つ
か
る
と
思
う
か
ら
、
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
持
っ
て
行
っ
て
声
か
け
て
ね
。

図書館へ行こうよ

佐久市立図書館協議会　委員

松 沢 容 子

ユリ科の花
赤い実（秋）
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人権 
シリーズ 
人権 
シリーズ 

公民館報 さくし

ちょっと
ひとこと

　

最
近
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
は

強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。
い
じ
め
・
虐
待
・
殺
人
と

目
を
覆
う
よ
う
な
痛
ま
し
く
悲
し
い

事
件
は
生
き
る
権
利
を
侵
害
し
た
り
、

人じ
ん

権け
ん

蹂
じ
ゅ
う

躙り
ん
も
甚
は
な
はだ
し
い
も
の
で
す
。

二
十
一
世
紀
は
人
権
を
確
立
す
る
時

代
と
言
わ
れ
る
中
で
、
実
に
残
念
な

許
し
が
た
い
行
為
で
す
。
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
侵

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
に
「
ど

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
？
」
と
考
え

て
い
る
と
気
が
滅
入
る
昨
今
で
す
。

　

さ
て
、
折
し
も
厳
寒
の
二
月
上
旬

「
臼
田
地
区
健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
」

が
催
さ
れ
、
初
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り

の
中
で
、
身
近
に
こ
ん
な
す
ば
ら
し

い
活
動
が
あ
っ
た
の
か
と
、
寒
さ
を

も
吹
き
飛
ば
す
程
の
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
感
動
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
今
な
お

そ
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
つ
ど
い
で
心
打
た
れ
た
こ
と

は
、
一
つ
に
臼
田
地
区
の
民
間
三
十

三
に
も
及
ぶ
団
体
が
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
の
主
体
的
な
運
営
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
二
つ
に
「
健
康
と
福

祉
の
発
展
」
と
銘
打
っ
て
い
ま
し
た

が
、
活
動
の
中
味
は
正
に
人
権
学
習

で
あ
り
生
涯
学
習
の
場
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
会
長

さ
ん
の
開
会
の
ご
挨
拶
の
言
葉
に
あ

っ
た
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

助
け
合
い
支
え
合
っ
て
生
き
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
開
催
す
る
」

と
い
う
目
的
を
裏
づ
け
る
活
動
で
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
助
け
支
え
合
う
た

め
に
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
た
り
、
行
動
で
き
る
思
い
や
り
の

あ
る
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
他
人
と
協
調
し

な
が
ら
、
他
人
を
思
い
や
る
心
の
育

成
と
地
域
社
会
の
充
実
を
図
ろ
う
と

す
る
営
み
が
、
人
権
を
守
り
育
て
て

い
く
人
づ
く
り
で
あ
り
、
安
心
し
て

暮
せ
る
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
く
も

の
と
理
解
で
き
る
実
践
活
動
で
し
た
。

　

帰
路
、
快
い
思
い
か
ら
偶
然
口
ず

さ
ん
だ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
詞
に
、

は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
咲
い
た

咲
い
た
・
・
赤
・
白
・
黄
色
、
ど
の

花
見
て
も
き
れ
い
だ
な
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
美
し
さ
を
認
め
、
み
ん
な
き

れ
い
と
思
う
心
が
思
い
や
り
に
満
ち

て
お
り
、
こ
の
見
方
、
考
え
方
に
人

権
尊
重
の
基
本
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員  

中
條
英
雄
）

地
域
で
育
て
る
思
い
や
り

親離れ・子離れ
中込　井出　一典

　春を迎え息子が初めて家を離れた。大学に進学し、まっ
たく見知らぬ土地でのアパート生活になった。男だから娘
を送り出すほどの心配はしていないが、考えてみれば我が
家の子どもたちは母親の実家に泊まったり、学校の修学旅
行などで外泊したことはあっても、一人での外泊経験はほ
とんどない。ましてや自炊・洗濯・掃除など大丈夫だろう
かと、学業よりも心配になってしまう。18歳ともなれば一
人前の大人だと思いたいが、子が親離れしてまだ子離れで
きない自分に気づくことになった。
　子どもが小さい時は、保護者仲間と子育てについての情
報交換の機会も多く、成長に一喜一憂していたのに、中学・
高校ともなるとあまり子どもと話をする機会もなかった。
良い親であろうと願ってはいたが、果たしてどうだったの
だろうと今更ながら疑問に思う。子育てに限らないが、精
一杯やったと思えるような人生を送れたら幸せだろう。大
金を手にすることもなく地味に生きても、あまり人様に迷
惑をかけず、一所懸命に不器用に仕事をこなし、頑張った
と思える人生だったら良いと思う。子の巣立ちにあたり、
子は私の背中をどのように見ていたのか少々気になった。

足もとに気をとめて
岩村田　神津　收

おさむ

　

ま
だ
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
心
理
学

の
教
授
か
ら
「
他
人
の
家
を
訪
問
し

た
時
に
玄
関
の
履
き
物
の
脱
ぎ
方
で

家
の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
頭
に
残

っ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
会
合
に
集
う
機
会
で

感
じ
る
こ
と
だ
が
、
自
分
で
履
い
て

き
た
靴
を
下
駄
箱
に
入
れ
ず
玄
関
に

脱
ぎ
捨
て
た
ま
ま
上
が
っ
た
り
、
脱

い
だ
ス
リ
ッ
パ
を
揃
え
ず
入
室
す
る

人
が
見
う
け
ら
れ
る
。
旅
館
に
宿
泊

し
た
部
屋
や
履
き
が
え
の
下
駄
や
ス

リ
ッ
パ
の
あ
る
ト
イ
レ
で
も
不
揃
い

に
な
っ
て
お
り
、
も
う
少
し
気
配
り

が
で
き
た
ら
い
い
の
に
と
思
う
こ
と

が
あ
る
。

　

と
か
く
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
低
下

が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
ス

リ
ッ
パ
一
つ
で
も
一
人
ひ
と
り
が
次

に
使
う
人
の
気
持
を
思
い
や
る
こ
と

で
、
さ
わ
や
か
な
日
々
を
送
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

会
合
の
あ
と
始
末
や
、
履
物
な
ど

の
整
理
を
し
て
い
る
人
に
対
し
、
お

し
つ
け
が
ま
し
い
と
か
わ
ざ
と
ら
し

い
行
為
と
受
け
と
め
ず
、
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
な
気
配
り
を
し
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
将
来
を
担
う
子

ど
も
達
へ
の
実
践
指
導
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
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特
定
保
健
指
導
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

メタボリックシンドローム予防のための
健診・保健指導が始まりました

　糖尿病やある日突然起こる心筋梗塞・脳梗塞など、生活習慣病の多くは自覚症状がな
いまま進行します。医療制度構造改革により、この４月からスタートした特定健診・特
定保健指導では、40歳から74歳の皆さんの生活習慣病予防を第一の目的と考え、①生
活習慣病の危険因子となる肥満・高血糖・高脂血・高血圧に着目した健診を実施し、②
健診結果から生活習慣病になる危険度をメタボリックシン
ドローム該当者・予備群・非該当の３つに分け、③それぞ
れの状態に応じて一定期間、食事や運動などの保健指導を
行います。健やかな生活を過ごせるよう、まずは特定健診、
そして保健指導を受けましょう。

●Aさん　63歳・女性・身長154㎝
教室前 教室後

体 　 重 70.4kg 62.1kg
腹 　 囲 106.4cm 91cm
血 　 圧 165/81 122/69
中 性 脂 肪 88 111
H b A 1 c 5.9 5.5
メタボリックシンドローム判定 該当者 予備群

参加者の中から２人の方の結果を紹介します

食事と運動のバランスや、
必要性が分かりました。ま
た、無理をして体を痛めな

いように、毎日運動を続けること、食
事は野菜や、魚料理に心がけるように
なりました。

感想

教室前 教室後
体 　 重 59.5kg 57.5kg
腹 　 囲 86.8cm 84cm
血 　 圧 125/83 129/90
中 性 脂 肪 238 387
H b A 1 c 5.3 5.1
メタボリックシンドローム判定 該当者 非該当者

運動だけすれば体重が減り、
脂肪も減少すると思ってい
ましたが、食事内容も変え

ないと結果が出ないことが分かりまし
た。バランスを保つことが大切ですね。
リバウンドしないよう気をつけたいと
思います。

感想
●Bさん　62歳・男性・身長155.9㎝

特定保健指導とは
　４月からスタートした、特定保健指導と同じ基準で、市では、平成19年度に国保ヘル
スアップ教室を実施しました。開催期間は約６か月で、１か月ごとに生活習慣について
の面接を行い、併せて運動、栄養の教室を開催しました。

【対象者】健診等の結果から腹囲が男性85cm、女性90cm以上に該当し、以下の①～
③のうち１項目以上に該当した方（メタボリックシンドローム該当者および
予備群）
①血　圧… 最高血圧130mmＨｇ以上、または最低血圧85mmＨｇ以上　
②血　糖… HbA1c5.2%以上、または空腹時血糖100mg/dl以上
③脂　質… 中性脂肪150mg/dl以上、
 またはHDLコレステロール40mg/dl未満

【内　容】教室開始前に腹囲・体重・血液検査を行い、栄養・運動の教室を実施。教室で
は、保健師・栄養士が生活習慣改善のためのアドバイスを行ないました。

【結　果】教室には42人が参加し、６割以上の方に、体重・腹囲の効果がありました。

　特定健診を受診し、是非保健指導の場を活用しましょう。また、健診結果につい
て不明な点等ありましたら、下記までお問い合わせください。

■お問い合わせ　健康づくり推進課健康増進係　☎62－3189（直通）
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犬の飼主の皆さん 平成20年度
飼犬登録および狂犬病予防の巡回注射が始まります
　5月8日㈭から飼犬登録の受付と狂犬病予防の巡回注射を下記日程のとおり実施します。
　すでに飼犬を登録済みの方は予防注射を、新しく犬を飼い始めた方は、新規登録の手続きと予防注射を受けさせ
てください。なお、飼犬登録・狂犬病予防注射は「狂犬病予防法」で義務付けられており、これを怠ると、20万円
以下の罰金に処せられます　　（狂犬病予防注射は、毎年、4月～ 6月までの3か月の間に受けなければなりません）。

1対 象 犬 生後91日以上の全ての飼犬（室内犬も対象です）
2料　　金 登録済みの犬　1頭　3,220円 （注射料金） 
 新規登録の犬　1頭　6,220円 （登録料金＋注射料金）
3注意事項 ○平成19年度までに登録済みの飼主の方には、４月下旬に予防注射申請書（ハガキ）をお送りしま

 したので注射当日、必ず持参してください（ハガキを忘れると受付に時間がかかることになります）。
 ○会場が昨年と異なる場合がありますのでお確かめください。
 ○料金は、おつりのいらないようご協力をお願いします。
 ○犬の健康に異常がある場合および過去に狂犬病予防注射後に異常を起こしたことがある犬は、動物病

 院で接種してください。また、注射当日異常のある犬は、注射前に必ず獣医師に申し出てください。
 ○暴れる犬や、かむ犬、興奮しやすい犬は動物病院で接種してください。

地
区
期
日 実施場所 実施時間

東　

地　

区

５
月
８
日
㈭

五十貫公民館 9:00～  9:10
志賀中宿公民館 9:20～  9:30
駒込公民館 9:45～  9:55
香坂西地公民館 10:15～10:25
香坂東地千曲バス車庫前 10:35～10:45
新子田世代交流館 11:00～11:15
東会館 11:25～11:40
安原公民館 13:00～13:20
紅雲台区公園 13:30～13:50
伊勢林公民館 14:00～14:20
駒場区団地内公園 14:30～14:45

浅　

間　

地　

区

５
月
９
日
㈮

岩村田小学校校門東側 9:00～  9:15
一本柳区民会館 9:25～  9:45
佐久警察署北側駐車場 9:55～10:10
長土呂公会場 10:20～10:40
長土呂ひばりヶ丘団地公園 10:50～11:00
西屋敷集会場 11:15～11:25
荒田集会場 11:35～11:50
浅間会館 13:00～13:30
下平尾公民館 13:40～14:00
上平尾公民館 14:10～14:30
横根公会場 14:40～14:50
島原集会場（うな沢） 15:00～15:10

中　

込　

地　

区

５
月
13
日
㈫

瀬戸公民館 9:00～  9:20
黒田区赤芝橋前（NTT電話交換所） 9:40～  9:50
大月集会場 10:00～10:10
元JA内山支所苦水支店 10:20～10:30
相立公民館 10:40～10:50
中村公民館 11:00～11:10
内山地区社会体育館 11:15～11:25
元JA内山支所松井支店 11:35～11:45
中込会館 13:00～13:20
太田部公会場 13:30～13:45
常和公民館 13:55～14:10
JA佐久浅間平賀支所 14:20～14:35
平賀上宿公会場 14:45～15:00

地
区
期
日 実施場所 実施時間

野　

沢　

地　

区

５
月
15
日
㈭

相浜公民館 9:00  ～9:10
平井公民館 9:20  ～9:30
沓沢公民館 9:40  ～9:50
東立科公会場 10:05～10:15
大沢新田バス停 10:30～10:40
大沢地区社会体育館 10:50～11:15
跡部老人憩いの家 11:30～11:40
中桜井公会場 13:00～13:15
下平公民館 13:25～13:35
竹田公会場 13:45～14:00
日向公民館 14:10～14:20
農村環境改善センター（岸野保育園西側） 14:30～14:50

浅
間
・
野
沢
・

中
込
・
東
地
区

 

５
月
17
日
㈯

安原公民館 9:00  ～9:20
長土呂公会場 9:35～10:05
JA佐久浅間野沢支所前（三塚） 10:25～11:00
中込会館 11:15～11:45

野　

沢
・
中　

込　

地　

区

５
月
20
日
㈫

西耕地公園 9:00  ～9:10
佐久情報センター東側空き地 9:20  ～9:40
北耕地公民館 9:50～10:05
成田公園 10:15～10:30
高柳公会場 10:40～10:50
鍛冶屋公会場 11:00～11:15
取出町ふれあい公園 11:25～11:40
野沢会館北側駐車場 13:00～13:20
前山地区会館 13:35～13:55
弥生が丘団地入口 14:00～14:15
JA佐久浅間野沢支所前（三塚） 14:25～14:35
佐久市下水道管理センター 14:45～15:05
佐久勤労者体育館（北中込） 15:15～15:25

浅　

間　

地　

区

５
月
22
日
㈭

猿久保東公会場 9:00  ～9:15
根々井公会場 9:30  ～9:50
JA佐久浅間中佐都研修センター 10:00～10:15
上塚原諏訪神社南 10:25～10:40
常田公民館 10:50～11:05
赤岩公会場 11:15～11:30
根々井塚原集会場 13:00～13:10
下塚原公会場 13:20～13:30
鳴瀬老人憩いの家 13:40～14:10
JA佐久浅間高瀬野菜集荷所（三河田） 14:20～14:50

■お問い合わせ　生活環境課環境保全係　☎62－3094（直通）または各支所住民課生活環境係　
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「狂犬病とは」
　狂犬病ウイルスは全ての哺乳類に感染し、発病すると狂犬病特有
の水を怖がる恐水症状とともに、興奮性・麻痺・精神錯乱などの神
経症状が現れ、ほぼ100％死に至る恐ろしい病気です。
　平成18年11月と12月に日本人男性２人がフィリピンで犬に咬ま
れ、狂犬病に感染して発病後、死亡した記事は多くの人々に衝撃を
与えました。ＷＨＯ（世界保健機関）によると今でも世界で年間約
55,000人が狂犬病により命を落としており、国外から持ち込まれる
などした動物により、国内で狂犬病が発生する危険が懸念されてい
ます。
　狂犬病予防注射の必要性が高まっている今、犬をお飼いになって
いる皆さんは必ず受けさせるようお願いします。

◎その他
●犬が死亡した場合は、必ず生活環境課または各支所住民課生活環境係に届け出をしてください。
●上記のどちらの会場でも飼犬登録および予防注射を受けることができます。
●上記日程で都合の悪い方は、動物病院で接種してください。
●佐久市内の動物病院および近隣市町村の一部の動物病院では、予防注射と同時に飼犬登録もできます。（犬の鑑札と注射済
票もその場で交付されます）それ以外の動物病院で予防注射を受けた場合は、生活環境課または各支所住民課生活環境係で
注射済票の交付を受けてください。その際、獣医師が発行する狂犬病予防注射済証と、交付手数料（550円）が必要になります。

地
区
期
日 実施場所 実施時間

浅
間
・
野
沢
・

中
込
・
東
地
区

５
月
25
日
㈰

東会館 8:30～  9:00
浅間会館 9:15～10:00
野沢会館北側駐車場 10:20～11:05
佐久市役所保健センター前 11:20～12:10

臼
田
地
区

５
月
14
日
㈬

佐久市役所臼田支所 9:00～  9:20
竜岡団地県道脇 9:25～  9:35
上中込公会場 9:40～  9:55
大奈良公会場 10:00～10:15
清川公会場 10:20～10:35
田口中町公会場 10:40～10:55
宮代鳥居前 11:00～11:15
丸山旧公会場 11:20～11:30
三分公会場 11:40～11:55
下越区公会堂 13:15～13:30
三条公会場 13:35～13:45
入沢旧公会場 13:50～14:00
入沢大宮橋 14:05～14:15
十日町信濃屋酒店前 14:20～14:30
岩水公会場 14:40～14:50

５
月
21
日
㈬

佐久市役所臼田支所 9:00～  9:20
臼田諏訪神社 9:25～  9:35
美里公会場 9:40～  9:55
住吉集会場 10:00～10:15
千曲台公会場 10:20～10:35
北川本郷公会場 10:40～10:50
中小田切公会場 10:55～11:10
上小田切西公会場 11:15～11:30
上小田切葬礼場 11:35～11:45
下小田切公会場 13:15～13:25
湯原精米所前 13:30～13:45
湯原新田公会場 13:50～14:00
滝公会場 14:05～14:15

５
月
25
日
㈰

あいとぴあ臼田 9:00～9:30
青沼会館 9:40～10:00
切原会館 10:10～10:30
佐久市役所臼田支所 11:40～11:00

浅
科
地
区

５
月
15
日
㈭

舟久保生活改善センター 9:00～  9:10
佐久市公民館浅科地区館 9:20～  9:30
庄の上生活改善センター 9:40～  9:50
御馬寄コミュニティセンター 10:00～10:10
駒寄公会場 10:20～10:30
中原構造改善センター 10:40～10:50
上原消防詰所前 11:00～11:10
鶴沼コミュニティセンター 11:20～11:30

５
月
16
日
㈮

御牧原多目的集会所 9:00～  9:10
入の沢内藤商店横 9:20～  9:30
桑山公会場 9:40～  9:50
八幡区本町公会場 10:00～10:10
佐久市浅科福祉センター 10:20～10:30
大平団地公園 10:40～10:50
矢島大庭 11:00～11:10
佐久市役所浅科支所 11:20～11:30

５
月
17
日
㈯

佐久市浅科福祉センター 10:00～10:10
上原消防詰所前 10:20～10:30
佐久市公民館浅科地区館 10:40～10:50
佐久市役所浅科支所 11:00～11:10

地
区
期
日 実施場所 実施時間

望
月
地
区

５
月
８
日
㈭

大木中バス停 9:30～  9:40
雁村公民館 9:50～10:00
中居創作館 10:10～10:20
抜井公民館 10:30～10:40
式部バス停 10:50～11:00
布施コミュニティセンター 11:10～11:30
牧布施バス停 11:40～11:50
天神公民館 13:30～13:40
片倉公民館 13:50～14:10
桜ヶ丘ふれあいセンター 14:20～14:40

５
月
９
日
㈮

百沢公民館 9:30～  9:40
御牧原公民館 9:50～10:00
印内原公民館 10:10～10:20
印内公民館 10:30～10:40
古宮バス停 10:50～11:00
駒の里ふれあいセンター 11:10～11:30
古道集会場 13:30～13:40
茂田井公民館 13:50～14:00
観音寺公民館 14:10～14:30

５
月
13
日
㈫

藤巻公民館 9:30～  9:40
長者原生活改善施設 9:50～10:00
入新町公民館 10:20～10:40
新町公民館 10:50～11:00
御鹿の郷ふれあいセンター 11:10～11:30
湯沢公民館 13:20～13:30
新田中央 13:40～13:50
北春公民館 14:00～14:20
善郷寺公民館 14:30～14:40
下の宮公民館 14:50～15:00

５
月
14
日
㈬

寺久保旧バス停前 9:55～10:00
協西公民館 10:10～10:20
大谷地公民館 10:30～10:40
吹上公民館 10:50～11:00
比田井公民館 11:10～11:30
高呂公民館 13:20～13:40
小平公民館 13:50～14:10
三井公民館 14:20～14:35
駒の里ふれあいセンター 14:50～15:00

５
月
18
日
㈰

布施コミュニティセンター 9:45～10:00
御鹿の郷ふれあいセンター 10:10～10:30
桜ヶ丘ふれあいセンター 10:40～11:00
駒の里ふれあいセンター 11:10～11:40
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佐
久
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
域
の
環
境
を
守
り
、
育
て
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画
と
し
て
、

「
佐
久
市
環
境
基
本
計
画
」
を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
平
成
17

年
４
月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
新
佐
久
市
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、
新
市
域

に
お
け
る
、
地
域
別
の
環
境
配
慮
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
循
環
型
社
会
構
築
に
向
け
、
新
た

な
方
策
な
ど
を
追
加
し
策
定
し
ま
し
た
。

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
、
佐
久
市
環
境
審
議
会
な
ら
び
に
佐
久
市
民
環
境
会
議
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
計
画
推
進
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

佐
久
市
環
境
基
本
計
画
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1 

計
画
の
基
本
的
事
項

❶
計
画
の
目
的
と
基
本
的
な
考
え
方

　

本
市
は
、
美
し
く
清
ら
か
な
水
の
流
れ
、

青
く
澄
ん
だ
空
と
美
し
い
稜
線
を
描
く
山

並
み
に
囲
ま
れ
、
広
大
な
田
園
景
観
な
ど

数
多
く
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
現

在
の
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
よ
り
良
い

環
境
を
将
来
世
代
へ
受
け
継
い
で
行
く
た

め
、
市
民
や
事
業
者
と
市
が
連
携
し
、
本

市
の
環
境
の
保
全
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
、
自
然
と
人
と
が
共
生
で
き
る
社

会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
４
月
に
市
町
村

合
併
し
、
市
の
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
た
め
、「
佐
久
市
環
境

基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
環
境
基
本
条
例
の
基
本
理

念
を
基
に
、
平
成
18
年
12
月
に
策
定
し
た

「
第
一
次
佐
久
市
総
合
計
画
」
の
基
本
構

想
の
１
つ
で
あ
る
『
水
と
緑
き
ら
め
く
自

然
と
共
に
生
き
る
快
適
環
境
の
創
出
』
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
２
月

に
策
定
し
た
「
佐
久
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
受
け
、
市
民
や
事
業
者

の
み
な
さ
ん
と
市
が
協
働
し
、
地
域
の
特

性
に
配
慮
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

❷
計
画
の
期
間

　

本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
中
長
期
的
な

将
来
を
見
据
え
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。

佐久市環境基本計画の構成

第
１
章 

計
画
の
基
本
的
事
項

第
２
章 

環
境
の
現
状
と
課
題

第
３
章 

望
ま
し
い
環
境
像

第
４
章 

施
策
の
体
系
と
展
開

第
５
章 

環
境
配
慮
指
針

第
６
章 

計
画
の
推
進
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2 

望
ま
し
い
環
境
像

　

私
た
ち
は
、
自
然
と
共
生
し
た
生
活
を

営
ん
で
い
た
先
人
の
知
恵
に
学
び
な
が
ら
、

緑
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
、
ふ
る
さ
と

の
未
来
に
豊
か
な
環
境
を
創
り
上
げ
て
い

く
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
努
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、

私
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
、
生
態
系
の
す

3 

計
画
の
推
進
体
制

　

本
計
画
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
左
図
に
示
し
た
よ
う
に
計
画
を

『
策
定
（Plan

）』
し
、『
実
行
（Do

）』
し
、

『
点
検
・
評
価
（Check

）』
し
、『
見
直
し

（Action

）』
を
す
る
、
と
い
う
一
連
の
サ

イ
ク
ル
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
単
に
計
画
を
策
定
・
実
行
す
る
だ

け
で
な
く
、
実
施
状
況
を
点
検
し
、
見
直

す
こ
と
も
大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
と
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
環
境

の
保
全
に
つ
い
て
継
続
的
な
改
善
を
図
る

も
の
と
し
、
こ
れ
ら
が
確
実
に
行
わ
れ
る

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
が
対
象
と
す
る
分
野
は

広
範
に
及
ぶ
た
め
、
庁
内
各
部
局
は
も
と

よ
り
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
や
関
係

機
関
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
全
市

的
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
計
画

推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

4 

計
画
の
進
行
管
理

❶
点
検
・
評
価
結
果
の
報
告

　

計
画
の
進
捗
状
況
は
、「
佐
久
市
環
境
基

本
計
画
年
次
報
告
書（
佐
久
市
環
境
白
書
）」

と
し
て
、
佐
久
市
環
境
審
議
会
に
報
告
し
、

意
見
等
を
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
市
民
、
事
業

者
に
対
し
て
公
表
し
ま
す
。

❷
環
境
情
報
の
提
供

　

市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
市
が
と
も

に
、
環
境
の
保
全
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
は
、
市
域
や
そ
の
他
環
境
に
関

す
る
情
報
の
共
有
が
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
積
極
的
に
活
用

し
、
環
境
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
課
お
よ
び

各
支
所
生
活
環
境
係
で
も
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係　

☎
６
２
│
３
０
９
４
（
直
通
）

水と緑きらめく自然を、
みんなの力で未来に伝えるまち

べ
て
の
生
き
も
の
が
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
環
境
が
も
た
ら
さ
れ
、
将
来

の
世
代
に
確
か
な
未
来
を
約
束
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
環
境
基
本
計

画
に
お
け
る
「
望
ま
し
い
環
境
像
」
を
以

下
の
と
お
り
設
定
し
、
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　この望ましい環境像のもとに、５つの基本方針を定め、基本方針ごとに
施策を展開していきます。

 環境基本計画の５つの基本方針
１ 安全な生活環境の保全
２ 良好な自然環境の保全
３ 快適な環境の創造
４ 循環型社会の構築
５ 協調した環境保全への取り組み

佐久市環境基本計画を策定しました
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策定しました

 誰もがわかりやすく、利用しやすいサービス情報や相談体制、利用者のニーズ※に合ったサービスが
継続的に提供できるしくみなど、総合的なサービスの提供をめざします。
　また、安心して子どもを生み育てられるしくみづくりや、地域住民がお互いに支え合う地域コミュニテ
ィ※の形成をめざします。
　さらに、災害時においてもすべての市民が安心して暮らせる地域を築くための自主防災活動や、犯罪か
ら地域を守る自主防犯活動を中心とした助け合い活動の充実を図ります。

基本方針と施策の方向

1 安心して子どもを生み育てられる
 しくみづくり
 ①安心・安全ネットワーク※の拡充
 ②子育てしやすい環境づくり
 ③多様化する保育ニーズへの対応
 ④社会的支援機能の体制づくり

2 人にやさしいまちづくり
 ①まちのバリアフリー※の推進
 ②福祉施設の充実
 ③障害者の就労支援

3 福祉サービスの適切な利用の促進
 ①総合相談体制の確保
 ②福祉サービスの情報提供
 ③福祉サービスの充実と質の確保
 ④権利擁護の推進

4 地域福祉を充実し促進するための
 しくみづくり
 ①地域福祉ネットワークの構築
 ②緊急時の体制づくり
 ③安全な地域づくり

基本目標

2 安心・安全に暮らせる社会づくり

基本目標

3 心とからだの健康（生きがい）づくり
　「自分の健康は自分でつくる」を理念に「守る健康」から「つくる健康」への意識改革を進め、市民一
人ひとりが心とからだの健康管理、体力増進など、自らの健康づくりを実践できる環境の整備が求められ
ています。また、多様化する市民ニーズに対して、いつでも、どこでも学習できる活動機会の提供に努め、
生涯を通して生きがい・やりがいを持ち、知識・技術を必要なときに学習できる環境の整備を進めます。

基本方針と施策の方向

1 健康づくりの推進
 ①健康のための生活習慣・生活環境の改善
 ②介護予防体制の充実
 ③地域における健康づくりへの支援

2 人にやさしいまちづくり
 ①学習機会の充実
 ②家庭・学校・地域の連携
 ③学習情報の提供
 ④生涯学習指導者の確保と育成

3 生きがいづくりの推進
 ①健康で長寿をたのしめるしくみづくり
 ②交流の拠点づくり
 ③高齢者の経験と技能の活用

■お問い合わせ 福祉課庶務係
 ☎62－3147（直通）
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 佐久市地域福祉計画を 

基本理念 みんなが生涯現役で
住みよい福祉のまちづくり

基本目標

1 みんなで支え合う人づくり
　核家族化や都市化の進展に伴い、近年では地域住民の連帯意識が希薄化の傾向にあります。このため、
ノーマライゼーション※の理念を基本に、すべての人が等しく家庭や住み慣れた地域でお互いに思いやり、
尊重しあいながら、安心してその人らしい生活を送ることができる福祉のまちづくりが求められています。
　地域住民同士の自主的な支え合い意識を啓発し、市民の連帯意識を高め積極的に地域活動に関わること
ができる人材の育成と地域活動を支える組織の活性化を図ります。

　地域福祉計画は、「第一次佐久市総合計画」を基本として、地域の高齢者、障害者、子育て家庭、

外国人など、支援を必要としている人を地域全体で支え、誰もが住みなれた地域で、安心してその人

らしい生活を送ることのできるしくみをつくるための計画です。

　計画策定にあたっては、平成１８年５月に佐久市保健福祉審議会に諮問し、本年２月に計画案の答

申を受けました。地域福祉計画の概要は、次のとおりです。

基本方針と施策の方向

1 地域を支える人づくり
 ①活動を支える人材育成
 ②心のバリアフリー※の推進

2 福祉の心の育成
 ①福祉学習の充実
 ②小中学生のボランティア活動への参加の推進
 ③高校生ボランティア活動の推進
 ④世代間交流の促進

3 地域活動を支える組織の
 活性化と拠点づくり
 ①ボランティアセンターの充実
 ②地域組織への活動支援
 ③地域活動の場づくり

※ノーマライゼーション： 高齢者や障害者など、すべての人が分け隔てなく暮らせる社会が
  正常（ノーマル）だとする考え方。
※心のバリアフリー： 障害に対する無理解から生じた偏見や差別意識（心の中の障壁）を取り除き、
  誰もが個人として尊重される存在であることを認め合う取り組みや状態。
※ニーズ：必要。要求。需要。
※コミュニティ：人々が共同意識を持って共同生活を営む一定の地域及びその人々の集団、地域社会、共同体。
※ネットワーク：地域における市民同士の連絡網のこと。
※バリアフリー： 建築設計において、段差や仕切りをなくすなど高齢者や障害者に配慮すること。
  製品設計にも応用されている。
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資源循環サイクルの一例

①木質固形燃料化事業
　未利用間伐材や林地残材等の木質資源の有効活用のため、これらを原料として、薪炭やチップ・ペレット等の木
質固形燃料を製造し、公共施設や一般家庭での暖房及び野菜・果実等の温室栽培用の熱源として利用を図ります。

②バイオ燃料化事業
　一般家庭、飲食店、給食センター等から発生する廃食油を収集し、これを原料としてバイオディーゼル燃料を精
製し、公用車、農業用機械等に利用を図ります。
　また、遊休農地を利用して、菜の花等の油脂系資源作物の栽培を行い、食用菜種油等を製造し、業務用あるいは
一般家庭用としての利用を推進するとともに、使用後の廃食油を回収し、バイオディーゼル燃料精製の原料として
活用することにより資源循環サイクルを構築します。
　さらに将来事業として、遊休農地を活用して非食用多収穫米を栽培し、これを原料としたバイオエタノールを生
産し、車両用燃料等に利用することを検討します。

③堆肥化事業の継続
　「佐久市堆肥製産センター」、「佐久市望月土づくりセンター」の施設は、今後も同様の運用を継続しつつ、堆肥
の需給状況の変動等に合わせた施設の改修、増設等を適宜検討し、バイオマス利活用施設に改めて位置づけます。

 現在、排熱利用（サーマルリサイクル）や再資源化などで利活用されているバイオマスは、今までどおりの活
用を図ります。

資源循環サイクルの一例

＊社団法人日本有機資源協会パンフレットより

①地域産業の振興　②地球温暖化の防止　③循環型社会の形成

タウンをめざして!
（佐久市バイオマスタウン構想の概要）

どのように活用していくのか

期待される効果
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　佐久市では、地球温暖化の防止や循環型社会の形成をめざして、｢佐久市バイオマスタウン構
想｣ を策定し国の関係省庁の審査を受け、農林水産省から平成20年３月に佐久市バイオマスタ
ウン構想が公表されました。この構想は、市内にある動植物から生まれた再生可能な有機性資源
であるバイオマスの現況を調査し、今後のバイオマスの利活用目標等を定めたものです。

佐久市のバイオマスはどのくらいあるのか

■ 佐久市のバイオマスタウン構想や全国のバイオマスタウンの情報は、
 「バイオマス情報ヘッドクォーター」 （http://www.biomass-hq.jp）

のホームページで見ることができます。

地球にやさしいバイオマス 

バイオマスの活用目標は

廃棄物系バイオマス

 現在の利用量 11,601ｔ
 現在の利用率 94.2％
　廃棄物系バイオマスは、既に利活用されている
ものが多いので、利用率の低い「廃食油」をバイ
オ燃料化事業で、「木質廃棄物等」を木質固形燃料
化事業で利用し、利用率99.6％を目標とします。

 目 標 利 用量 12,265ｔ

未利用系バイオマス

 現在の利用量 2,242ｔ
 現在の利用率 13.7％
　未利用系バイオマスは、「未利用間伐材
等」を、木質固形燃料化事業で利用し、利
用率24.4％を目標とします。

 目 標 利 用量 3,996ｔ

バイオマスの種類 賦存量
（炭素換算量）（t）

現在の利用量
（t）

現在の利用率
（％） 現在の利活用状況

廃
棄
物
系

家畜排せつ物 2,084 2,084 100 堆肥にしています

生ごみ 689 689 100 堆肥にしたり、燃焼し排熱利用して
います

廃食油 234 8 3.4 一部石鹸にしていますが、ほとんど
が利活用されていません

廃棄紙 6,327 6,327 100 再資源化しています
木質廃棄物等 2,453 1,968 80.2 堆肥にしています
下水汚泥等 525 525 100 堆肥や肥料にしています

小　計 12,312 11,601 94.2

未
利
用
系

農作物非食用部 4,415 2,242 50.8 畜舎の敷きわらや堆肥、飼料にして
います

圃場残さ 3,172 0 0 利活用されていません
未利用間伐材等 8,773 0 0 利活用されていません

小　計 16,360 2,242 13,7

■お問い合わせ　農政課農業生産振興係　☎62－3203（直通）

※賦存量…市内に存在するバイオマスの年間発生量
※炭素換算量…バイオマスに含まれる炭素の重量
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プラネタリウム春季番組
ライブ番組
「宇宙探索2008～春・土星～」
テーマ番組「エクスプローラーズ

～探険家たち～」
　ハワイ諸島を発見した古代ポリネシアの人々は、星から航
海の進路を決める航海術を使っていました。その航海術をプ
ラネタリウムで実際に体験していきます。
期　間　６月15日㈰まで

お 知 ら せ

利用案内
■開館時間：午前9時30分～午後5時
■休館日：毎週木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
なお、５月３日㈯から６日㈫は午後６時まで開館します。
詳しくは子ども未来館までお問い合わせください。
☎67－2001
URL http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp

個　人
入館料 科学展示室、科学体験
 工房等に入館する場合

大　人　500円
子ども　250円

観覧料 プラネタリウム投映番
 組を観覧する場合

大　人　700円
子ども　350円

入館観覧セット料
大　人1,000円
子ども　500円

科学技術週間 特別企画

「電子顕微鏡で
いろいろなものを見ちゃおう教室」
　電子顕微鏡で花粉や髪の毛など身近なものを観察
します。普段は見ることのできないミクロの世界を体
験してみませんか。
期　間 ５月３日㈯～５日㈪ 
時　間 午前11時30分～午後０時30分
定　員 各10人
申　込 当日科学体験工房
でお申し込みください。小
学校低学年以下のお子さん
は保護者の方とご参加くだ
さい。

特別企画展

「科学市場」
期　間　5月6日㈫まで
会　場　企画展示室
協　賛　財団法人つくば科学万博記念財団

天文普及教室
 プラネタリウム★天文台経由星空バスツアー 

～春の天体観望会～
　前半は子ども未来館で、プラネタリウムを使い観測する天
体や春の星空の紹介をします。
　後半はうすだスタードームで、晴天時は大型望遠鏡による
天体観測を、曇りや雨天時は天文に関するお話等をします。
日　時　５月23日（金）午後７時～10時（受付は、子ども
未来館で午後６時30分～６時50分）
料　金　４歳から小学校入学前まで…200円
　　　　小学生から中学生まで………400円
　　　　大人（高校生以上）……………800円
定　員　30人
移動方法　子ども未来館とうすだスタードームの行き来
はバスで移動します。
申　込　事前申込制です。子ども未来館まで電話でお申
し込みください。定員になり次第締め切ります。
その他　中学生以下は保護者同伴でお出掛けください。
保護者の方も参加（有料）になります。

子ども未来館＆うすだスタードーム連携事業

企画展

「森ってすごい!? 森林展」
　森林セラピーもできる緑豊かな佐久。森には二酸化炭素
を吸収し酸素を供給するなど様々な力が秘められています。
木々の秘密に迫りながら森林を見つめ直してみませんか。
期　間　６月29日㈰まで
会　場　科学体験工房

科学体験工房

「ゴールデンウィーク
毎日が実験教室」
　下記の期間中は科学体験工房で、実験教室が毎日開
催されます。１回の実験時間は15分から30分です。さ
まざまな実験を用意していますので、たくさんの教室
に参加して、不思議を体験してください。
日　時 ５月６日㈫まで
時　間 午前10時40分～／午後１時30分～
 午後３時～
定　員 各20人（定員のない実験教室もあります）
申　込　当日科学体験工房でお申し込みください。
小学校低学年以下のお子さんは保護者の方とご参加
ください。
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お申し込み・お問い合わせ　昆虫体験学習館　☎68－1111

d昆虫探検
～ファーブルおじさんと一緒に森の中を探検！虫の不思議について聞こう！～
季節ごとに変化する森の中で昆虫採集等をしながら、昆虫の不思議について伝える。
期　日　ＧＷ（６日まで）は毎日、５月10日㈯・11日㈰・17日㈯・
 18日㈰・24日㈯・25日㈰・31日㈯、６月１日㈰、（夏休み期間は毎日）
時　間　午前10時～正午
料　金　1,500円（カブトムシ付2,000円～）
定　員　20人

Yファーブルおじさんの
 昆虫のお話
昆虫体験学習館の２階へあつまれ!身近な昆虫たちと
自然のお話をしよう。
期　日 毎週土・日曜日
時　間 午後２時～３時
料　金　1,500円（カブトムシ付2,000円）
定　員 40人

c昆虫検定
昆虫の不思議、自然や命の大切さを養うことを目的と
した検定。合格すると、合格証明書を発行します。
期　間 ＧＷ（６日まで）、（夏休み期間は毎日）
料　金　1,500円
定　員 20人

X昆虫スタンプラリー
地図を頼りに森の中に隠された８つのチェックポイントをまわり
ます。終わるころには君も昆虫博士だ!
時　間 １時間程度　　料　金　500円

a
ネイチャークラフト
木の枝や実などの自然素材を使ってものづくりに
挑戦します。森の思い出を記念に持って帰ろう。

時　間 随時受付
料　金 1作品　1,000円

■入館料

大　人 200円

子ども 100円（４才以上15歳未満）

E

昆虫体験学習館利用案内
■開館時間 4/12～7/15 …………   9:30～17:00
 7/16～8/31 ………… 9:30～18:00
 9/1～11/30 …………   9:30～17:00
 12/20～3/31 …………10:00～16:30

春の
特別展

小さな虫たちの
大きな世界展

小さな虫たちにも独自の世界があり、環境に
適応して様々な生態がある事を解説展示。

開催期間　６月29日㈰まで 開催中開催中！開催中！

昆虫体験学習館

のプログラム5月
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農業委員会 だより
平成20年度　農作業標準労賃と機械作業標準料金が決まりました
　農業委員会では、平成20年度の農作業標準労賃と農業機械作業標準料金を下表のように決定しました。市全体の標
準的なものを表にまとめてあります。
　作業項目にないものや、それぞれの地域やほ場条件の違いにより料金格差が生じる場合がありますので、直接委託
者と受託者間での話し合いや、最寄のＪＡ営農センターにご相談の上、調整してください。

■標準作業労賃・機械作業料金表 特に表示のないものは10ａ当たりの金額です。

作　業　名 使用作業機械名 料金（消費税込）
単位：円 備　　考

一　般　作　業 760 １時間当たり

耕　

起

整　備　田 ロータリー 7,770
普　通　田 ロータリー 8,295
水　　　田 すき起こし 9,030
畑 ロータリー 7,770

代 

掻
整　備　田 ドライヴハロー 7,350
普　通　田 ドライヴハロー 7,980

わら処理
カッター 5,985 １時間当たり
ロールベーラー 9,555

水　田　畦　切 1,218 畦間避堀のみ　100ｍ当たり
畦　　塗　　り 100 １ｍ当たり

水田除草剤散布
ミスト薬剤散布 2,415 作業補助者は受託者側
同時機械散布 1,155 代掻き、田植え時に同時散布

堆　肥　散　布 マニアスプレッター 5,355 １台当たり積み込み　散布２トン
肥　料　散　布 ライムソアー等 2,730

水田収穫作業

バインダー 11,655
ハーベスター 10,185
自脱コンバイン（結束含む） 26,040 整形地田
自脱コンバイン（１俵） 2,604 整形地田　　運賃は別途

自脱コンバイン（倒伏田） 5,250
１ａ当たりの割増料金（倒状面積の大
小により当事者間で割増料金の調整
を行う）

自脱コンバイン（湿田） 5,250 著しく作業が困難なほ場の割増
10ａ当たり

籾　運　賃 ５円25銭 玄米換算１kg当たり

田　

植

整　備　田 田植え機 9,555 植付のみ
普　通　田 田植え機 10,080 植付のみ

10ａ未満の普通田 田植え機 13,440 植付のみ10ａ当たり
普通田・整備田 側条施肥田植え機 2,100 10ａ当たりの割増料金

水　

稲　

苗

稚　苗（出芽苗） １箱当り 567
稚　苗（植付苗） １箱当り 893
中　苗（出芽苗） １箱当り 525 箱使用料42円は別途料金
中　苗（植付苗） １箱当り 935 箱使用料42円は別途料金
苗運賃（植付苗） １箱当り 158
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農業委員会だより

標準小作料が変わりました
　農地の貸し借りの基準となる標準小作料が、４月1日から改定になりました。今回の改訂では、米価をはじめとす
る農産物の価格低迷や転作などの農業情勢、近隣市町村とのつり合いなどを考慮し農業委員会が定めたものです。農
地の貸し借りに係る小作料は標準小作料の30％増しの額を上限に、貸し手と借り手が話し合いにより決めていただく
のが望ましいとされていますので、農地の賃貸借を行う場合はこの標準小作料を基準にしてください。

■標準小作料 （10a当たり）

農地区分 小作料の標準額 適　　要

田

上 12,000円 平坦部のほ場整備された、大型機械による作業の容易な生産力の高い水田また
はこれに準ずる水田　基準収量560kg以上

中 9,000円 幅員２ｍ以上の道路に接し、５a以上の正形な生産力の高い水田および中・山
間部のほ場整備田　基準収量500kg以上

下 5,000円 耕作条件が悪く、生産性の低い水田　基準収量500kg以下

畑
上 7,000円 道路に接し、平坦で10a以上の土地肥沃な生産力の高い畑

中 5,000円 幅員２ｍ以上の道路に接し、平坦で耕作条件が中庸な面積５a以上の畑

下 2,000円 耕土が浅く、傾斜度がやや大きく、道路・日照・形状等耕作条件が劣る畑

特殊畑 標準額を定めない 施設園芸、果樹、花卉、特用、桑畑等

（注）この標準小作料は、４月１日から適用になっています。

■お問い合わせ　農業委員会事務局　☎62－3518（直通）

　平成19年産の米の価格は、平成18年の米価に比べ大幅に下落しました。大きな要因とされるのが米の過剰
作付です。農林水産省発表による統計数値では、佐久市の過剰作付は、長野県全体の24%に当たる507haと
なっています。
　日本全体の人口減少と、一人当たりの消費量の減少に伴い、米の全体消費量が減少する中で、平成20年産
の米価の維持のためにも、米生産農家の皆さんの生産調整に対して、ご協力をお願いします。
　なお、転作に対しては、産地づくり交付金事業および市の補助事業を実施しています。

平成19年の水稲の過剰作付状況　(農林水産省統計情報センター発表数値)

米価の大幅な下落を防ぐため
米の生産調整を確実に実施しましょう

～米価の維持には、米生産農家すべての協力が必要です～

過剰作付面積(ha) 過剰生産数量(t)
佐　久　市 507 3,653
長　野　県 2,115 13,095
全　　　国 70,748 257,425

■お問い合わせ
　農政課農業生産振興係　☎62－3203（直通）または各支所経済建設課
　JA佐久浅間各営農センターおよびJA支所経済課
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◉皐月5月
注 意
Attention

●農作業事故をなくそう ～５月は
春の農作業安全運動月間です～
　近年、トラクターなどによる農作
業事故が多く発生しており、昨年は
市内でも死亡事故がありました。特
に高齢者による事故が大半を占めて
いることから注意が必要です。
■事故発生の要因は、安全未確認と
操作ミスが大半
　主な事故発生の要因は、農業機械
を使用する際に安全確認を怠ったり、
適切な操作をしなかったり、忙しく
作業に追われている時や、午前11時
過ぎの昼休み前や午後５時前後の疲
労が出てくる時間帯に多く発生して
います。事故の内容は、農業機械が
転倒してその下敷きになってしまっ
たり、ロータリーに巻き込まれたり
する事故等が多く見受けられます。
■事故防止のための注意点
　農業機械使用時は、始業点検を確
実に行い、作業中も安全な運転操作
を心掛け、家族ぐるみで事故防止に
努めましょう
①農作業時は、その農機具に必要な
防護具を付けましょう
●乗用トラクターの安全フレームは、転
倒時の下敷き防止に効果があります。
②一人での作業は、注意しましょう
●複数人での作業なら事故発生時の
機械の停止や消防署への通報などが
すぐにできます。
●その日の作業場所や計画を必ず家
族に伝えておきましょう。
■もしもの時に備えて、各種保険や
共済に加入しておきましょう
■ドライバーの皆さんへのお願い
　農耕車は低速で走行します。農耕
車を追越す場合は、追越しが可能な
場所で十分な間隔を保ちましょう。
また、農耕車が道路を横断している
時には、ゆとりをもって早めの減速
をしましょう。
問合せ　農政課農業生産振興係　　
　　　　（☎62-3203）

●やむを得ず飼えなくなった犬・
猫の引取りについて
引取場所 引取の曜日 引取時間

佐久合同
庁舎西側
駐車場 毎週木曜日

年末年始・
祝祭日を
(除く)

午前11時
〜
正午

東信犬等
管理所
（小諸市）

午後
１時30分
〜

２時30分

※引き取りは必ず定められた曜日、
時間内にお願いします（この時間帯
以外は受け付けません）。
持ち物　◆印鑑　◆犬の場合は鑑札
と狂犬病予防注射済票
手数料　１件につき2,000円（長野
県収入証紙による）
①生後91日以上の犬・猫…１頭（匹）
で１件　②生後91日未満の仔犬・仔
猫…10頭（匹）までの引き取り１回
分で１件
問合せ　佐久保健所食品・生活衛生
課（☎63-4191）

●家族で宇宙旅行！うすだスタード
ーム「こどもの日観望会」

　天体観測施設うすだスタードーム
のゴールデン・ウィーク特別観望会
です。口径60cmの大望遠鏡で土星
の環や春の星座をたっぷりお楽しみ
いただきます。ご家族で宇宙旅行は
いかがでしょう。予約は不要です。
参加をお待ちしています。
日時　５月５日㈪
　　　午後７時30分～９時
会場　うすだスタードーム
内容　大型望遠鏡による土星と春の
天体観望
参加費　大人500円／小中学生250円
問合せ　天体観測施設うすだスター
ドーム（☎82-0200）

●市民意見公募の実施結果
　広報３月号で、「佐久市総合文化会
館基本構想・基本計画（案）」ついて
意見を募集した結果、44人の方から
ご意見をいただきました。
　お寄せいただいたご意見の概要、
それに対する市の考え方を市のホー
ムページに掲載しますので、ご覧く
ださい。また、総合文化会館整備推
進室（野沢会館内）、市役所広報広聴
課、各支所総務課でもご覧いただけ
ます。
　意見公募にご協力いただき、あり
がとうございました。
問合せ　総合文化会館整備推進室総
合文化会館整備推進係（☎62-0664）

●「お達者応援団育成塾」全体研
修のご案内
日時　５月13日㈫
　　　午後１時30分～３時30分
会場　交流文化館浅科穂の香ホール
内容　◆佐久市の高齢者の現状
◆いきいきサロン等活動実践例紹介
◆講演「住民が支える介護予防事業
とは」
講師　NPO法人佐久平総合リハビリ
センター　中村崇氏
※駐車場に限りがありますのでご来
場の際は乗り合わせでお願いします。
問合せ　高齢者福祉課（☎62-3157）

●第34回健康ネットワーク21講
演会
　今回は下肢静脈瘤の成因、各種診
断方法、最新の治療方法を含めた各
種の治療法についてお話します。
日時　５月15日㈭
　　　午後７時～８時30分
会場　佐久勤労者福祉センター２階
　　　第５会議室
演題　下肢静脈瘤は立派な病気です
講師　浅間総合病院外科医長
　　　箕輪隆医師
参加費　無料
問合せ　浅間総合病院地域医療室健
康管理科（☎67-2295・内線5150）
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お 知 ら せ
Information

●佐久鯉マラソン大会実施に伴い
交通規制を行います
　第21回佐久鯉マラソン大会の実施
に伴い、会場となる駒場公園周辺道
路では、全面通行止めを伴う交通規
制を行います。コース周辺にお住ま
いの皆さんには、大変ご迷惑をお掛
けしますがご協力をお願いします。
　また、競技時間中、コース周辺道
路の渋滞が予想されますので、迂回
いただきますようお願いします。
　なお、コース周辺を通行される場
合は、誘導員の指示に従い通行して
ください。
　安全な競技運営のため、ご協力を
お願いします。
日時　５月４日（日・祝）
　　　午前８時30分～午後１時
規制場所　佐久自動車学校前から長
野牧場交差点まで
問合せ　観光課（☎62-3285）

●「おたっしゃ訪問」を実施します
　生涯現役で健康長寿を目指し、い
きいきとした生活が送れるよう、「お
たっしゃ訪問」を実施します。健康
状態や生活の状況をおうかがいし、
福祉サービスの利用、介護予防事業
の紹介等をします。
対象者　今年度75歳になる方（昭和
８年４月１日～昭和９年３月31日生
まれ）
訪問職員　保健師、看護師等
訪問方法　事前に電話等で訪問日を
おうかがいし、訪問します。
問合せ　高齢者福祉課（☎62-3157）

駒
場
公
園

入
口

● ●

●

駒場公園佐久自動車学校 長野牧場前

長野牧場

全面通行止区間
東中学校

安原橋
マラソンコース

●５月のつどいの広場
　乳幼児連れの親たちが気軽に集い、
語り合い、交流ができる場です。お
気軽にお出掛けください。
■サングリモ中込
２日・７日・９日・10日・12日・
13日・14日・16日・17日・19日・
20日・21日・23日・24日・26日・
27日・28日・30日・31日
時間　午前９時～午後４時
■あさしな保育園内
２日・７日・９日・ 12日・13日・
14日・16日・19日・21日・23日・
26日・28日・30日
時間　午前９時～午後２時
問合せ　児童課児童係（☎62-3149）
または各支所保健福祉課福祉児童係

●児童手当を受けていない方へ
　小学校修了前の児童を養育してい
る方で、今まで自己の所得が所得制
限限度額を超えていたため受給され
ていない方は、平成19年分の所得が
前年より減ったり、扶養が増えた場
合に、該当になることがありますの
で、５月中に申請をしてください。
（児童手当の場合、６月分より年度が
切替ります）
　また、未申請のため受給されてい
ない方も、申請がないと受給できま
せんので申請をしてください。
　なお、申請いただいても審査の結
果、前年の所得が限度額を超えてい
る場合は、支給されませんのでご了
承ください。
問合せ　児童課児童係（☎62-3149）
または各支所住民課市民係

●平成20年度の自動車税は６月２
日が納期限です
　自動車税は、県のさまざまな事業
に使われる大切な税金です。スピー
ドは控えめに、そして自動車税は納
期限内に納めましょう。
　なお、本年度からコンビニエンス
ストアでも納められるようになりま
した。
問合せ　佐久地方事務所税務課
　　　　（☎63-3136）

●サングリモ中込に休日救急歯科診
療所がオープンします
診療開始日　５月11日㈰
診療日　日曜日、祝日、お盆、年末
年始
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～３時
問合せ　休日救急歯科診療所（サン
グリモ中込内・☎63-3783）

●特別障害者手当・経過的福祉手
当・障害児福祉手当を５月９日指
定口座に振り込みます
　２月から４月までの手当を、振り
込みますのでご確認ください。また、
受給者が次に該当した場合は、速や
かに届け出をしてください。
◆施設へ入所したとき
◆死亡したとき
◆住所を変更したとき
◆障害の程度が軽減したとき
◆特別障害者手当の受給者であって、
病院への入院・老人保健施設への入
所が３か月を超えたとき
◆経過的福祉手当受給者であって、
障害を理由とする年金を受給できる
ようになったとき
◆障害児福祉手当の受給者であって、
児童福祉施設等に入所したとき（短
期入所含む）
※上記に該当した時に届け出が無く
支給を受けた場合は、返金していた
だくことがありますので、ご注意く
ださい。
■特別障害者手当
　20歳以上で、障害の重複により日
常生活に常時特別の介護を必要とす
る在宅の重度障害者で受給者や扶養
義務者の所得が一定の額未満の方に
支給されます。月額26,440円です。
■障害児福祉手当
　20歳未満の在宅の重度障害児で、
扶養義務者等の所得が一定の額未満
の方に支給されます。月額14,380円
です。
問合せ　◆特別障害者手当および経
過的福祉手当…福祉課（☎62-3147）
◆障害児福祉手当…児童課
　　　　　　　　　　（☎62-3149）
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◉皐月5月
相談コーナー

Advice

●スポーツ教室参加者募集
《一般対象》
■弓道（高校生以上：定員40人）
日時　５月23日㈮～７月25日㈮の
金曜日（10回） 午後７時～９時
会場　駒場公園弓道場
参加費　2,500円
■水中運動（定員40人）
日時  ６月20日㈮～７月23日㈬の
水・金曜日(10回)午前10時～11時
20分
会場　駒場公園プール
参加費　4,000円（入場料含む）
■筋力トレーニング（定員20人）
日時  ５月12日㈪～７月14日㈪の
月曜日（10回）　午前10時～正午
会場　佐久市総合体育館
参加費　1,500円
《年齢制限のない教室》
■太極拳（定員40人）
日時　６月４日㈬～８月６日㈬の
水曜日（10回）　午後７時～９時
会場　浅科柔剣道場
参加費　大人2,000円
　　　　小人1,000円
■ヨガ（定員40人）
日時　６月９日㈪～10月27日㈪の
第２・４月曜日(10回）午後７時～
８時30分
会場　あいとぴあ臼田
参加費　大人2,000円
　　　　小人1,000円
申込・問合せ　参加費を添えて体育
課（佐久市総合体育館内・☎62-20
20）または各地区体育係へお申し込
みください。

●宅地分譲および現地案内会
■宅地分譲（猿久保地籍）
◆109.4坪　14,725,000円
◆106.8坪　12,708,000円
※上下水道完備、ＪＲ小海線北中込
駅まで400ｍ
■現地案内会
日時　５月３日㈯・４日㈰
　　　午前10時～午後３時
会場　瀬戸原団地
問合せ　佐久市土地開発公社
　　　　（野沢会館内・☎62-8667）

●６月１日は「人権擁護委員の日」
～特設人権相談所を開設します～
　佐久人権擁護委員協議会では、次
の日程で相談会を開催します。
日時　６月２日㈪
　　　午前10時～午後３時
会場　浅間会館、佐久市研修センタ
ー、あいとぴあ臼田、望月支所
委員　廣岡朝子、浅沼千枝、神津智
子、中澤修子、坂井袈裟雄、木内咲
子、駒村辰夫、白石功、竹内芳枝、
井出夏實、日向敬一、土屋厚子、花
里久男、眞田三生、尾口倫子
問合せ　法務局佐久支局
　　　　（☎67-2272）

●佐久・小諸地区就職面接会開催
　佐久・小諸地区の多くの優良企業
の人事担当と直接面接ができます。
対象　平成21年３月新規大学・短
大・専修学校等卒業予定者
日時　５月16日㈮午後１時～４時
会場　一萬里ホテルゴールデンセン
チュリー（☎63-3355）
※参加企業の「企業案内」、「求人情
報」等各種資料を配布します。
問合せ　ハローワーク佐久
　　　　（☎62-8609）

●行政相談
■浅科支所
日時　５月16日㈮午後１時～４時
■浅科地区館
日時　５月20日㈫午後１時～４時
■あいとぴあ臼田
日時　５月20日㈫
　　　午後１時30分～４時
■望月支所3階会議室
日時　５月23日㈮午後１時～４時
問合せ　庶務課庶務係（☎62-3002）

●交通事故巡回相談
日時　５月９日㈮
　　　午前10時～午後３時
会場　佐久合同庁舎402号会議室

●家庭児童相談
■家庭児童相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮、午前９時～午後４時
相談員　小林子ども特別対策推進員
相談電話　☎62-3149
■各児童館（下越児童館は除く）
日時　㈪～㈮、午後１時～４時
相談員　各児童館長

●教育・いじめ相談
■教育委員会教育相談室（祝日を除く）
日時　㈪～㈮、午前９時～午後４時
相談員　スクールメンタルアドバイ
ザー等
本庁相談室（☎ 62-3478）
臼田支所相談室（☎臼・内線 259）
浅科支所相談室（☎浅・内線61）㈫・㈭

望月支所相談室（☎望・内線400・181）
■中学校相談室 （休校日を除く）
時間　午後１時～４時
●浅間中学校　
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　佐藤アドバイザー
直通相談電話　☎67-7250
●野沢中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　堀田アドバイザー
直通相談電話　☎62-2551
●中込中学校　
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　中島アドバイザー
直通相談電話　☎62-6810
●東中学校
期日　㈪・㈭
相談員　小平アドバイザー
直通相談電話　☎67-7366
●臼田中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　金森アドバイザー
直通相談電話　☎82-2130
●浅科中学校
期日　㈫・㈮
相談員　小平アドバイザー
相談電話　☎58-2101㈹
●望月中学校
期日　㈪・㈫・㈭
相談員　山下アドバイザー
直通相談電話　☎53-3330
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募 集
Classifi eds

●５月の市内施設見学参加者募集
　５月はＢコースです。ぜひご参加
ください。
　なお、15人以上の団体で、市内施
設見学実施の希望がありましたら、
広報広聴課へお問い合わせください。
希望を取り入れて、特別コースも実
施します。
日時　５月28日㈬午前８時45分ま
でに市役所市民ホールに集合、午
後４時30分終了予定
定員　32人（申込順）
参加費　無料
昼食　各自持参、または平尾山公園
で各自注文
申込・問合せ　広報広聴課
　　　　　　　（☎62-3075）

市   役   所

望月宿、八幡宿（車中）

市立近代美術館市役所本庁舎

クリーンセンター佐久南インター建設地
（車中）

子ども未来館シルバーランドきしの

平尾山公園（昼食）ほっとぱーく浅科（車中）

望月歴史民俗資料館 あさしな児童館

●第４回佐久市ママさんバレーボ
ール大会参加者募集
参加資格　市内に住む既婚女性また
は、35歳以上の独身女性により編成
した区単位のチーム。ただし一つの
区でチーム編成ができない場合は、
隣接区との合同でも可能です。
期日　７月13日㈰
会場　野沢体育センターほか
参加費　１チーム1,500円
受付　６月27日㈮まで
申込・問合せ　所定の申込書に参加
費を添えて体育課（佐久市総合体育
館内・☎62-2020）または各地区体
育係までお申し込みください。

●市営住宅入居者募集
■相立団地（内山：募集１戸）
建設年度　昭和55年度
構造等　簡易耐火構造平屋３ＤＫ
家賃　9,500円～15,800円
■花園団地（岩村田：募集４戸）
建設年度　平成３～６年度
構造等　中層耐火構造３ＤＫ
家賃　19,200円～33,100円
■泉団地（前山：募集１戸）
建設年度　平成15年度
構造等　中層耐火構造２ＤＫ
家賃　20,500円～34,000円
資格　次の条件をすべて満たす方
①同居親族があること（相立・花園
団地は３人以上の世帯であること）。
②収入が公営住宅法施行令に定める
金額を超えていないこと。
③住宅に困窮していることが明らか
であること。
④佐久市に在住しているか、佐久市
内に勤務先があること。
⑤市税等の滞納がないこと。
⑥入居指定日に入居可能であること。
⑦入居申込者及びその同居者となる
方が暴力団員ではないこと。
※入居が決定した場合は、連帯保証
人（佐久市内在住の方）２人が必要
となります。
受付　５月16日㈮午後５時まで
抽選会　５月19日㈪
入居指定日　６月１日㈰
申込　市営住宅入居申込書に市の指
定する書類を添えて、建築住宅課住
宅管理係または各支所経済建設課へ
お申し込みください。申込者が募集
戸数を超えるときは、公開抽選の方
法により入居者を決定します。詳し
くは、建築住宅課住宅管理係（☎62-
3430）または各支所経済建設課

●第７回佐久広域連合
「ふるさと探訪ツアー」開催
期日　７月19日㈯
申込　６月上旬を予定
※詳細は、６月配布予定の広域広報
（30号）でお知らせします。
問合せ　佐久広域連合庶務課企画係
　　　　（☎62-7721）

●障害者自立生活支援センター
■陶芸教室
　あなただけの陶器作りを楽しみま
せんか。
対象　障害のある方（２日間とも出
られる方）
日時　◆作成５月８日㈭午後１時
30分～４時30分　◆色付け６月19
日㈭午後１時30分～３時
会場　野沢会館創作室
定員　20人（申込順）
持ち物　エプロン、タオル
参加費　初回のみ１人 500円
　　　　（粘土、釉薬代）
■初心者のための料理教室
　１人でも作れる簡単でおいしい料
理をマスターしてみませんか。
対象　料理の初歩を習いたい障害の
ある方
日時　５月13日㈫
　　　午前10時～午後１時30分
会場　野沢会館調理室
定員　20人（申込順）
持ち物　エプロン、タオル
参加費　１人400円（食材費）
申込・問合せ　障害者自立生活支援
センター（☎64-0212）

●果樹・花き栽培アシスタント講習受
講生募集
　人手を必要としている果樹・花き
農家への就業を希望する方に、基礎
的な知識と技能を習得してもらうこ
とを目的として開催します。
対象　◆果樹、花き農家への就業を
希望する方　◆脚立作業の可能な方
◆健康で働く意欲のある方
期間　５月14日㈬～12月中旬
　　　全日程15日程度
会場　野沢会館・市内果樹園地
内容　◆座学（午前２時間）
　　　◆実技（午後２時間）
定員　20人程度
受講料　無料
申込期限　５月９日㈮まで
申込・問合せ　佐久市営農支援セン
ター（農政課内・☎62-3203）
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平成20年度  結核・肺がん検診（胸部レントゲン検診）のお知らせ
　下記日程のとおり平成20年度結核・肺がん検診を市内の会場を巡回し、実施します。結核健診・肺がん検診は同時に
受けることができますので、次の事項をよくお読みいただき、忘れずに受診して下さい。

■お問い合わせ
　健康づくり推進課保健推進係 ℡62－3196（直通）
　臼田支所健康づくり推進係 ℡82－3115（直通）
　浅科支所健康づくり推進係 ℡58－2001（内線27・31）　
　望月支所健康づくり推進係 ℡53－3111（内線128・129）

佐久地区（未掲載地区）、臼田地区、望月地区の日程については、
今後掲載します。

期日 対象区域 時　間 会　場

5/26
㈪

塩名田（東部・西部・県住） 9:30～11:30
浅科保健センター

塩名田（中部・舟久保） 13:00～15:00

5/27
㈫

中原 9:30～10:10 中原公会場

駒寄 10:30～10:50 駒寄公会場

御馬寄（庄ノ上） 11:20～11:50 庄ノ上生活改善センター

御馬寄 13:30～15:00 御馬寄コミュニティー
センター

5/29
㈭

御牧原 9:30～10:30 御牧原多目的集会場

桑山・入の沢 10:50～11:30 入の沢公会場

下原 13:00～15:00 下原公会場

5/30
㈮

上原 9:30～11:30 上原公会場

鶴沼 13:00～13:20 鶴沼コミュニティーセンター

矢嶋 13:40～15:00 老人憩いの家

6/4
㈬

八幡（本町・宮本） 9:30～11:30
浅科福祉センター

八幡（上町・中町・大平） 13:00～15:00

6/5
㈭

黒田 9:30～ 9:45 黒田公民館

大月 10:10～10:40 大月火の見付近

苦水 11:10～11:50 旧ＪＡ佐久浅間苦水支
店様

相立 13:10～13:40 相立公民館

中村 14:10～14:40 中村公民館付近

肬水 15:10～15:40 肬水区集会場付近

6/6
㈮

内山町上、町中、町下 9:30～10:30 内山地区社会体育館

松井 11:00～12:00 旧ＪＡ佐久浅間松井支店様

平賀中宿、下宿、北口 13:20～14:20 佐久城山小学校入口

平賀上宿 14:50～15:50 平賀上宿公会場

6/17
㈫

常和 9:30～10:30 常和区消防詰所前

太田部 11:00～11:30 太田部公会場

佐太夫町 13:00～13:30 佐太夫町区公会場

野沢本町 14:00～15:00 野沢体育センター駐車場

6/18
㈬

杉の木 9:15～ 9:45 杉の木公会場

石神 10:10～10:50 石神区公民館

権現堂 11:20～12:00 権現堂公民館

三石、前林 13:30～14:20 旧中込学校資料館
第２駐車場

三家 14:50～16:00 三家公会堂

6/19
㈭

五十貫 9:30～10:00 五十貫公民館

瀬戸中、東、南 10:30～11:40 瀬戸公民館

北耕地 13:20～14:20 北耕地公会場

西耕地 14:50～15:50 西耕地公民館

期日 対象区域 時　間 会　場

6/20
㈮

平賀新町、荒家、中込新町 9:15～10:30 中込会館

橋場西、東、南 10:50～12:00 橋場公会堂

中央区北町第１、第２、 13:20～14:20
佐久市保健センター

中央区南町 14:20～15:20

6/23
㈪

野沢本町、中小屋、十二町 9:15～10:15
野沢会館北側駐車場

田町 10:15～11:00

本新町 11:30～12:00 本新町公会場

原（上、中、下、曙） 13:30～14:30
原区公会場

原（東南、西南、宮巻） 14:30～15:30

6/24
㈫

取出町 9:15～10:30 取出町公民館

鍛冶屋 11:00～12:00 鍛冶屋公会場

高柳 13:30～14:00 高柳公会場

跡部 14:30～15:30 跡部、老人憩いの家

6/25
㈬

上桜井 9:15～10:00

中桜井公会場下桜井 10:00～10:45

北桜井、中桜井 10:45～11:30

泉野、三塚 13:00～14:00 泉野区集会場

泉 14:30～15:30 泉団地集会所

6/26
㈭

美笹 9:30～ 9:45 美笹ファミリーランド
センターハウス

東立科 10:10～10:40 東立科公会場

沓沢 11:10～12:00 沓沢公民館

下県東、下県西 13:30～14:30 農村環境改善センター

今岡 15:00～15:30 今岡区公民館

6/27
㈮

小宮山 9:15～ 9:45 小宮山神社前

弥生が丘、熊久保 10:15～11:20 弥生が丘区集会場

平井 13:00～13:40 平井公民館

五本木 14:00～14:30 五本木火の見付近

相浜 15:00～16:00 相浜研修センター

6/30
㈪

大沢新田 9:30～10:00 大沢新田公会場付近

大地堂 10:30～11:00 大地堂公会場付近

大沢下町 11:30～12:00 大沢下町公会場

大沢上町、中町 13:30～14:30
大沢地区社会体育館

地家 14:30～15:30

1.対 象 者 ●結核健診は65歳以上の佐久市民の方（平成21年3月31日までに65歳に達する方）
 ●肺がん検診は40歳以上の佐久市民の方（平成21年3月31日までに40歳に達する方）
 ※肺がん検診を希望される方はあらかじめ市役所（保健推進係）・各支所（健康づくり推進係）までお申し込みください。
【受診できない方】 ●妊娠中または現在妊娠している可能性がある方●医療機関や職場で行う結核・肺がんを受けた方、または、受ける予

定の方●市が実施する検診で胸部X線・胸部らせんCT検査のいずれかを受けた方または受ける予定の方●現在、肺また
は胸部の病気で医療機関に通院中の方

2.受診料金

3.お 願 い ●ネックレス、湿布薬等は、外してきてください。●髪の長い方は、束ねて背中にかからないようにしてください。
 ●無地のシャツ、下着でボタン、ホック、刺しゅうのないものであれば着たままで撮影できます。
 ●眼鏡が必要な方は、当日ご持参ください（受診票を記入していただくため）。
4.そ の 他 ●検査結果については、肺がん検診はおおむね1か月程度でご連絡します。
 ●結核健診は再検査が必要な方に、おおむね1か月程度でご連絡します。再検査の必要のない方にはご連絡しません。
 ●都合の悪い場合は、他の会場または地区で受けていただいても結構です。

40～64歳 65歳以上
結核・肺がん検診 400円 200円
結核健診 無料
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予防接種名 接種対象者（接種期間）

麻 し ん
風 し ん

第 １ 期 生後12か月から生後24か月未満の方

第 ２ 期 ５歳以上７歳未満の方（幼稚園・保育園の年長に相当する年齢の４月１日から
翌年３月31日まで）

第 ３ 期 平成20年度から平成24年度に12歳以上14歳未満の方
（中学１年生に相当する年齢の４月１日から翌年３月31日まで）

第 ４ 期 平成20年度から平成24年度に17歳以上19歳未満の方
（高校３年生に相当する年齢の４月１日から翌年３月31日まで）

麻
し
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ん
の
予
防
接
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り
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３
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も

■
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１
９
６（
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通
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た
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各
支
所
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
係

　麻しん（はしか）は感染力が強く、発生するとまん延防止が非常に困難であるため、発生を
予防するために確実に２回の予防接種を受けることが必要となります。平成19年には、10代
および20代の年齢層を中心に麻しんが大流行しました。
　現在は、１歳児と小学校就学１年前（幼稚園・保育園の年長）の２回接種ですが、国では、
今まで１回しか麻しん風しんの予防接種を受けてない世代に対して平成20年度から５年間に限
り、第３期（中学１年生）・第４期（高校３年生）に相当する年齢の方に予防接種の機会を新
たに設けました。
　これは、補足的接種として第３期、第４期に相当する年齢の方に追加接種を実施し、５年後
には、22歳以下の皆さんに免疫をつけていただき、麻しんの集団感染の要因をなくそうとする
ものです。
表 １ の年齢に達したら、麻しん風しん混合ワクチンまたは麻しん風しんそれぞれのワクチ
ンによる接種をしてください。
接種期間 対象年齢に相当する４月１日～翌年の３月31日
 ※４月～６月までに接種することをお推めします。
麻しん風しんにかかっていない方は麻しん風しん混合ワクチンを１回接種します。
血液検査でかかったことが確認された方と２回接種済みの方は接種対象になりません。

表 １

◎あなたのお子さんは？
年齢が12歳以上14歳未満（中学１年生相当）、17歳以上19歳未満（高校３年生相当）

●患者の案内　●材料作り
●イベントのお手伝い

ボランティア
を

募集します

■お申し込み・お問い合わせ　浅間総合病院地域医療部　☎67－2295（内線5162）

浅間総合病院では、院内での、ボランティアの皆さんのご協力をお待ちしています。

申込期間：５月30日㈮まで　　研修日：６月６日㈮
※安心してスムーズに行っていただけるよう研修を実施していますので、
　ご参加ください。

活動内容

接種費用… 接種期間内は全額公費負担ですが、期間を過ぎると全額自己負担
 になります

こ
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予防接種は済んでいますか 接種ワクチン及び回数

第３期もしくは第４期（表１）期間中に
「麻しん風しん混合ワクチン」を１回接種する
※「麻しん風しんの各ワクチン」による接種も可

第３期もしくは第４期（表１）期間中に
「麻しん風しん混合ワクチン」を１回接種する
※「麻しん風しんの各ワクチン」による接種も可
第３期・第４期の接種が１回目になる方は
お問い合せください

第３期もしくは第４期（表１）期間中に
「麻しん風しん混合ワクチン」を１回接種する
※「麻しん風しんの各ワクチン」により
　かかったことのない方のワクチンを１回接種
※「麻しん風しんの混合ワクチン」による接種も可

接種の必要なし

両方とも
済んでいる

両方とも
済んでいない

片方しか
済んでいない

両
方
と
も

か
か
っ
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こ
と
が
な
い

かかったことの
ない方だけ
済んでいる

い
ず
れ
か
片
方
に

か
か
っ
た
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と
が
あ
る

両方ともかかった
ことがある
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介 　 護
保 険 料

税　　金
コーナー

保 険 料
コーナー

佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111佐久市役所☎ 62-2111　　臼田支所☎ 82-3111　　浅科支所☎ 58-2001　　望月支所☎ 53-3111

乳幼児健診・予防接種・教室コーナー 母子保健事業

佐久市保健センター

岩村田　岩村田北一丁目　猿久保　小田井　横根　上平尾
下平尾　根々井　三河田　横和　今井　跡部　三塚　桜井
中込　中込一丁目～三丁目　瀬戸　香坂　安原　新子田　志賀　

臼田保健センター

臼田地区全区　野沢　原　鍛冶屋　高柳　取出町　本新町
小宮山　前山　大沢　平賀　太田部　常和　内山

浅科保健センター

浅科地区全区　長土呂　佐久平駅北　佐久平駅東
佐久平駅南　塚原　常田　平塚　鳴瀬　伴野　根岸　東立科

望月総合支援センター
望月地区全区

乳幼児健診・予防接種（ポリオ）はお住まいの住所により下記の会場で実
施します。下記の表をご確認のうえ健康診査等を受けてください。なお､
受診日・該当地区以外で受けられる場合は、あらかじめ市役所または支
所までご連絡ください。

■お問い合わせ
　佐久市保健センター ☎63-3080（直通）、または各支所保健福祉課

５月の子育てサロン／全会場９:30～11:30

納期限

税　目

●➡ 市税の納付は安全・確実・便利な「口座振替」で！
６月2日 6月2日

軽自動車税　全期

納期限

乳幼児健康診査　時間13:30～（受付13:15～13:30）
■４か月児健康診査
佐久市保健センター 20年 １月11日～１月31日生まれ  ６月 ６日㈮
 20年 ２月 １日～２月20日生まれ  ６月27日㈮
臼田保健センター 20年 ２月生まれ  ６月20日㈮ 
浅科保健センター 20年 ２月生まれ  ６月18日㈬
望月総合支援センター 20年 ２月生まれ  ６月27日㈮

■10か月児健康診査
佐久市保健センター 19年 ８月 １日～８月20日生まれ  ６月26日㈭
臼田保健センター 19年 ８月生まれ  ６月17日㈫
浅科保健センター 19年 ８月生まれ  ６月19日㈭
望月総合支援センター 19年 ８月生まれ  ６月27日㈮

■１歳６か月児健康診査
佐久市保健センター 18年 ９月21日～10月15日生まれ  ６月 ４日㈬
臼田保健センター 18年10月 １日～11月15日生まれ  ６月 ６日㈮
浅科保健センター 18年10月・11月生まれ  ６月13日㈮

■３歳児健康診査
佐久市保健センター 17年 １月26日～２月15日生まれ  ６月 ３日㈫
 17年 ２月16日～３月10日生まれ  ６月24日㈫
臼田保健センター 17年 ３月 １日～４月 ５日生まれ  ６月10日㈫

予防接種
■ポリオ（集団接種）　時間14:00～（受付13:30～14:00）
臼田保健センター ６月 ４日㈬
　 平賀・内山・常和・太田部・清川・田口・三分・下越

■ 麻しん〈はしか〉風しん〈三日はしか〉混合・麻しん・風しん・三
種混合・BCG（個別接種）・日本脳炎
市で委託した医療機関で随時予約を受け付けています。
詳しくは健康カレンダーをご覧ください。
（このうち日本脳炎は、国からの勧告に基づき、平成17年５月31日以
降、積極的な接種勧奨を差し控えています）

■パパママ教室
対象 妊娠４～８か月のお母さんとそのお父さん
内容 Aコース（主に４～６か月の妊婦とそのお父さん）
 おなかの中の赤ちゃん、妊娠中の栄養、お父さんの

妊婦体験
 Bコース（主に７～８か月の妊婦とそのお父さん）
 お母さんのお口チェック、出産後の育児について、

赤ちゃんの抱っこ体験
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物　母子健康手帳
会場・日程 望月総合支援センターA　６月10日㈫
 佐久市保健センターB　６月25日㈬

■離乳食教室「はい  あ～んして」
対象 生後２～３か月児をもつお母さん・お父さん
内容 離乳食作り＊託児がありますのでご利用ください。
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、エプロン、オムツ・ミルクなどの必

要なもの
会場・日程 臼田保健センター  ６月11日㈬
 浅科保健センター  ６月27日㈮

■離乳食教室「もぐもぐ  できるかな」
対象 生後７～９か月児をもつお母さん・お父さん
内容 試食・個別相談等
時間 ９:30～11:30（受付９:15～）
持ち物 母子健康手帳、子ども用エプロン・スプーン、オム

ツ・ミルクなどの必要なもの
会場・日程 佐久市保健センター  ６月17日㈫

★教室に参加を希望される方は申し込みが必要です。
■申込先　母と子のすこやか相談室（佐久市保健センター）
 　　　　　☎63－3080（直通）または各支所保健福祉課

介護保険料　第2期
（普通徴収） 

■中佐都児童館 １・15日日㈭
■野沢児童館 13・27日㈫
■岩村田児童館 9・23日㈮
■中込児童館 2・16日㈮
■東児童館 20日㈫
■泉児童館 7・21日㈬
■岸野児童館 19日㈪
■高瀬児童館 14・28日㈬
■佐久城山児童館 8・22日㈭
■望月児童館 20日㈫
■平根児童館 12・26日㈪
■小田井児童館 19日㈪
■あいとぴあ臼田 7日㈬
■臼田児童館 14日㈬
■青沼児童館 21日㈬
■田口児童館 28日㈬
■あさしな児童館 8・22日㈭

４月号子育てサロン訂正       （誤）       （正）
城山・あさしな児童館 …　　5/9     →　　5/8
望月児童館………………☎51－1520→☎53－1155


